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児童締人間鸞係についての基礎鋳一考察

(荒 木 :箕 ゴ予男 ジ

l 澤 書 の 課 鸞 性 とそ の 視 点

学校数fヂ は ,さ まざまな機チ|ビ を1寺 った場に

よぅて進行 され るが ,通常 ,その実lt単位と

′よるのは学級成員であ る。

したがって ,そ こで行なわれ る総べての学

習は ,場 メtょ しては ,た とえそれが個別的で

はあっても ,そ の過 程は教師を含めた学薇集

助成 員、とのfll二 1年 Jll′ 交流 。進穫の過書とし

てと心え為オ1′ るべ き∫援」面を有する。

しかも ,こ の ことは単に学習形態とQtti呈

などからだけでな く ,例えば ,児童の社会|`主

・ :ヨ 主性・劇造1生 の発達や学力につぃての考

え_力 など 。人1銅 形成がいかに図られ るべさか

という教育の目的及び内容 とのかかわり合い

から認「投じ直され る必要がある。       _
人間尊重を第一儘機 し ,それに買破かれた

真の人1司 教育を追求することこそ P今 回′覆、

′セち教聞tわ 最 も緊要な責務であると考え ,パ

ズ学習はこの要請に発したことを理解する。

|●riに また ,そ の心Iり:学的 な子ア)1と して ,

グループダイナミックスとノンオメ トリーーの

発達がぁることな理解する。

学 4文・ 学政集由における人間関係につい こ

tわ 考察は ,こ れ らを基盤とし ,その課
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よるものでぁる。

2 バ ズ 学 習 と 人 間 関 係

バズ学予デに よぅて ,い つヽな る
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1覇 t,

学習の成立が暖か く一人びと t)に 1某隣|さ チしてい

るような守l習 亮団に《iぶ∴よ ,■ :え じ1負 されてい

く(b要 かめる。

この学 庸1111JIへ のill i、lfヒ :ヽ 1卜'Jは ,サlit"itぎ :に

おけ ら/｀、llil lゝ l係 の学習の 1範 Liと してとらえうこ

とができもf)

ここで最も '11要 なことFt,■11」・(ζ t,11 lf.し り′ιヽ

lIE的蘭係を基盤と してむ:豪 づけ らオ1る というこ

とである。バズ学習分t iiた いかにIFl戒 して ,電 L
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達が li選 走されなけれはならなしゝ 少なくと

く,,人 |:||1幻 係の緊鬼ミを中

`減

しておく′
Z、 安が

ある。

3 攘 団 化 過 程 に お け る 人間 関 係

集|」 fヒ過程には ,ぉ よそ二儀城を驚だする

ことができる。 以下 ,それぞれの領城におけ

る人 1日 |1範 係 ～ 成喜ミの変客について考察を加

ぇるが ,こ の二頑域は購層的な もので l■ な く ,

ただ ,指導におけるノJ麻、の位置 を示めす もの

としてとらえたい。 したがって ,いずれかが

ギl― 義的であるとい うのではなく ,1精導過程

でのハち優自係を示めす 1)の でもない。 さらに

最も庁「 響なことは ,ど ちιちが 日||り で ,ど ちら

がそのスIめ の手段というような ltl」 係ではなく ,

そォtぞオしの′凛域でのイ/響 力:樹 欺り11つ に嗜 |まヒし〔)

って ,よ り高 次の集i樹 化へ向 うと考え られる

ということである。

集」 ヽ 成員のな選や左容は ,昇l団 におけ

るオな盤 作用の レ Íル によって大きな影響を受

け ると考えられ るか ら ,こ れをいかに して高

めるかということは ,総べての過程に通ず る

基本的課題であろう。

ソンオメ トリック・テス トは ,こ の麟鵠l颯 に

対す
・
る一つの ri力 な j亀 り方を求めす。 それは ,

ソンオメ トリノク・テス トそのものが ,||lj壇

費科 1 分t」1ソ ンオグラム(a)

b          
、

11

の解決に迫っていること・しかも,判定的な資

事ilと しても法用できるという.は からでぁる。

同
ノ  五響讐ゎ摯I.
明 学級集団の中で ,それ{Fれの分団成

|

員のために ,1繭 与Lな 社会 [まり構造を,整 ズ_

/7」 こと。 そのために ,ソ ンオメ トリッ

ク・テス トを実施 して ,学級集団の構

造や構成要因を把握する。

(魂  ソシオメ トリック・グルー ピング

・ ソシオメ トリック・ナス トの結果

から資料マ トリックスを作る。

。 この資料に基づ く資料カー ドを操

作 して構造マ トリックスを子,る 。

・ 十分な配慮の 4)と に ,この構造マ

トリックスから分 il劇 の斉I毛 成を行なう。

下図資本11は ,こ の ような手順によってnil成

さイした男女7昆成 による 4人グルーープでぁる。

なお ,こ のノシォグラムには ,え員間の排斥鷹

係は言己入 されていない力1,編 成に当喘ては ,分

耐|「

J]に そ鍮ような 関係がないように自濾 されて

いるこか ま言うまでもなし、

これ らバズ学習分翻内での成員相互には ,ど

α)よ うな人間隣係の変イい 生ヽじたか ,それは ,
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資料 2 分蘭ソシオグラム(b)
お
     b

次回 (こ の場合は40日 後 )の ソ3/オ メ トリ

ック・テス トに ょりてう力ヽヵiう ことヵζできる。

モォtが食辛斗2及び資料 3で ある。 分団編成後

資  料

の学級での生活態度や学習中の パズ内容 の質的

な深 まり ,量の増大などが ,こ のソシオグラム

の中に現われてい るように思 う。
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食事14 学緩摯111」 1の 価 lrl基 準

価 触 現 継

A ttl π
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B,灘 A lll % Bnrl q6 
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A縄 多 IB組

― -1

|府潔:こ する

lHiFlに
‐
夕る

整イ急1す る

約貞 を守る

毅 切にす る

友だちと仲良くする

力を含。わせる

きまりを守る

自分のことは自分でする

勉強する

い うことをよくさく

イ 幾力 (劇卜j)が学級111lJの lJb値規準

として大りJに され ること。

癬  集 ll劇化過イ拙こおける1ご h ili嗅見準
=D甕

τメ

1鍵 [封 fヒが ,111む と ,1111サ 1晟 11,力 il発 41:し
,

成 itは ,そ の強力なはたらき力ヽけを受

けるようになる。 ■lrJI規 綺I～ lib負白現

中4(羽 :う 簿1は ,11■ 劇化 i腱 イ星に,s(ナ るこ|]核

的な問題である。

長「樹柱芝Flは ,多」J「ノぅの11軟 轟場のオ[1:玩

作用 を通 して蜘 1劇 規義1の 影響を受ける

と共に ,疑 歯硯範そのものが,Iれ tの 発

達によって変客する。児 i子:が いかなる

徳r卜 を重

`ι

するかをとらえることは ,

この|:封 の推移を |″ 極め ,そ の過置にぉ

ける lt rF的 授静の 在 り方を導さ出す止

での藁要な才lι′中、の一つであるに,竜 いな

しゝ 資料 4はそのような意味をもつ。

バズ学習が ,級友との人|1場 ⅣI係 をll_FI

して「 rllき 万Jを学ぶ とい う ,人 1銅形

成をLI指 す教 fyの 核心に触れる接点を

見つめ るとき ,パ ズ学習/Pi一 人ひとり

の.だ 歳の社会性と白機の成長|、■かヽわ

る機育ことその′妊1義 は θより曖_観され る

であろ う。
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・Fl 学級会の機種に見られる児童の社会

性の発達

次ベーン資料 懸は ,「今 rめ なたは
,

学級会でどんなことを話 し合ったらぃい

と暦っ ています力b最 もノ必要ノ、ゴとノキll｀ うこ

とを一つ書いて ください。」 という調査

を行なって ,それ をまとめた ものでぁる。

児童が1可 を問題としている力、 その問

題は ,比較的に ,学級集団の成立 。発展

や人間曲係の改善にか 、ゎるものである

か ,それ とも一―ll測 ノゝに属するものである

力、 このことを溝 して ,個人 ヽ 学緩集

副の社会性の発 iま を見ていこうとしたも

のである。 したがって ,こ の調査は継続

的に時期をみて実施していく籠1質 のもの

でぁる。

つけ加えるなら〕ば ,こ の調査の中で
,

たとぇそれが-1酎人についてのものであ

っても ,そ の九主にとっては ,力議ナがぇ

のない問題と思われ るものが見い出され

ることがある。 十分」譲注意 と Pすみやか

な解決への手だてが Jl夫 されなければな

らない。
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資料 5 ネ士会性の光i壼「ザ」査

議 咽 類 型

学級 。分口1の ンペルを ,

いかに し
｀
て高めるか

嚇力・ 交友関係 をぃかに

して深め るか

係 。分奏i活動をいかにし

て満 気ゝさせるか

学校・学級生活をい力ヾこ

して楽 しくする力ヽ

規在舞衛敵底 をいかに図 る

蛉ヽ

その他
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ク 集歯1所属の感情/Ji強め られること

質問事項 「ア

1,こ の学級での毎 用は楽 しい1イ

ですか。 (以下1可 じ,  tゥ
2.こ の学級だったら安ノ色`していら

れ ます力、

3。 この学緩では何でも気がるに話

せますか。

4.こ の学級のみんな とは ,ゎ りあ

い気が合ってよく気持ちが通 じあ

い ますか。

5、 この学級には ,困っているとさ

助けてくオレる友だちがい ますか。

6事 この学級には自分の気持 ちをう

ちあけて ,相談にのってもらいた

い友だちがいますか。    11.

7.ク ラスがえができるものなら ,

したいと思いますか。

8.あなたは ,友だちといっしょに

よく遊んだり ,勉強したりします

力、

9。 ひとりているより ,友だちとい

っしょにいるはうがすきですか。

10。 ほかの友だちがおもしろがって

いることには ,た いていはいりま

すか。
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資率16 雛:団所機の感1青 訓畑叫
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資本17 集副所属の感情調 査(初

4毎二
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集副所属の感清にっいては ,自 我

の発達 と社会化とのか kわ り合いか

ら ,f圃 々の児童について ,も ぅと注

日される必要がある。

同時に ,その視点は ,学緩集団 白

体に対しても向け為れなければなら

ないことは言 うまでもない。

ここで問題 としてぃるフ オーマル

なグループ としての学級集UJが ,ょ

り民主的に ,協 同的に変容 してぃく

とき ,集 団の魅力は増 Lノ 続け P tt「 1

所雇の感予青は強 く喚起 されるはずで

ある。

児童 (f闘人 )が学級集圏にな加す ることが ,ま

ず第一である。 参加なくして連体感をもつ こと
はお よそ困難な ことでぁる。

-7-

二 上 ず 二 __B 織

_■L上__

ウ ア
|。

イ ク

　

一 ％

５
．

９“
29.7

“
58。 7

郷
11。 6



lriネ 1 8

ノ ンガメ トリだン́

・タス ト '典
/Jt鋲 ノ」

(1 9 7o ll■ ,

3     月

,袴 111グリニ北距J争貞城

/ ,裏
1・」鷺媛警ヒ1、■才,け る1主 r豊 悩1の 111月く

教 師 の 態 度 と 人 格

0 人 1麟1尊覧を基盤とした民主的態度

0 ノti度とその学膏についての知批 f゙里解と

手法 (技能 )・ 科学樹′ゴ熊度

1 3

4 2

281 151

学  級

C/T

係

18,5

3 9

4 6

集団凝県

性 指 数

ta

2  7

2 4

4 8

71

9 2

1 8 1

1 9 6

群

　

嗚

学 習11、 市りの構成

ル‐――ダ‐―シ ップ とノ ンバ ノ́ ノIノ

イ   :l  jlノン
'ち

1,1サ σりlプ (ノ (

クう Ⅲllサ l'生 ル1'の ノJ法

集団凝集

性 指 数

ta

金   止

緩

Ｒ
Ｆ

椰
　
一

／

　

　

一

学

　

８

　

　

　

一

轍

ｇ
　
一

詢
　
　
一

耕

　

・
　

　

・

く
　
一　

響
）

一

二

・な
　
一　
仁
一　
一

一

‐

　

′

一

碑　一　】　一

一　
月
　
一

ク

月

夕

一

ノ

施

年

一

岬
実

７〇
　
一

メ

ト

・ ９

・

ォ

　

ス
　

‘

　

一

ン
　
一万
　
　
　
　
一

ノ

　

・
　

　

　

一

221  47146.ぶ9

1  5

4

1 3

2 3

9

J こ|

1 3

80

3 2

3     ノj

5     ノJ

10  月

47.5

40。 6

- 8 -‐

4

i毬   夢く  [渇   街ヽ   |

|・

~~~~~~~~:… 一――~~~~ド ~~~~~一 一‐
|

メ墓ケミ希急数



1,覇賦歳薩で の と り くみ

(1)実鶴暉二つの視点

教育σ)現代化の波にの り、教育の現場 にい

ろいろの主張 と方法が試みられてい る。 しか

し、その根魔に流れるものは、未来の社会を´

支え生 きぬぃてぃ くための倉J造 力をどのよう

に養 うかとい うことにつきると思う。自ら考

え、自 ら解いてい く態度・力が教育の目標と

なろう。本校においては、このような態度や

力をどのように育ててぃくか を考え、次にか

かげ る三つの視点より迫求を試みてきた。

ァ.教材の精選 ・構造此止皿寃ル、教材の組

織化を|ま か る……小単元を単位 とtノ で、 そ

の中心的な概念 を設定 し、それにせまる要

素を構造的に構1み 立ててい く作業をすすめ

る。

イ.思考力を練 るための探求過程を考え、授

業の改造をはか る……国語・社会・算数 簑

理科の四教科にしばり、本校σ)原型を考え

実践する。

ウ.小集慧1で の話し合いを重視する……教材

の構造化、探求過程の原型のどこに小集団

での話 tノ 合いを位置づけるか、また、その

話し合いをどのように深めていけばょいか

の研究をおしすすめる。

以上の二っの視点を図式化すれば、次のょう

に表わされ よう。            ,

ちパズ学習を教村の内容にか らませ、さら

子どもの思考過程にそって、あらかじめ、

師の手により準備されねばな らないと考え

のである。

(2)創造的懸考力 とは

ア. ″考える場を設け るのが教 師
″

(創造的悪考力 )

絶えず考えよう

とす る態度があ り

. 師の耀lRす る場

の設定が何よ りた

いせつと思う。教材のどの位置で、授業の

どの場で、子どもを驚えさす場においこむ

かということが思考を育てる「キイ」にな

る。子どもがむりなく歩くところに思考す

鵞J造 的態度

…
1-

ズ 学 習 研 究 集 会

書l造 的思考力を育 てるためのパズ学習

小集団での話し合い 1〕 _

深めようとすれ ば、この

教材のどこで話し合わせ

ることが、思考力を育て

ることになるか。また、

この摯i彊の どこで話 t合

わせればよいか とい うヽこ

とになると思 う。す lrゎ



る必要は4fい 。従 って子どもに、 どのょう

に抵抗の場 をつく り、それをの りこえよう

とする努力を自 らさせ るかとい うことであ

る。抵抗が大 きければ大 きいほ ど、考える

力 も大きくな ると思 う °
しか しあまりに大

きlす れば自信をな くし、考える力を失 って

tノ まう。これが後に述べ る課題の促え方に

つなが ると名える。

イ.考え るとは……思考とい うものは、いろ

いろの分析 ととらえ方があると思 うが、本

校においては、一つ の現象を見て、それに

つなが るいろいろな発展を考える力 (ひ ろ

がっていくノ」)と 、反 ttlに 、ひとつの現象

に対して、その原因を多方面より多角的に

iri求 す る力 (篠中す′る力 )(分析する力 )

をとり上げ、考オ1を 授業の中でどのように

育てるたヽを考えた。

(3)思考を高める授業過程のlaみ立て

前にも述べたように、授業を考える場合はふ

たつの点をメ、■二.■ 細み立てていく磁すなわち

″教事lJ〕 系統 ″ (能 ノリの系統 )と ″子どもの考

え。かたのすしみ 1・
″て`ある。さらに本校では、

小サ11元 なi11デ∴として組み fこ ててみた。そして探

求過魯1の馬1型 を次σ〕ように考えた。

意夕1性iを 見つけ意欲をおこさせ る。

資料・・…教師用意の 資料

仮説に高め る……資料 …話し合い等に

より方向性のある仮説にまで高める。

たしかめる慇
‐
1・ 画と方法を立てる

どσ)よ うな資料を譲べばよいか等

も考え_、 検証の言[面 と方法を立て

る。

資料を使いたしかめる・・・・集団思考に

より検証す る。

意味をつかまえる……立てた仮説に対

して概念をつか まえる。

言論化することによ り自分の もの

とす る。

他にあてはめてみる……f也に転移発展

させる。

このような原型を考えて、その呻にどのよう

な抵抗の場をもたせ るか。さらに、それをのり

こえるために、どのように小集団での話 し合い

活動を位置づけてい くかあ らか t)め考えて授業

を組み立てる。

(4)ノ 1ヽ轟翻で鍛バズの意味

本校では、二つ
「

)目 的を明確にしてバズをと

り入れた。

o第 1は 、思考を高め、深めるために 、バズ学習

を考えるとい うことである。ひとりで重直的に

考えることよ り、小集団がちが った立場 ょり、

多角的に発想を生か して、まとめてい く段階を

重視した。従 って、思考を深める場面にバズ学

習が用意されなければな らない ということであ

る。また、いろいろの発想をもちより深めると

いうことより、仲間をどσ)よ うにISi成 するか とい

しヽ うこと もたぃせつな もの となって くるのであ

る。

o第 2は 、できるだけ多 くの子 どもが積極的に学

習に参lJnす るとい う立場である。ひとりひとり

を生かすとぃうこ とは当か0こ とであるが一斉

学習の中で1よ 、十分に生かされているとはいえ

ない。それを小さな集Hlに 分け、抵抗を少な く

して、積極的に参力||ネ せ るのであ る。しかし、

これ も、比較の間験であ り、一斉学習よりも、

∫轟1人かが多 く参力||す れば意味があると考えて出

… 2-

応

用

を

考

え

る

一

予態をする '・ …直観的思考を動かせて

1  夏

懸
事実をみつめる。・…矛盾、おどろき、

……″どうし

てか ″″なぜか ″を考える問題 をつ

くる。

|も
|じ |

IJ
|

|



「

発 tノ ている。このょうな目的なとげ るたダ)に も、

小集団の構成が F彎題にな り、その上 に、話し方
のル ールというものの確立がたぃ‐

t―
■つと4fっ て

くる。 リーダ…が どの ょうに話し合いをすすめ

て、みんなの意見をだせるか、そのためにどの
ような話し合いのル ーJL/と 、謝1練がいるか研究

してみた。

o第 3に 、以上の話し合いの場を通 して、ぉ1織の

申で生 きる態度の形成がで きはしないだろうか

とい う見通しも立てている。現在σ)社 会は、大

きな機構の中でひ とりひと りが生 きてぃる。ゃ

やもずれば利己的にな り、マイホーム主義にな

っていく。これか らの人Fllは 、組織の中で生き

てい くための tll性 と力が必要 と思ゎれる。 この

力・態度を小集懸の活動の中で知 らず知 らずの

うちに育てていけた らという願ぃ ももってい る。

2・ 寅 錢 的 と り くみ

実際授業を通 して、思考させる場 をつ くり、小
集団によって深めてぃ った。その展開と分析の一

1ff trrt,t>o:fc?c fl

(1)目  標  「かものおかぁさんは、おそろしい

たかがおそってきたとき、ぃっし ょぅけん
めいにたかとたたか ってこどもをたす |す ょ

うとしたJ親子67D愛靖を読みとらせる。

(2)教材分析図 鎌 構造図

探求

問題

見通 ③

ぱ つ
い ば
み さ
ず で

]:
化電

主題 に

せま る

いσ)ち を力ゝけても、 こどもを
たすけ たぃ。

(3)学 習 饉 積

学 習

題をつ
かむ

1,どんなお話で

ょう。よ くよ

1.本時の学音の 目

あてを 移掛)に す

る。

2.だ れのこと|こ っ
いて考えていっ
たらよいか きめ
る。

・か ものおかあさ
んの立場にな る

3,見とおしをノー

ト|こ 壇尊く。

4.文章全体か ら要
点がおさぇ られ
てい るかたしか
める。    |

プ リ
ント

カ)も

鮪

やこ

-3-

でよみ とりのけ
い生をしまし ょ
う。

問

題

全体 を
見と
す

摩
懸
睦
な
る

じ

る

態
　
　
が

な
ま

　

し
習
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と
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２
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４
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カ
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じ

る

―
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―

―

▼

5。 どの
|｀ 見とおし′

がよいか考えま
し ょう。

6.どの文か らゎか
ったか。だもヽじ
な文をしらべま
L/ょ う。

ま
と
め

題
と

主
ま
る

7,自 分の見とお し
をよんでなおす
ところがわかっ
たAは、か きな
おしましょう。

8。 これか らさき|ま

じっか りとらえ
る。
動 ①か ら

7.自 分の見とぉし
を修正する。

3.想像す る。

ド
＼
＼
⑦

たすけ′

お
か
あ
さ
ん
が
も

は
、

さ

っ
と
た
か

に
と
び

つ

き
ま
し
た
。

（
た
す
け
た

い
）

（
た
す
け
た

い
）

な
ん
ど
も

な
ん
ど
も
た

た
か
い
ま
し
た
。

（
た
す
け
た

い
）

れ く

⌒ な く
あ さ さ
ぶ い の

な
°
か

い  げV  :こ

力)

く

あ

あ

ぷ

な
い

1ま

や

どうな ったと
いますか。

(4)授業 の分析的考察

小集団により話 し合わせた点のみについて

分析を試みた。

① 学習の/」

―
向づけのためめバズ

教師の意猥……何を申心にしてこの文を読

めばよぃだろうか。

の 活 動

このおはなしは、どんなこと
がわか ってもらいたしヽので し
ょう。

このお語で、ぃちばんわか ってもらい

たいことは何か考えまし ょう。

自分のいのち

たすけたけ。

をかけて

教 師 の活 動l i馬樫

摩
顆
陵
が
六
れ
絵

5。

    ::

6.甚

まJ:壺蜃II



児菫の話 し合い (1°つの班の話し合い )

o lfく 力)も と思 う。

σ%)も ″というで も、おや も子 もい るぜ 。

oi■ く、 オこかくP。

oど うして。   .
○そ りゃ、 たかこわいで、 くちばし強い し。

oで もね、―
‐3多 くl違 てくるのが、か ものお

やや。か ものおやにっぃてみょか。

oう ん。いいわ、か もやな。

○おややで。

olま な、 あんたいし`ね っ

※はじめ、子どもの興味をひくたかにひかれて

話し合いをすすめていたが、話し合 ってい る

うちに、一番多 く出てくるおかあさんが もに

焦点をあてる方向へ とすすんでいった。 しか

し、おかあさんの気持らという教師の意図の

方向にはいかない。 ここで、子 どもたちは、

多く出てくるものを中心に考えていけばよい

という見,菫 しを自分 らで:立 てたといぅこと力ゞ

で きる。一年 生なりに、このパズ1ょ 成功した

といえると思 う。

①  どの見通 しがょしヽかたしわゝめ るパズ

子 どもより出てきた見通 し。

○たかのこゎしヽこと。

o子 どものか もの こと。

|||||1率■ヽ|:菫
「||1警 :

親 問

轟守饉 ・親正41T階 |―曇規饉一

醤1壁    爵畠豪l曇曇昌率↓業   |1窯 笙|ヽ 1琴薫(

ギ|チ 1理 ビ|＼ す
J

L‐-4-J ぼ静 /1よ う大
1本一露筆/ 1れ

1,| ゝヽ葦本

①

(倉藤言よ111考根繕I:)
⑩

(工 業の動 きと今後の問題点 )

… 4-

Iこ
と,1

教師の意図・・…どの見i通 しが  どうしてよぃ

のでしょうか。

児章の話し合 い

o子 どものか ものこわいことや。

oそ うやろか。

oそ りゃち力
'う

わ。おかあさんがたすけた

い と思ったことや。ここになん どもなん

どもたたかいましたと書いてあ るで。

oう ん。そ うやな。

oぼ くも、そう思 う。それでよいやんか。
.oこ

れにし ょうや。

oぅ ん、ぃいゎ。文が長い し、気持ちが書

. いてあるやんか。 きめるよ。 |

以上の話し合いより、一応教師の意図す る方向

③

に轟し合いができたが、-3年 生であ為ので、ひ

とりひとりσ〕考えが深まるとぃうところまでい

っていない。しかし、これでいいと思 う。

5年  日本の工業のしくみ

襲 標 大工業 と中小工業の規模む、働 く人

数、生産額、工業の轟額などか ら分

析比較 し、それぞれの工業の役害Jを

発見させ、大工業 と中小工業は強 く

結びついていることをつかませ る。

言[ 藤:面

(11i::::[IIl争
奪11)

日本の工場は どんな工場が多く

どのよう:こ 生産 し■ るヽオあ うか 、

大工場 と中Jf抒
の比

撃 |



(3)本 時 の 目 標

大工場と中小工場の数、働 く人の数、生産額

の比較のグラフより、 Lpラ ミット型をしている

日本の工業の特色を遮求するための間願をつ く

り仮説をたてる。

(5)授 業の分析的考察

本時は日本の工業のしくみの 4時間のうちの

導入の時間があり、仮説を立てる真での授業で

ある。

⑭ 搬求畿懸をつくるためのパズ

教師の意図・・・。このグラフより、おかしいな

というところありませんか。・・・・矛盾点を

さぐり出そうとする。

・↓

兄華の話し合い。

o大工場は 2%ぐ らいだろ うか。

○うんと少ないね。

o従業員数は大体 3分の 1ぐ らいずつになっ

てし`る。 どうして力)な 。

○そりゃ、大工場は多 くの人が働いてい るか

らや。

①しか しノ~・ ウ

o生産額は大工場が半分あるね。

oT購、鷲 どう思う。 (リ ーダー
)

oう ん、そうやなあ、日本|ま 小さい工場が多

い人″やなあ。

o結 局まとめると、どういうことになる ?

o工場数 と動 く人数 と生産額のちがいを調べ

るといいね。

③くオ)し くいうとどうなる ?

o大工場は工場が 2%ぐ らいやのに、働 く人

が 30%で、 生産願 50%な のは どうして

だろう。・…。とちが うんか。    こ

oそ れでいいね。

※三本のグラフより矛盾点を見つけ出してぃく

過程である。

①  仮説に高めてい くバズ

教師の意図……探求問題の各自の予想を話し

合 ってみましょう。

oそ り0、 かんたんゃ、機械化がすすんでい

るもん。

o機械化だけちがぅで。

①資本 も多いね。

○じめペノ、ち ょつと変ちがうん、機械化 した

り、オートメTシ ョンしてい ると、人がい

らんのとちがうか61  ・
oそ うやね。だけどⅢ:`:

oし かし、や っば りヽ 全体では多 くいるのや

水よ。

oそ んな間繭議 して、発表し ょうか。

oう ん、そうや

oで はまとめると～～
～

こな りますね。

-5…

(4)指 導 過 程

児 童 の 活 動

日本の工場はどんな工場が多 く

どのように生産してぃるのだろ

うか。

oグ ラフを見てど

んなことが分 りま

すか。

oどんなことに気

づきますか。

o大工業、中小工

業のそれぞれの

工場数、働 く人

の数、生産額√)

制合を関連的に

読みとる。

o工場数と生産高

に目をつける。

中小工場は工場数は大変多い

のに、生産高は半分になって

いるのはどうしてだろうか。

どうしてでしょ

うね。予想をし

てみまし、ょう。

o大工場と中小工

場の設備、資本

のちがいを考え

る。

資本が小さく設備がととのって

いないにち力れ な`い。

何を調べたらい lo中小工場の現状

いでしょう。 |を もっとくわし

く調べよう。

どのように調べlo見学

ていけばょいで 1統計をみる

しょう。   |グ ラピヤ 写真

過程 1 教 師 の 活 動
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※予惣ょ り仮説14高 める段購警グル編プにより

隷 り上 |デ たのであるが、この場合に話し合い

の資料がぁれば、ょり具体 1/・Jな 話し合いがで

きるとナ更響1し ヂこ。

こσ)力妥聞θγl]で とり上げたバズは、足i考 を深め

るれ うヽょり気づか 1ま なとい う面が多 く、 とり

上げ方について失敗であった。

[豊型L13年
懸縁考 3要素 2段階の欄

||れ夕 崩i法 と乗法、ふ鋼1を 結lみ 合わせたllri思

考 3要素 2段 階σ)1lII願の解 き方を考ス_さ せ

て合理的4r足ユ考ノJを 養 う。

〔「::題 〕 7円のたんびつ6本 と
こドつかぷせ を6こ かいました。

くられ主らぇばょぃでし ょう。

i鬱
:戚 式が 3つ に4∫ ってぃるし、のは式が 2

つになっている。

中そ りゃ、①は、別 l々r_出 してい るのや。

・えんぴつとかぷせを―・・

・うム′、えんびつ fご けでいくら、かぷせ だけ

でい くら、としているのや。
。そ した ら、②はどうしてい 場の。

・いっしょに しているのちが うん。式が 2っ

や もん。

。えんびつ とかぷせでいくらとしてい るのや。

これ、このようにかぷせて、 (具 体 4勾 )を

出 tノ て…・・

。そん4rら 、セ ットやな、そうした方が、出

しやすいね、 うん、そうゃ。

・C)的は長いし、てまがかかるね。
督⑪より①のほうわれ いヽわ。  以下略

※これ |ま 一っの間騒 を解 くとき、ぃろいろの意

見や考え方を出しあ って、ク'ル ープで整理す

る段階でつか ったのであるが 、イ也に、間轟点

を焦点づ l‐lた り、一般化の段階で定着をはか

ったりする場合にもパズ警とり入れ '("い
る。

6年 金属の性質  (生活 と結びつ

けて展33を はかる )

この ||も ぬ をメ(っつける義合、それをと

め、1、 一 斉1「 角けても`る点 を補 って、

1二 等:え fi r

り簿 くた

次びりよう

iオ、7:11の えんびつ 6本 と、 1こ 3円 のえん

びつヵ)ぷせを6こ かいまヒ/た 。おかねを合計

1 何Fllま らえ|ゴ よいでし ょぅか。

これで、どのような解き方があ るだろ うかとの

発 |1場 により個人思考をした。それをグル …プに

より潔めてい った。

C,

71丁iX6=42円
3 1lJ× 6=18円
42F卜 18円 =601・

‐
IIJ

(3) 7「 IJ+71電 ■7111‐ +7F]+7円 +7円 =42円
3円 +3円 13ド ]ヰ 3ド :,■ 3F電 +3円卜 181■j

42円 +18円 =60円

以上二つの解答がぁり、それぞれのちがいをグ

ル ープによ り話し合わせ た。

小 1411ヽ 翼による話し合い……話し合わせ ることに

よってC,と りの解お/_lの ら力:い をみつけ出させ

る。

国旗掲揚塔をつくるの |よ 、

ポールをあげ るとよいだ rZp

課題

①
②

71「l+3円 =10円

10円 X6=60円

教師より…・=ど んなことを考えた らいいだろ

うか 。・・・要因 と条編1の 吟味。
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|・
基馨警轟氏11:.盤顧∵轟」する。

実験する一

方法の発見と

吟味
メごろ

※理料においては、要饉の分析、条件の吟味と

いう点に重点なおいてバズにより児童より発見

的に導き出 した。これ と同時に、たいせつなの

は実験方法の発見を小集団によ りすることであ

る。

―  喩

壼      
↓          

り

十

1プ る。

の  
°要因の分析 __一 _一 )どんなことを考

えるとよし`だろ
遇      |        へ′ご仁よマ に

種
うか。

・条件の吟味 と統一 ―一 一 )どんな条件を出し

して どのよ うに

統一す るか。

。実験方法の吟味発見――ゝ与ぇられた条件の

はどうすればよいだろう

ヽ
―
―
―
―
―
―
ゴ

|

ヒ

シリ
　
　
紺
躍
ド
馬

　

あ
　
　
　
礼

為
／　
　
く
　
　
　
　
　
が
　
　
　
え

だ
　
　
お
　
　
　
ｏ
　
　
法
　
　
　
考

緩

ば

義

赫
　
ヽ

が

か

ま

ん

ゃ

法

　

　

わ
　
ｏ

て
　
　
ど
　
　
　
っ
色

方

　
　
か

る

し

　

　

ヽ
　

　

　

¨

な
　
　
　
【　
ぬ
　
か
　
　
は
　
　
　
　
【

ん

　

　

　̈
を

と
　
　
に
　
　

　

る

ど
　
　
　
ｏ
油

で
　
　
め
　
　
　
す

」
　
　
仲　
　̈喩
　
　
紋
　
　
　
鰤

眩
　
青
る。
卜
　
付
　
「
ｏ‐

は
　
唖
村
け
　
轟
れ
鶴
機

費
　
紛
わ
舗
　
Ⅸ
“
叙
丼

さ

ｏ

ｒ
ｌ
．
ｔ
ｉ

美

だ

舎

メ

④
」ド
』
Ｆ
Ｆ
‐―
↓
◎
　
　
Ｆ
ぃ

考思析分

を

す
・

畿

出

間

り

求

く

搬

つ
ま
と
め
る
思
考

予想をたてる…直畿層考

仮説をたでる…構想悪考

計画と方法・ヽ構想思考

の吟味

意味の発見・・分析思考

一 結論の吟味…総合悪考

一 転移をはか る…発展思考 _ひ ろ
う
'ろ

思考

リ

投
化
を
は
力〉

丘 _

め
考

と
思

ま

る

一

結局 、強 く美 しく、さびにくい ものは、

ステンレスやしんちゅう (黄銅 )が よ

い。しかし、費用よりい うと鉄にメ ッ

キす るとよい。

|

(実験襲置の工夫 )

↓

中で創意工夫 して

方法を発見する。

‐ゝ 記録のしかたを工

夫する。

実験する

結果を発表 し結論を導 きl島 す。

以上の展開により科学 と児市の思考過程を統一

させて、その過程において科学探究の方法を身

につけ、お}学 的な思考力を身につけさせ る。

その質要なキイポイントにバズ学習を位 F■ づけ

深めた。

3.授業遇程の原型 と、深めたい思力 とバズの関

係、結論雌に 図式化すると、

戦  …

思わ

靴念化

と次時

課題の

バ ¬ご

-7-

まとめ

るパズ



※②  こσ)授 業JFllげ ,特〔盤Jは 、小カキニ元ごとに展開

することを原‖||と するが、 1時間の中に も組

み入れて展開争はかる場合 もある。単元を見

ると、発」Lf力 にすすめなければな らない部分

と、受容的にすすめる部分がある。教師はそ

れを見分けて、ま11元 の重要な部分、ポイント

に4rる 部分1よ 、十分にな考させて、思考力を

深める。

① 教材 とか教科 により
'繭

宣展開方法は変えて

い くことを考式́ろ。悪考力を練 るためには、

力桑ち的展開が必摯と思われ るが、原理にはめ

各教科の学こドかたな学習 させ、それに原型 よ

りぬけ出 してぃ くところに力動的展開があり

そこに創造的愚考力が練 られるものと考える。

② 教材の特買 と児童の思考過程により、パズ

の位置づけを変えてい く。 l Ff膚爵の うち、露

要とだtわ れるところ、すなわら、悪考力を練

る場、広め、深める場に、 2回 ないし 3回 の

パズを精iみ 入れてぃく。

(2)小 輿 団 の研 究

○ ″創造的量it力 を紳 るためには、 どの ような

集韻の編成がよいか ″ということと″授業の

中でひとりひとりを生か し、全員参加をめざ

すためには、 どθ〕ような擬馴の編成 がよいか″

れ う`こととの統一がたいせつと層、われ る。

自由な発静、質のちがう意見を求めるときは

質のちが う集 薫りが効率 的とだ1う 。また、ひ

とりひとりを生かすとぃう点より考えてい く

と同質の場合が、意見が出ゃすいことが考え́

られるが、これを如lf可 に統一 さ‐キま、変化させ

るか、本校にお t｀ ては、各教師の諄1主 にまか

せ、各教師によって分析統合をl_tか ってい る。

⑪ ″め、広めるための話 し合いのル ールの確

立 と却|1練 .

国語の能力 より、話す、聞 くを分析 し、各学

年のソ績稼を考えて、目標 を決定 tノ 、学習の中

でJ三 かす努力 をしてい る。低学年においては

リーダーなく、111互 に話し合わせ 、高学4「 に

おいて1球 、リーダーをお き、司会の方法をと

ってし` る。そして徐 々に児離によっての集団

編成の方向に向 ってい る。

-8-

⑫ 偶人を生かすための手だて

当然σ)こ となが ら、個人を生かすためめ小集

団の話し合い 4∬ σ⊃で、

個人思 考 ――b ttlTE思 考―シ幅人思考の確立

の努力をしている。具体 的lT_は 、パズで話し

合いのためのノートを用意している。

ノ ートに自分の

考え_を 記入し、

小集団にて話し

合 って、一斉バ

スにより概念化

をはか り、個人

がまとめるとい

う方法をとって

いる。これ も学年の発達段階によって竜慮

している。

壌,傘 後 繊 鶴 沐

全絞的にやっと歩みはじめての段階であ り、

救樹の分析や促え方、授業構造θ⊃分析 もまだま

だ不十分であり、今後θ)間轟が多い。しか し、

現実の社会のすすみかたを見 ると意、未来社会

を展望す るとき、今躍前にいる-7・ :こ どんな力を

つけてやればよいのか、じっとしておれ′ない気

持 らが、徐 々なが ら、研究をすすめていると思

う。今後本質を忘れず、徹底的な分析を通 し、

兄簾 とともに歩みたいと願 ってい る。

騒

探 求 問 題

亀分の考え

の
め

団

と

難小

ま

隷 論



第 2 1nlバ ズ学 習 締1究 集 会

ハ ズ 学 習 の 効 果 的 実 践

― 子 ど も の 人 間 変 革 を 求 め て 一

1.は  じ め に

棋聖 といわれる将棋の名人ヂ|^爾 華三さんに

「 あなたが今 日を成 したのlC 171何 か特別技術

とか「 秘密のようなものがあったのではあ り

ませんか。」とおたずねすると,升 Ellさ んは F

いや何1/)秘密 もあり叢せん。ただわた tノ は絆

面にむかった とき,相手にょり,そ の,場 に よ

りいつ も新 し′い手を考え,そ のことに全力を

打込んで最後の最後まで全力投球を t´
′ていっ

ただけ
｀
です。わた しにとって将棋の新手を考

えること:ま ,一生の仕事なのです。」と答えら

れました。

まさに棋聖升 圏さんに して,頭 の吋1は 次か

ら次へ とくり出す新手を考えるための努力ぜ

一ぱいだったということですの

世界の情報が茶の階|で寝 ころスノだまま, し

かもなの 日のことがその 日の うちにキ ャッチ

でさだ)情報化時代の教育が :1・年一 日の如 じで

あってよいはずがありませスノo21世 紀に歩

み出 tノ た 日本の教育は, 明治以来の方法技術

の上に更ヤ
′⊂新 しt73時代の教育 Lし て高蔓政指

導技術や方法をとり入れ, 改善に政蓄を加ズ_マ

恵り効果的に, より合理的に, より民主的な

薄i手を府り造 L′,実践 してい くことが,教育者

としての新i手 一生といえるのではぁり域せん

か。

わた したち7-■ ,常に教育の新手にたちむかわ

なければなり崚せん。

(1)教育に終着駅はない

やってもやってもや りた りない。 も

'こ
オlで

よい というところがないというのが教育とい う

仕・41です。教育 とい う仕「
Tli―」I余計に努力 したか

らといって,び っ〈りするような成
「ILが 目に見

える ものでもなければ,少 々怠けたからとい″、

て格別生活に影響す る ものでもあけ表せん。 ご

さればあま りめんどうな 'I季 に,日 や体 を使わ :■ しヽ

で,月給だけが上がっていけば一番よい ≒い う安

易な考え方をする人がないと(1い ス_ま せ,t。 そ

こにやや もす ると新 しい時代〔'り 流れ |二
―~9い てい

けない原因が泌んでし′ヽるとも考えられます。

科学の 弯異的な進歩と速いテンボに教育つ内

容もいよいよ複雑化し,最的にも増力『 |て いっ

て,あ れ よcrpれ よとい う問 |て 教育が時代、D流れ

からひ とりとり残されつつぁるよう■気′つ:し て

ならないのです。

その点産業界では,こオたりひと りの
′
|:活 ♪:か

かっているだけに時代の空 F式 などん欲に吸収 し

よつと必死の努力を しています。 ある種の悲壮

感さえ うかがえます。
″
よろこびは 40人 の子 らみなが

自信あり気に 手をあげると奎 ″

と詠んだ先生の気持:ちからも,ひ とりひとりの子

どもがほん とに生かされ るよつな授業の在 り方

を待 ち望んでいると隷つのです。 1日来の教育方

法がすべて悪い とい うのでl~■ なくて,それはそ

… 1-

徳 島 市 立 福 島 小 学 校



Fi

れなり強督:争 納,ソ 〕ていることク1,離 1)が 認埼

ることで 夕っただ なF)こ と
":金

科1:I卜 ででも

あるかのように死4ギ
|ノ て,界を開けようとし

ない考え方に問題があるのです 。

もの崚く速い テ〕/ボ で移り変 りつつある時

ftに マ ンチす′るような指導技術 を機極的に取

り入れてい 〈努力と雅量が あってこそ教育が

動いていくと1で、つのです。

時代の動きとともに動いてい く教育であっ

てこそほんとの教育ブ1い えるし,それはそれ

な りに苦労や努力が必要′てと1響、い
｀
ます。やっ

てもやってもやつ tり :な しヽのが教育でてら1),

終着駅が■いのが教育である といズ́ ま1/ょ う。

(2)子 ども今度′_1)

教育と,よ
:F‐ ィゴちrr,7_る ことであるといわ

れています。子どもが変わらなけれ lrI教育と

はいなないとい うこと ぞす.子 どもの知識や

せ、考やな曜や技能が一 [|一 日と舟 ぃていって

こそ教育 じ亀とし́ヽえ ものだ とたで、1/nま す。

ところが千ごも11い つ1)の ,1,ひ と りでに

威lわ っていく1)「
'■

|。
‐
ごおっ教師はオ:(た諄Iえ

たと子
`事

意にな _て ヽヽると1で も, `彙 ん,七 lt子

どもの |万 で場券手iトリ:卜 .｀ こしま・‐てしへることつI

少な〆ないダ‐ クJヤ師ウ:意 図的 |〔 変えようと

し隻い■7も ,武 三七ζ十ち
'こ

ひと りでに1質ゎって

いく,1,ど 、の霧:化 1■ ,子 ども自身からする変

わ り方 4ヒ,樹編iの 働さかけの合作であるともい

えます。体が大 竜〈なり,動 f乍がキビキビじ

だし, ものついい方から考え万までみんな変

わっ二くる。それが 4fD′1り まえなの ですっ

しルゝしそ /D変わ リノ:^が それイfれ i礎 うので十。

体だけが大き(な って知能がついていけオIFう

',そ
のi菫

'Dも
の, ネ1会 性だけ異常に発達 じ

々 {、 の,行動に刷、考力がついてtン 、けなtr・ 〈)の

など,害 IIアンノ(サ
i′ ′な変わ 夕方をして ′ヽnる

場 合が実に多いつです。 これ lよ こ′卜とりひとり

の子どものィtl育歴 管理境
'Cも

大 らな力11月 か ら

ることな イ)ち ろんですが,反面教育つ影響力

なみ″)がすわけにはい ちません。

なぜ歳ら1生 i舌環境や素質がすべて教育に優

先する 1,の とすれば,教 育を軽視すス)こ とに

なり崚す。教育と鍾「・ どもの もっている可能

性をひ き出す ことであるからなのです。

オ リンピノクの選‐卜に窯質があギlた として

も, 1卜 1査 flた 。
ままでは警篤つヽしt/n言 己録を樹立する

ことはできないと思1い ます。

基太的な指導 と,た ゆまない努力の くり返し

があったftば こそ栄誉に輝 〈ことができたので
シ打.

(3)更に飛躍を

バズ学習方式が現場の教育1/C何 等かσり影響を

与えたことは確かですが, より有効なより効率

鮮Jな 研究を続けない限 り時代についてt^け ませ

′、。

わた tノ たちクま過去の経験や研究を生か しなが

ら,バ ズ学習を通して子どもの人間変革をめざ

す研究に とり組みま した。 とい うことは,教育

とは,人間を変えることである とい う前提に立

ったからです。

45分とt^9限 られた時間内で,そ れ も小集

団の話し合い学習によってほんとに子どもを変

えてい くことができるのだろ ,か。など少々自

信を失いかけた ときもありまし′たが, 33人の

同意が,永 t/b経験 と唐11告 と努力で示 して くれた

実 /11tを みせてもらって, 学問的な理〈つはとも

か 〈現実に子どもが変革されているとい ぅこの

:}1実 に FJ信 を もって子 どもの人「80を 変革すZ)授

業とは これだと叫ぶ ことができるよつγてなりま

|′ た。 と同時に毎 日の教育営為の中で教師自身

の自己変革に汗を流 L′ で〈ださる先生方に感講す

せずにクIい られなし/ヽ きまつこのごろです。

ちちろス/｀まだまだ研ザヒ途_Lに ぁるわたしたち

の研究が未完成 であり,解決しなければならな

い問題をた くさんかかえていることは申すまで

もありません。

静よそ研究の問題 lrlす べて未完成行逸曲でも

あるわけて ナっただわた |ノ た らの研究のひとこ

tが あす´ヽの飛躍のい とぐちにでもなれば と願

t/ヽ ながら, 毎日の努力を続けているのです。

1970.10,18

(福島/Jヽ F_14 宮 )
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2.教 師の
―
■

自己 変革
Ittf衣件 を導1, 組織する教飾

"で

政〈て:ま ならぬ。

(1)授業における主体活動

子どもの主体的な活動(1,決 して単なる 自発

性に よる ものではない。主体的活動というのは

常に教,材 との自己対決 から発生するので あって

自己のイ覇見や独断の皮を一つ一つ
l―■ぎとること

によって,み ずからの認識の立場 をしだい 1/C明

確にしていく過程でな くてはならない。

そのために子どもの もっている知識や水準の

一歩上位の限界にしかって,教師によるたえぎ

る問いかけが何より必要になる。 ■たこの問い

かけのためには,教師の質 もさることなが Ъ,

教材研究や教材解釈の深さが問題になるこ上は

いつまでもない。

(2)学習課題の意識千ヒ

教師か らの問いかけの意味が子どもた らによ

って自覚 fし されなければならなt^。 つまり学習

課題の意識化のない ところには, 主体的 な学習

行為は成立しない。

何をどついつ手つづ さで解決するか について

の討議がねば り強 (展開されねば ならないとい

,こ とである。
‐そつして晨題解決が意識 fヒ さオ■たとき。学習

|ま ,は じつて子 どもつ主体的,つ まり目的行動

となり,(事 るのである。 jら るべ き結 :i晨 を千 馳 |ン て

行為するとしヽ ,目 的意絆 卜「りうち|こ こそ,す ぐ
・

れた人FR3的行為としての持質が存在
‐
夕るからで

あ′る。「 結果の先 見と・F電 Jを 特号りに 〈り返 し

壽|1練する ところに,授業における指導 議程の決

題がある。

(3)話 し合 う学習

戦後の甘い児童中心主義にかける「 自発性 」  意識化され,た 学習であって も, あやまりやつ

の原理では,子 どもの能力が天賦的,固定的   まずさが 4姜れてくるのは当然でちら。この′■、か

iCと らえられ,― f4ど もひとりひとりの能力に   らあやまりを相 互に指1構 じあった り,つ貧ず菫
麟爾す るこIい つ名の もとで,子 どもの発準を最   を共同で解決 [ノ てい くことが大切な問攀となぅ

大限クC促進する授業構成や子どもの可能性を  て くる。その方法としてな,当然言ユし合い Lい
卜全に開発するための教授要求などを検討す   ,形 が重1篭されなけれぱ政魯ない。「1己 のちや
′る努力がなされなかった。「 授業をわかりや   まりが明確に鍔め 毎れ,つ 峻ず さが解決された

す (Jす るために,=子 どもの発達段階にあわ   ときに,その子 どもの欝織饉自己変革 をな しと
せて,教材の質を低下させ ることが「 わかる  げて1/bく のである。     

ヘ

授業 」にす ることだ とされていた。        す でiCで きあがった知識を断片約,注入的に

子 どもな愛1え ることので准る教師 とい うの   援けるので額なく,―
~f―

どもの認識をたえずひっ
は単に注入,伝達の教師でもな く援助, 助言   くり返 じマ 角度をかえf)(シ 鹿してい くような

する教師でもなくて,授業において―~Fど もc)  学習 とい つもわな,集爾とい う,それ も小 集期

千変万化す る子 どもを対象として,教師 自

身のね らt/n,す なわち変えようとする [1め て

が固定 した1つ てr」l歪 ができて しまつの変え よ

うとす ること自体をたえず修正 してい く4g要

がある。教 trTI‐ が 自分の意図を動か してし/ヽ くと

い つことは,子どもの動さに対応する最 も適

切な手段である。

子 どもを変革す る授業とは何かぅそれは教

師自身力
'自

分を変革 して立向つ授業に外なら

ない。今までこれはこつだと常識的 皮相的

に思ったことであっても, もっとゆたかな,

もっと深い目でみれ́ば, ことがらはすべて新

lン い
l・IEと してとらえなかされるょぅになるで

あるつ。

子どもの思考や行動,態度が舞 pつていくに

したがって,教師 もまた自分を対応させてい

かねばならぬ。常に自分をふ くらませ深める

ことによって生・々 した子 どもに接することが

できる。永い経験と勘のみにたよって, 自分

を深化発展させ よつとしなt/3教 師が,子 ども

を思つま唆に操ってみたとしても,教え られ

る子 どもたちをひらべったい,迫力の 歳い
,

人手影化し′た乏 しい人 1範 として育ててい くより

11カ なヽい。

それは入間を悪 (変革 してい くものであっ

て,正 しい意味の変革に逆行する ものであ凝)

といえ よう。

3.予 どなな変革す る援欝

-3-



オl

(ち

な

とt′ つヽ環構?准 ァウ`で構ピi昨 fTlに ,お って角ti′ し/

て い で,f也 へ七合さr環境 との きび しい相夏対

i:活 のなか ご,つ ねにぁたらしくつ くりだされ

ていく相 ′ケ:作用関連の f卜系こ なヽが認:旋する構

造であるとし́ヽえるの浄、も卸ずlな い。

自チンつ意 岬,を 独 自に しか も積続的に示 し,

なれと同時 F ttt人 の意見のまえに批判 百「能t
も√)と 柱′てざらけ 出 lノ 'あ えて批判lIせ ると
しヽ̀ 9渦 静こそが子ども脅変革してい く大切な

場 となるので :ち

=)。

緊張″Cみ・
らたI明 と答の過程,111調 と抵抗と

の対立とい うllljみ √):}〕 ′クヽiち , ‐ヤが 'ご
内的

“
ぼ舌

がひ とりひと わの子 [Fも たちの つちに定著lI

れて,自 らに「鷲1を 発 し続けてい く人間争1つ く

りめげる 1)の だとほゎれる。

(4)子 ども自らの自己霧:革

ただ知鮮Jな 次元での変j宣 士:け て■くて,行
為, 行動, 縁噴などf≧人 1符 におヽける曇:革をめ

ざすた `Lノリには,学んだこと七実践1杓に体験 |ン

難識を行為|[結びつけてみた114)を 1等 ない場

1面 ,つ
1111溝 府くJに 1尋 :敬 されていt(‐ I夕 tえ 次らない。

自己l鯵 :革 と 、ヽうこと|ま , 子どで、たち力:「 教育
(0対象 J tt L″ てで11准 〈て, 主体とこ́′て参ち「

する典団的,実群費的関係:り をかに,かれ ら 11

挽撃1に 立た tダ)こ とを しなぃでは, とってt′ヽ

不 i'丁 能 :無 こ 11で ある。

要する |て 子ど 1)を 変革す4)学 i守 とiま ,子 ど

もを変革すた〕対象として直接問接にされるゎ

で「無〈,子 ど奪たちが ど ,して も考′_合 t^,

批判 じ合tヽ P iLし 合9こ とを tン なければなら

なt/ヽ ような,そ っtメ、多学習纂[11の 体制を作 り

曇1しノて1イトかなけれ l~Iな らないと ′ヽヽつことでぁ

月)っ

この点「|:,多
i rpゎ た仁/た ちの学贅福 ri.り 学ヽ校

で二1れ 前から)と りま二人′で書たバ ズ学習 集麟の

子it制
`:よ

｀
tサ )が ってしnな か 、́たてl′11を 確 fi:す イ)

のであるが, これが完全無欠であて〕などとすII

いえ なりヽ し,今後大いに政蓄 1/研究を加えな

ければならない ことlrlも ちろん である。

一一 前ヽをむいて歩 〈者のみが ilil'1三 する 一_二

話 し合 い 学 習

話し合いが軌道にのって スムースに行われる

ことは望すしいことではあるが,その話 し合い

が1時 にはつまず き,ゆ きづ 交った時に,子 ども

の思考は高まり,よ り豊かな, ょり深い 話しあ
し/ヽ ができるようになり, た らむかってい く子 ど

もの態「篭が変わ ってくる()の である。

(1)子 どもの発言が指導 のパ ロ′ズータ_

従来教育研究 とか教旬
・研 :た とぃぇば,内 容と

か資料などが殆人ノどで,1口 |を ,い つ,と の程度に

とい つことが問題になったものである。

もちろん教育効果を挙げ るために教材研究は

絶対的なもので,こ の研究な [ン に授業にたちむ

かうことはできないのである。

こノか し教樹
・
研究ができた,教材に精通 した と

い うだけで指導効果を挙げることが できるとい

い されないっ

児童にたちむかった とさに教師自身θ'〕 期待す

イ)脚なが碍られたかどうヵlに よ′〕て指導効果が

さするっ もの知りや学者が 力々‐果そ挙げるもので

あるとしたら,い わゆる専門技術はいらないの

である。臨床技術を もたない医者が医者として

側irlnが ないの と同様,教師にもまた専Fり家 とし

ての指導 技術が要求されるのにt当 然である.

戦後いろいろな指導技術が輸入されたり,考
えだされた りしたことlr., このょつな事実を物

語っているといぇょっっ

そ
`′

♪よつな指導技術は医者が診断す るょつに ,

その病状,程喧により方法的にいろレ、ろ疫Iわ っ

てくるのは当然である。

しか し′医 者が診断 し′て も,′牲1、 者が痛い とか苦

tプ いとか,婆 になったとか,何かを訴えて くォL

なければ滴切な史L性ができないの と同様に学習

Cア )中 で,子 どもが教師の発問や機理に対 して lR~

応 (発 言 )し な くては意味が なし′ヽの しか tノ それ

lF―lひ とりひとりの子 どもを対象 IIし ているので

あるから, ヶとりひとりの子ども√)発吉を1釧待
しなければならなレ、はずである。

ところが一斉措71擦 とい ,形 で7-■ とつていひと

りひとりあ発薄とい っことlI困 難になってくる。

そのためにllt小 集朗の話 し合いといつことが大

代

わ
ガ
斃

て
　
４
憔
　

イ
、　
ｆ

　
機

お

こ

麟

　

ル

　

ど

　

電

′　

―

¨

-4-



切にな′だでくる (ア で あるっ

もちろん一斉学習指 :専
‐
1,法を否定す履)も σp

で:ま ない。明治以来の伝統と歴史に支え られ

た一斉学習指導法の長所な認めながら, ただ

その方法が十一ノしマイテ ィ_で あるとはいい

きれない し, 時代のi鐘歩とともに指導技術 も

変革されな くてまIな らない と信ずる妙ヽらであ

る。

さて,「 うちの学級の子は ものを言わない」

とい つ先生がある。ほん とだろつかっ遊バノで

しヽるとき, 家にいるときあんなに六:さ い声
‐
T

話している子が
'数

室へは1/3る と, どうして も

のをし́ヽわないのだろつか。子 ともが ものない

わないのではなくて,先生が言わせない, 言

わす方法を考えない,考えて もそσ♪方法が悪

いのではないだろつかの想任が渡わったとたん

よ〈ものを言う予になった とい つ‐ili実 は ど,

い ,こ となのだろうか。

教育効果の判定は,書 (か ,話すかのどち

らか です4)ょ り外に万溜ォ
"I夕

よレヽ。 1肇 くとしヽ ″
P

(鳴 顧に日に薄かすテス トばかりとい うわけ

にはいかないだろ っ。 ところが議す とい つこ

と|:ミ , どスノな揖 i専 , どんな現碧合でもギ事〈こと

以外はすべて話す ことで埋め らオlる はず であ

る。話 機ぁいのない授業はなヽ/ヽ のである。

子ど〈)が 教師の発 1書]や 繰避に対 して, どの

ように発言し′, どのようにとり組ス/で いるか

とい つことが指導効果のパ ロメーターなので

ある.

とこ′ろが案外指導計画の「11で 子どもの反応

を予想 t′ た発間の研究やグループの課題のあ

てがい方が研究さ_れ てはいない。

教師の発間に挙手する子 どもがほと/1_′ どな

いっ て)し ぁった としても 一害」か二書1の
二
r‐ ども

だけ――だから一害11教 育とか二御1教育 とか批

判さ貯tる のである。なぜひとりひとりの子ヽど

もが理解 して,みんながとり〈めるような発

問ができ政いグリだろうか,計1憫iの段階でこの

場合 こんな発11尋 をすると,子 どもは こく́,な 反

応 を示す だろうとしヽ 多発問の予想がたて られ

なかったの力、 そオ1´ が発間の技術なのである。

元業技術などは技葉末飾で教育の本質ではな

い rL軽在監鰤る人も可成 り多い。だか らとし″ヽっ

て本質だけない くら論 じていても教育の目標

は達 |́=ら 右lttへ 。例宅ぼそ
‐れが衣tiだ ‐、たとし

ても,対象である児童に何の反ιぶもなか ぅた と

した ら本質が本質でなくなる。本質む太 1く とし

て児:歳に伝え′も,児童の反'藤 をよびおこす技術

があってこそ,ほ じめて本質は本質とな りf尋 る

のである。

それは あたかも医者が学術理論を研究す ると

ともに臨床技術を重視するのと同じである。 し

か も選、者の信頼lltむ しろ臨床技術に熱達 した医

者に集る ものである。それは教育青が広汎な知

識をもち識 見も高いが,これを子どもに伝遣す

る技術がないとき,子 ど1)が活発な活動もせず

理解も不十分になるのと同 じで,大学の教授た

から小学校一年生を教えることが つすいとは考

えられない, このよつなことから各教科の ム li

に立脚 した技術こそほん とに大切な教育力とよ

l―Iれる ものであろつ。           _
技術を技葉末節ではないかと軽視するものの

考え方の中には, 6人や 5人わか らなくてもい

いではないかとい う人間軽視の思想さえうかが

えるよ つな気がす る。

ひとりひとりの子 どもを生かす通は決 して構

選された発間だけてないことはい ぅまでもない

が,わた したちは, もっと真剣に発出」v'ク 研究を

すべきでないかといつことを力説 したいのであ

るっ

(2)前 耕 後 肥

「 9ち の籍1は 話 し合いができない,Jと い うこ

とばをよく凄ぐ, よく詮策 してみると話し合い

ができないのは子どもが悪いのではなくて,話
し合う.材料がないのである。子どもが これはお

≧́しぃ, 色んな整ずクまない,こ ｀
まった,は てど

ちらかなとい つ状態 |て おけば,Vど もたちは話

t′ あわず |こ はい 1)れ
'い

のである.そ つたいの

素村や資髯|や 説
`≒
:な どを与え解説 し,t/く つでヽ

の rk件 を整えてやることが ,必要
‐
ごある。その よ

うな手筈をととのえてやることを前を充分耕や

す, ここでは前耕 とよんでいるァ前が しっか り

書「やせておけば話し合いは, 自ずと活発 になら

ぎるを得ない。つまり籠 し合いが驚じt_て くる浸

まりがでてくる。 これが後liCと よばれるもので

ある。
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F

わた したちが ものごとを考えた り,話 をす

る場合, どのょつ

“

C系 統だてた り,論職1的 な

考え方,部iじ 方をするか 81i分苦労するもので

ある。

ところがそのような諭l里 的, 系統的な考え

万や講じ万からf等 た需論に対 tノ 無条角1lC承 鞭

してい くという安易さ:L等 ちやすいのが普通

てめる。時に子ど〈)の 場 合,複 雑な事態に直

1暦 じ:た り,自 分え らにじ,実 ′■関係をもつよう

なFI封 議が少ないので「 こうこつです」「 あぁ

(ル ですか」 とい う安易な考え方や受取 り方

v/Cな り易いっ教師 も■たその方が学習を進め

てい くとい う段階では,ス ラーっとい くだけ

に歓主週するものである。 しか しこのよつな思

考, 話し方の tPに は郷]識の伝達のみが大さな

ウエイ トを占めて,′ 1ん とに子 どもこ剰毎li暮

せ,血 となり肉とな⌒てt/・ る ものは少なt/h。

ゆ彗つてり,つ すず 摯, もみに もんた考え

′げや 11占 し合いの11:だ 了ょ, fど もの心の「|::1忘

れ′もこと1/pで 奪ない「千]噴 手F専・えるもので )́o.

凛考のゆさぶ りとい つのは, 自然に流ィtて

いるメ||を ,時にはせ 1と ゲ)た り, 流ォしの方 l出 J

千:かえてみたり,,独流lIせ てみたり tメ なが ら

メ||の 流れ方 な理機していこぅとする もめでくら

るっ安易に つけたろ 9と する子どちの′
4‐ ′オ方

なもつ一罐151点 にひお 1)ギ |′ , 責L方 や 年えノ」

な磐:え ずせてみふこと次のである。

(1}事 r体的な1響i考 ノ♪ゆ1ざ ぶり

ぎて, 1で,考 なitt II“ :Iる ためには, 珈 卜的 |′亀

`「
`つ

に'ラ をことをすればょいので `ち ろつか
,

このためγ4ば , 形式治り女|力 i`七 lAl容的な 1會 1か ら

考えてみることが必、要であろう。形式的な1青 i

からri夕 今 まで亀めて l稚 篇t素本卜な考え方 (結
論 を簡単に承Hガ L′ てい く)や 一面″Jな 見ノデ,

考 え.ガ を敬め,多 1曲 i的,批半1的 1域 考がで 1や

すいような発諾の基本や1ザ=考 の流れを指燻す

ることが大切である。

次に各教科別にみた′キザ̀考 つパ ターンを示し

てみ よ,。

思考 激高め るための発言のパ ター ン

語 科

前の考え方 と今の考え万な〈らべてみ

よつ。

麟二人公の考え方 と自分の考え方 (気持

ち )を くらべてみよつ。

この場 面とこの場画を 〈らべて何がど

うだ とい,(.→ だろつ。

どん

え方

■」人

しょ

う|こ

CittDの どスノな気持が

こつとも

国

中
―
―
―。
―
Ｉ
Ｌ
ド
Ц

，
　
　
考
ノ

最

％
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0そ の方法■ 1浄 のヽ場 合
''こ
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考えてみ よつ。
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別のとき方 iを 考えてみ よつ。
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=え

方鐘「 1衰 かの場合でもあて ,ま

まるかど,か しらべてみ よ つ。

0そ うい う考え方が一番正 しいかどっつ、

確めてみてはどうか。

O今の考え方はこつい つところがかか し′

いむじろ考えた方がよい と11、 9.
0そ れ も正 しい と,慰 うが, ′1か iCも っと
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研究物(瑠 45,11,29発 行♪を参照 し′てほ じレヽ。

「 注 Jバ ズ学習の効果的実践   ・
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算 数 科 に お け るバ ズ 学 習

春 圏井市立牛山小学校

関係を高めていきたい と考える。

2.研究の経過とねらい

(1)こ れまでの研究経過 (昭和 44年 )

ア 特に 1時間の授業展開を効果的にすすめ

るため、 ひとりひとりの児童を、 自主白祇

積極的に学習活動に参加させるには、 どう

したらよいかとい う点に、研究の着目員点 を

おいて推進してき′お

そのために、先 i饉 校で幾多の成果が上 っ

ているパズ学目を、本校の児童の実態に促

して考えた。集団の編成、話し合いの形式

や方法を充分身につけるよう努め、学級全

体の人間関係を高め るよう、基礎的な学密

指導法を研究 して きた。

イ 算数幕|の指導では、特に系玩性が重ス/じ

られ ることか ら、新指導 要領にそって指導

内容の分析を、 [数 と言1鮮 」の分野 をL申 心

に行なつた。そして、 16の領域に分頭し

た。更に、それぞれの領城の指導「'J容 4f組 |

分化して、ステ ′゙ブ表を組んだ。各ステ j′

ブ毎 に、 20問題を作成 して、ステ ノブカ

ー ドを作っ′島 また、各ステップの学 習結

果の診断法を検討 してき′お
,

(2)研究のねらい (昭和 45年 )

ア 望ましい算数科 (数と計算 )の 1時 間の

授業の流れを明確にする。

バズ学冒をとり入れた学習をとおして

第 2回 ズ 学 習 研 究 集 会

1.『よじめ に

わたしたちは、 日頃、 1時間の授業 を効果的に

するために 1よ どうした らよいか、なんとか した I′ ｀

と考えていた。 このような時、昭和 44・ 45年度

にわたって、春 日井市教委より学置指itt t算数 》

の研究委嘱 を受けたの これを機会に、 日頃の疑問

を出し合い、遺求し、改善 してい くことな全戦員

で話し合 った。

では、 日頃の1受業 とは、 ど/tな 授業 をしている

のだろうか。 「わか りましたがoJ「 費間はあ り

ませんか。議一一一と教師の問いかけに対する子ど

もたちの挙手。 どこで もみ られる教室の学習場 i面

である。 そこで1ま 授業進行の主導権は、 もつぱら

教師がとり、子どもに自発的な姿勢がなく、学濁

に対すf‐ ど もたちの協力はみられない。また、学・

醤活動が一音もの子 どもにかたより、 1也 釣多数の子

どもたちが、学書から脱落する傾向がある。

そのためにわたしたちは、 ひと |)ひ と t,の 児童

を、主体性を もって、問題にとりくませ るにはど

うしたらよいかを考 えた。 それには、パズ学選を

取 り入れること|こ より、 よ り効果〔的な学習が行な

われることを、先進校の研究で知 った。そこで、

授業法の基醗的研究 とあわせて、パズ学盲をとり

入れた学驚形態の消イヒ吸収 に努力することを決め

′こ。

まず、算数料の学欝燿轟 をとおして、ひとりひ

とりの子 どもが、思考々深 め自から能力を啓発 Lr、

共に学ぶ喜びを味わせ るとともに、 よリーづ轟人間



算赦キキt赦 と計算クの 1時間の投:業 の中で、

ひとりひとりの商ヒカを高めていくことをね

らいとした。

個 々の児壼の,臥考活動を活発化 していく

ためには、 1時間の授業の中で、 どのよう

な課題 を、 どのように提示 し、 どこでどの

ょうにバズ学爾を'さ せてい くかを、明確に

していかねばな らない。 また、安易に発し

ている発問 も、思考を深めるための、教師

の重要な活動 といわねばな らない。

こうした問題を一つ一つはつきりさせる

ことによって、 1麗 ましい算数科 t数 と計算 )

の授業のあ り方を考えてい きたい。

イ 1時間の授 :業の中で、診断 と治療 をす る。

1時間の授業の中で、ひとりひとりの児

竃力ヽ 診断 され治療 されていく指導法を考

″ えてい きたい。

昨年度 |よ 、数 と言[:障 における指1轟 内容を

ヴl確に し、ステ ノブ表・ ステ ップカー ドの

作成を考えだこ。 これをふまえて、パズ学 習

を生かした投業の中で、 このステ ノ/表 と

ステップカー ドの効果的な利用を考ぇてい

きたい。 そして、 このステ ノプ表・・ステ ノブ

プカー ドの利用 とパズを生かした指導法に

より、個 々の児i7~ilの 定 :精度 をみ きわめ、ひ

とりで もわからなし`‐‐‐
f~‐ をなくしてい きたい

と考える。

3.一時間の授業を充実させるために、
どうしたらよいか

(1)授業研究の進ダ)方

算数料の 1時閣の1受業 を充実 したものにす

るために、 まず、 できるだけ多 く吟研究1受叢

を実施 し、授鮮鶴:無 をとり、それを分析する

ことによって、 より効果rr入 角じ率的な投 鞍を

さがし求めておた。

その研i究費業 も、 1争轟げ1究授業 と,■跡研究

援業の二 i亀 りに分けて計画した。今までに追

跡研究授業は 15回、普通研究授業は 13回

実施 してきた。

特に,醐 1究授業 |ま、同学年で同 じ題材を

2入以上の授業者で展開し、各授業 後、批業

記録 |こ もとずいて全織員で検討 している。前

授業者で問題 となつた点を、後授 裏i高 で改め

るよう遺跡 tノ 、群j題 を授 j聰 をとおしてりlら か

|こ していこうと計「1霧 した。

ア 授業の計爾J亀 学胃指導案 )

学厨指導案については、従来の形式にと

らわれることなく、研究投業 を進める中で、

わたくしたちが考 える授業 をすすめるため

には、言l irll‐ の段階
‐
C・ 何を考えなくてはな ら

ないか、 とい う観点にたってぼI究 を重ねで

きた。現在の段階で 1よ 次のような形式にな

ってい る。

1,題  与l´

2,関連教材

3.指導言十画

4.本時の目標

5,準  備

6.指導 i腱程

7.板書露:lllii

座席表 t上中下 と班長にOを つける

ぜま手前テス ト岸奪瞥メ季t

特 |こ 、 購i瞳量1色 なったこと|ま、

鱒 関連教材な書 くこと

本時勢学簿に直接関係のある毅材 (要

素 〕が、部了後学年の どんな赦材で出てく

るかを示すようにした。それは、指導要

○一一―発問〔集団〕

3-― ‐

rt‐  …‐

5-'一 ^

6-― ―――

7-一 ―
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壽1鈴 系統を把握 して持i導 す る F二 めである。

(ィ)発 間 と指示 を明確にすること

存1究投業のたびに、数爾の発言σ)多 す

ぎることが指摘 され問題 わlf´ やた。教師

がしゃべ り過 ぎては、児童に感鳥
・
させ る

時間的な余裕 |よ な,く 、息考の数ま |)は マi

まれない。 そこで、個八 に対してσ)発 間

なの力＼ 集団に対 しての発財iな のかを教

案に明記するようにし「お 教師の発間 を

精選 し、適 孵なる発間、指示でなければ

な ら4fい o

り 児童の実態 をつかんで言十画す ること

本時 の学欝内容について、事前テス ト

をして教案に記入するように した。児童

ひとりひとりのつまづきの壁をつかんで、

児童の実態に郎 した指導言ヤ画を立て るよ

うにした。投業後、事後テス ト結果 と比

較 し、授業の成果 を評価する資料にして

しヽ る。

また、座席表 を示すことにより、f爾八

の活動は もとより、集団内でどんなに活

動す るかがわかるようにす ることを考え

ガこ。

授業記録 による授業の分析

ァ 疑業記録 をとるね らい

1時間の授業 をできるだけ詳しく記録 t"′ 、

授業後す ぐ研究会に活用 できるような言〔l録

を考えて きたoま た、分析の観点 を溝足さ

せ るような記録をとるね らい として、次の

ょぅなことを考えて形式 を決めて きたo

納  授業の流れを時間的にできるだけ正確

に把握す る。 Q教師の活動に対する児童

の反応、活動を対応 して記録する。 )

紹)児 童の活動、特に/jヽ集団l勺 の活動をで

きるだけ詳 しく記録す る。

(ウ)児 童の挙手量を記録 し、理解度、指北】

の適否を検討す る。

0 1時 間の中の学習形態の変化 を記録す

る。

o 授業後す ぐ印昂1し、授業研究ができる

ようにす る。

ィ 授業記録りとり方

1受業記録の形式 もこれまで中I度 も検討 し、

改善を重ねて きた。

時間区分を 1分間隔にし、記録項 目は、

赦颯雨の活熱猟 板書、発間、児重の活動 t4t

体 )、 小喜l団 の活動と分担 し、 それぞれひ

とりの記録者がつく。時間表示者がカー ド

で分毎に指示 している。 また、テープンコ

ーダーによる記録 も併用 しておこなうこと

もある。
´

今後は小集団内の活動をできるだけ詳 し

く記録する方法を検討してい きたい。 また、

挙手量、指名の記録は現在 としてあまり必

要でないことがはつきりしてきたので、記

録 していない。 それは、ハ/ド サインが児

童に徹底してきたし、小集団活動 も浸透 し

てきたので、記録す る意味がな くなつた。

ウ 授業記録の分析

授業記録の分析については、次のi3_ほに

よって行なつている。

り 擦i鼻 計画 t指導案 )と 実際指導のずれ

を検討す る。           ‐

“

)課題、発問 と児童の活動 (反応 )に つ

ぃて検討す る。

191 1時 間の授業 の流れを検討する。

o ″ゝ藻 団で話し合わせる課題の通否と話

し合わせ方、時期、活動内容を検討する。

け)追 跡研究授業 にっいては、市J時 との比

較検討 をす る。

(3)算教科指導 t数 と計算 )の授業構造

ア 授業の型について

商t記の追跡研究授業の記録と、 これまで

の普通研究授業の記録を分析す ると、表 1

のような授業の型 にまとめ られ る。

イ 授業の流れについて

0 準備i邑程

このi過程では、先行経独 既目知識の

整理 を中心に行なう。特に、計算指導 に

おいては、前ステ ノプの復習が必要であ

り、遅i笙 児にとつては主要なi過 程であ る。

多 くの場合、/卜集団で確認、教え合いを

させる。

綺)中 心過程

この中心過程の中をさらにいくつかの

段階に分ける必要があるが、まだそこま

で研究が進んでいない。まず児童に問題

を提示する。 (で さる1ご け具体的な問題 )
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この向題が既 爾知識だけでlt解 け 4fい か

もしれない。 ここで多くの場合、小集し鳳

を用いて`思毒 させ、 し`ろいろな角度から

問題を解決する方法を話し合わせ る。 そ

れを学級全体で検討 し、個人に返 じ 」ヽ

集団内で検証す る。更に、 1刊八で ドリル

して定着をはか り、 ここで自己評価 転小

集団「負1の助け合い学野も行なわれ る。 ま

た、選進児の教師 lr_ょ る個別指導 もこの

場でおこなつている。

t表 1)

/ド集[11で 話
|

し合わせ る

/卜11ll_llで 暮

合わせ、教

ぇ4)い

(ゥ) 整理過程

本時の学麟日繰の再確認を行 4fう。 ま

た本時のステップがどの程度 習得で きた

かを診Afr評価す る機会でもある。更に、

家庭学習、次時 の学習に対するま雪導助言

を1通 切に行なう必要がある。

前述のように、 1時 FF33の 授業の展開が現在

の段階として考 えられるが、これは一つの型

であ |)、 今後は、教材の種類、題材の展開過

程における型の変型が必要である。準備過程

・F心過程、確認過程を授共案構成の段階で元

分t典討する必要がある。 また、それ らこ糠 を

生かすか、殺すかは、発間、指示の通 切さが

11二 安となつて くる。

特に、「思考 を深 めさせ、主体的な学訂」

をねらつて進めるためには、充分計画 された

授業でなければな らない。ただ考えさせるだ

けでは、かえつて授業は混乱し効果が少ない

どころか害 も生 まれる。 fBI八に考えさt_Pろ 力、

′卜、集団で個Aの考 えをは1し 合って話し合わせ

るかなど発間形式 を事前に用意 したいo小集

団活動の位置づけ、話し合いの させ方、内容

をあわせて検討 してい きたいo

ゥ Ij鷲題 |こ ついて

言ヤ算指導の場合の課程は、次のように考

える。

∽ 準備課題

準備課題は、前ステップの復副 |:j題 や、

本時の中/添果題 を解 くのに必要な既 習彗手

項を問題 として与えている。計 lFlliし た時

間をオーバー してい るものが多く、そこ

で、問題の与え方を工夫 したり、精選す

ることが必要である。研究授業 でそれぞ

れ反省を重ねることにより、 より曇確な

ものに近づいた0

日常の授業は、一回勝負であるので、

児童ひとりひとりの実態を知 って通 切な

課題 を月1意 す るよう心推|け ねばな らない。

紹)中 ′心課糧

初期の段階では、計算問題を初めか ら

中心課題 として与えてい
Fこ
。児童の学冒

に対す る盛 り上が りがな く、消極的な活

動になりがちであつたo現在では、多 く

の場合、できるだけ身近かな問題 を取 り

中
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上げ、文章題の形で与えるようにしてし`

る。実際 l旨導においては、立式と合わせ、

言1算の必要感を持たせることにより、二:i

題意識を もって算法を考えさせるように

L/て いる。

算法を指導 した後は、本時のステッア・

問題をそのまま課題 として考えてい る。

紛 確認課題

4.学 習|こ 対する予どもの機え壼どう変

えてきたか

(1)バ ズ学弯

投英を,饉 めてい くうえで、 2、 3名の児童

の発表により、あたか も学級 全体が理解した

とい う、安易なすすぬ方をしていないだろう

か。 わたしたちは、児童たちがお互いに意見

を述べ合い、助 :ナ 合って考えを深めてい く喜

び、共lr_学 ぷよさを味わせたいと苦慮して き

fこ 。

そこで先進校鈴研究物を参考にしたり、講

師iを 掘もヽて何度 も指導 を受けた。 それで も納

得できず、先進校の授業参観をさせていただ

き、昨年度、実選を重ね、本校の実情に合っ

たバズ学習の進め方lr_つ いてまとめた。

班絲i成 に対する考え方、班編成の基準、 II

長の選出や班がたの時期などについて討議 し

てまとめた。また、話し合いのさせ方や、話

し合いをさせる時、児童に最底限度 守 らせた

いルールを、低・高学年駒に決めた。

t卜¬リノレ )

本時に学習したネテップの問題 を課題

として与えている。

実際指導においては、本時の学習ステ

ップより5題 を選んでテス ト形式で実施

す る。問題の選定にあたっては、授業展

開中に電重の実態を1雪握 し、誤答しやす

い も勢を出すようにしてい る。低学年で

は印刷 して、渡す場合が多い力ヽ 高学年

では問題を板書 して与 えている。半紙 4

分の 1を 配布 して、 それに答えさせ るよ

うな方法 もとっている。

t表 2)

|

話 し 合 い の 進 め 方 講 じ 合 い の 態 重

イIII

｛子

年

|

・ はん長 さんが  じゅんにあてる。     |
・
機1llIふItiっ

かギきま群をぶ
|

くみの八 ぜんぷの はなしあい

はんの八が  じゅんばんlr_ はっぴ ょぅす

る。

はんの中か ら え らばれ たAが  はつぴ ょ

うす る。

きくとき

・ ともだちの いけんを たいせつにする。

oみ んなの かんがえを ききながら しぶ

んの かんがえをまとめる。

・ わか らない ときは しつ もんす る。

はなすとき

・ じぶんの かんがえを まとめて かんた

んに はなす。

0と もだちに  よく わか るように はなす。

高

学

4F

・各 自 課題に とり組む。

・わからない1時 は 2八 パズでo

・ それで もわか らない時は I嘔 で。

・班でわか らない時は IJt長 が先生に聞 く。

1膜 fく ィの alli

班長  「 できましたかJ

メンバー「で きましたJ「 ますごとらゅうで

すJ

班長  F結論 〔答 〕だけ いって下さい。 J

全体での話し合い

。班の八が ll■に発表す る。

・ IIEで選ばれた人が、発表する。

1鑢 く嬌寺
|

0ど んな意見で も たいせつにする。

0み んなの考えを 聞 きなが ら 自分の考え

をまとめる。

・ わか らないことは 質問する。

話す時

・ 自分の考えをまとめて整理 して話す。

・ Fllを  あげた り わか りやす く話す。

・ 話を一Aじ めに したり、
お
自分の考えを `

無理 しいしないで話す。

リーダー

・ 全員で話 し合いに 参加できるようにす る。

・ 費間や内容をゴとめる。
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こうした全職員679共通理解のもとに、各学

級でどしどじ霧iし しヽ試みを実験し、全体とし

て有効だと考えられるもの1よ、お互いにこり

入れる方向で進んでいる。

特に、本年になつて、次のようなことが、

着iし く考 えられている。

ア パズ学爾を,娃 めるたy)に、各学級で解決

しなければな らなし可1町 題 を、その学級の努

力 目標 とし、具体的なことばでそれを掲示

するようにした。

tそ の″り)

・ 1年  みんなに はなすとき

1.大 きなこえで

2.1,っ くりと

3.お わりまではつきりと

13年 l皇鱒l>こ
どこが…

ゝ
まず考えよ、

イ パズ学謝といっても、何 ′で も月嗅 団で

話し合わせ るゎけではない。一斉学圏の中

に、小集団の話し合いが位置する。そこで

ノ
lヽ 鋼圏での話し合いの区舅りをはっきりさ

せる意味で、卓止ベルで合図している。

ウ 児童個八の理解魔、意志表示 をはっきり

させるために、ハンドサイ〕/の 敵底をはか

っている。あわせて小集団内で、イ詢メ、がで

きたことをはっきりさせるためlr_、 合図を

する器具を使用している学級 もあ る。

手 /1喘 l団 での話し合いで、 1固八の 1獣考をは

っきりさせるために、ノー トの使 lllを 検討

してい る。 また、 グループ/1ヽ 黒板を各 /1ゞ集

団に置いて、 自分たらの考えをHlし合って

話し合 う方法 も検討 している。

ォ I吸 ノー トの活丼りにより、学層活動だけで

な く、生活全般のユI〕題を堀 り下げ、学級の

八間関係を高めようと努力してい ろ。

学劇j過 程の中で、バズ学 f91を どのようにし

て行なうか1ま 前述 したとお りであ るが、パズ

の形式 としては、基本 的には隣人か ら4班亀Ltll

に移ってぃ くのが~般 である。順パズ、 自由

パズは、1子 の都
!|二

課題に応じて行なっている。

(2)発間 と指示

指1簿 言卜面を立案する段階で、具体的 lJ_発間、

1旨 示を検討することにより、投業の無駄が大

きく省かオしたことは1いJ封主したとお りであ る。

湾えて も4上 方ないことを1考 えさせたり、考え

させればな らなぃことを、教目1再 がしゃべって

しまっては、子 どもたちの学闘に刈す る構え

はで きてむ4rい。一見幾 男な授業がかえって、

電民の 1憩考 をしゃまにし、学調の態度 を変え

てしまっているのではない「ごろうか。

選与考を深めさせ、考える力、態度 をつける

ような発間は、 どのようにしたらよいか、こ

れまでの研究授業のたびにt賃討 してきたが、

まだ簾占論を得 るところまで至 ってしヽない。

lれ た、発間 によ り援業が左右 され、ケti竜 の

思考に大 き4r影響な与ズ̂る ことを思え|ゴ、児

童の発達段階 を充分1巴 握 し、教材の本質を正

しく把握することが先決である。

言卜算l旨導 において算法を考 えさせる段階の

発群]が問題 となつた。研究授業 を重ねた結果

先行経験を充分生かして考 えさせ るような発

間をし、 また、創造的な考え方 を引き出すよ

うにしている。 しかし、ある段階では、教師

側か ら与えるような発間を用意することも必

要と考える。

小集i現 での話し合い |ょ盤、 こうした実践を主ね

る「「つで次、第 lF_深 まりつつある。オプこくしたちが

j考 式ぃてきたことは、学驚の能率を高める手段と

して しか考えなかったことを反省 している。

バズ学胃といって も、まだまだ特定児童の活

動が多く、 /1ヽ集 団内の話し合いが本当に深ま り、

ひとりひとりの考 えが深まりつつあるのか疑問

である。

常にバズ活動を基盤 として、児童 ひとりひと

りが主体的に考え、活動できるようにしていき

たい。 また、学級全体の雰囲気を高め、深 まり

のある言れ 合いができるよう考えたい。

5.鯵購 と潜 藤

本1交のげl究は、「数 と言
‐
}算J分野に中心 をおい

ている。

1旨

'轟

したこと、学爾したことが、 ひとりひとり

の児童 fこ どゆように定着 したかを知 ること|ま 、算

赦準:に 餃 らず薫毅なことだと考えるも
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オ)′こし′こち!よ 、 111誉 li:lσ対受l♯〔θ)rキ
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9 指導要素を、 |り11に にすること。

。その指だ事喪黙ヵゞ、 どポlだ け女江オ:し オこかを

言分踊暉
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「
ること。

。 つまずいた壁を、 rか しで もJl又 りのぞく治

療をすること。

が、できない ものかと考え_て きた。

(1)ス テップ表 とステップカー ド(ゎ f乍成

「数 と言[算」分野 を、 現行カリキJラ ム、 新

指導要領、教科書により、次の 16領域に分

類じメ島

(1)数 (2)整数の加法 (3)整数の減法

(4)整数の乗法 (5)整 数の除法 (6)分 数の設

念 (7)小数の概念 (8)小数の /Jlltt t9)小 数

の減法 α劇弩支め乗法 α玲小数の除法

α力分数の加法 卓尋分数の減法 G総分数の乗

法 輔分数の除法 供e概算

以上吟分類に もとずき、各領域 ごとに、 1橋

導段階を細分してステップを考え、それを各

学年別に「ステップ表Jと してまとめた。各

ステップ毎に 20問ずつの問題 を作成 し、「

ステップカー ドJと した。

ステップヵ― ドは、低学年においては原本

を作り、 とう写ファックスです ぐ復製 し、電

菫個八に渡せるようにして、 カー ドに直接答

えを井かせ るようにしている。中学年で |よ 、

画‖1紙 に印刷して個人 に配布す る。授業後回

収 して保存す るょうにしている。 高学年で

は、問題 も複雑になり、短時間で 1ま 多くの問

題 を解 くことができなぃので、原本だけを作

成 し、通時板書 して与えるようにしてい る。

t表 3)領 域 t2 整数の加法 〕

(2)ス テップカー ドの利用

ア 準flllj曇程において

111述 したように、率や稲暴題 としては、前

ステップの問題や、本時の学議ステップを

解くのに必要な既習事項 を課題 として 与え

てい る。 そこで前ステップカー ドの問題の

中から5間程度を選んで、そのまま準備課

題 として与えることもある。その問題 を選

ぷにあたっては、前時の評価テス ト(確 認

課題いの結果ゃ、 ドリルをさせた段階でつ

まずきの多かった問題を選ぶようにしてい

る。

イ 中心過程について

中心過程においては、算法を指導 した後

ドリルをさせ る時、ステップカー ドをその

まま利用している。 (低中学年 〕中位電ェ

が計画 した時間内にできる程度の問題故に

制限 してさせている。上位児童に対。しては

それ以上積極的にさせ るようにしている。

ウ 整理退薩 について

確認課題 として、ステップカー ド中より

5間 を選んで 際 価テス ト」の形でさせて

いる。

この問題 を選ぷにあたっては、 ドリル中

に児童の誤答 しやすかった問題をチエック

ヒ/て お き、本ステ ッ7・ 内の細要素を考えて

出題するようにしている。

(3)評価テス ト

前述 したょうに指導 してきた結果の診断ほ

ステ ップカー ドの問題により、評価テス トを

実施する。

その結果の処理については、 1固八の診断に

ついては、「進度 力下 ド」によって整理 をし、

学級の診断 lr_つ いては、「評価テス トカート」

によつて整理 をしている。

ア 日的 と処理

評価テス トは、本時の授業結果について

児童にどの程度理解させ、定着させるこど:

ができたかを、把握するために実施するも
のであ る。

テストの方選は、構述のよチに、本蒔あ|

学習過程の中より5問題抽出し、規定の時

間内で実施し、 5間中 3間 できれば合格と

する。

学

年 教科書 P 月
番

号
ス テップの内容

4 4 Q二位数 〕+t一位数 J

で和が 100を こえる。

45 t二位数 J+t一 位数 〕

で和が 200以下。

46 t二位数 〕十 tイ彎十 )で

和が 100を こえる。

48 (三位数 )+t何 十 )で

郡が 200以下。

66 (何十何 〕+(ィ可―汗脅J〕

で澪餞がイ可
‐
百になる。



5i絆l中 3間 をlE碁 した者を、 合格 とした

のは、次のような埋 lllか らである。

・  1時 1饉 Iの授業 の中で、最大限の診断

と治療をしたい。そのために、問題数

を多くすることは困難である。

・ 合格の喜びを多くの者に味 わせたい

。 2題以下の誤答者は、ほとんどが児

童の相工作戸1で解決できる場合が多い

・ 5間 中 3問正答した者を合格とした

場合、 どの学年で も、 lllと んどのステ

ッフ・において、不合格者は 1害り程度で

あ り、この者について lllllttl旨 導をして

い き′こい。

度 カ ー

イ 進度 カー ドtl闘人の診陶i)

進度 カー ドは、次にrf9げ るような形式を

採井11し 、「評価テス トJ結果の合否と誤碁

!ダ号を1部卜に記すようにしている。 この進度

カー ドは、各学年で作成してお り、個人の

つまずきを把握 して、 1闘別指導の参考資料

としている。

ウ 評価テス トカー ト・亀Fl級 の診断 〕

評flTlテ ス トの結果を「1絶 度カー ドJに記

入 し、子れを学級 としてまとめ整理す る。

誤答の多い問題につい
。
こ
｀
は、治療のためθD

指導 をする食料にしている。

3年 1組  氏 名

t表 4,

(表 5) 評 fliliテ ス ト カ

3年  ステップ番号 t4)

― 卜・    t8)年 tl)組  人員 t36〕

領戦 Q t ttiZ数
十何

嘉』1丁 00り、下
〕 実施日 6月 48

鍛
構

分
ステップ

番  号
実施月日 奮 誤  答  t指 導記録 〕 過 クロテス ト

鐘 5/18
7/6

○

○ 位いの表わし方理解できず ◎

整数の加法
|

5//7 ○

5//6 ○

*/'t a O

1       可 6//4 ○ 位い取 りの まちがえ ③

6ル/5
○

a,/t a ○

1苦1題番
‐
号 題 1[答赦 簑暮虚ク 誤 答 分 析  t誤答例 )

1107120
‡20

_■__≧1_L l金止 上轟 m__
1314・ 6̈0 171 190  FJB法

19■ 70 180 11970 位い取 り

|

146+50 34 1460 1450  位い取 り

147■ 30 77
14780

1670
170   位い取 り

卦絲者́赦 不合格者数

反 囃
全体によくできた 不合格f計  圏中、下野、市丸
不ステップ|ょ ょく理解できた。



後鬱斎31題 として、 11皇 度カー ド、評価テス ト

カー ドを、各ステ ップの学副後に整理す るこ

とは大 きな労力であ る。 しかし、個 々の児亜

の学爾進度を記録 し、誤答事伊りを記録 してお

くことは大 切である。個々のつまずきや、多

くの者が誤 りやすいところを把握して、次の

麟 の 1橋導言「画をたてたい。

(4)治療

診断の結果の治療については、次のように

考えてい る。

課外でrll別 指導するとか、特別の時間 を設

けです るとかの方法は とらず、基本的には、

1時 間の授業の中で、つまずきの壁をとりの

ぞいていけない ものかと考えている。

イ眠J八 の治療 lr_っ いては、投業の中での饉1別

指:導 と、 /1ヽ 集団内の教 え合いによって、救 つ

てい くことを考えている。児童が進度 カー ト「

を見ることにより、 自分ので きないステップ

脅克服 しようとす る主体的学習の意欲を もり

上 |デ るよう、指導をすすめてい る。

評価テ.ス トカー ドで整理 された学級の診断

については、誤答分析を充明にすることによ

って、次時の指導の中で、取 り上げるように

考えてい為。

6.むずび

ひとりひとりの 1/1童 を最大限に生かす授業 をめ

ざして、今日まで努力を菫ねてきたが、まだ、 そ

の道 の逮いことを今 さらなが ら痛感している。

こうしてみたら、ああしてみたらといろいろ試

行錯誤 を重ねて、一歩ずつ前進 してきたつ もりで

ある。無駄 rfJ事の連続で落1懲 したり、子 ど毛)の 一

声で大 よるこびしたこともある。

とにか くも、全職盈鍛共通難Fli子 に立って、より

効掛t的 な研究 をi饉 めてしヽ きたしヽと鳳霞つてしヽる。

ご|｀旨導下さった諾先生方や、参観させていただ

いた各校釣先生方に灘く感謝します。今後も、い

供もご動重
´
錫わりますよう、お願いする次第です。

l,{emo



第 2回 バ ズ 学 習 研 究 集 会

創造罐 了曹で 鶴バ ズ撃響

―理科における子どもの探求心を育てるための指導過程 とその指導―

豊 爾 市 立 小 清 水 小 学 校
理科響千究部   杉 本 芳 郎

ユ 1譲 じめ 1こ

学習指導において, 子 どもの創造性 を育てるに

は, どうしたらよいだろうか。

いろいろな教育機に,子 どもの書l造性 を育てる

学習指艤法 として,発見学習,発想学習, 探求学

習,主体的学習などをみることができるが, どの

学習方式を'と ったとしても,学習活動が形式的に

流れたり,赦 えるということにとらわれ′すぎて,

思考の場があいまいになった りしたな祭ば, それ

こそ,子 どもの農かな発想や騰想 ,柔 軟性のある

考 え方などを育てることはできない
,

過去のわたしたちの指導 を応、りかえってみても,

指導者 の考 え iこ そつて,授業 を進めることばか

りにとらわれて, 子どもの思考を, そのラインに

のせようとしたために, かえって,子 どもの着想

鋭 い 直 感 力,あ るいは, 祝点 を変えた多面的亀

考え方などな あまり見毎れなかった授業もある

ようlr_思 う。

このような反省∽上にたって, わた したちは,

パズ学習の研究にあわせて,創造性を育てるため

の学習指導についヽ 教科部会,学年部懇 絞内

現職教育 などの場で討論 して|ま,実餞にとりくん

できたc        コ

理科部では,特 lr_「 子どもの探求心を育てるた

めに,指導過種 などのように吟味 じ バズなど鈴

ようにくみいれていった場 子 ども鍮多轟的な見

方,考 え方 を高め,郷1造性を育てることができる

か 」とい う点について, 次に述べるような考 え方

t この研究にとりくんできた。

奪 繭遺無鍮鐵斃徹どうとらえて議導したか

わたしたちは,欝1造 とは, 子 どもたち力ヽ  霊吟

前の事実 と,過去の経級 を結びつけたり,組み合

わせたりして考 え,子 どもなりの場ヽさな発見を積

み菫ね, 子 どもなりの論理 を見つけ, 新 しく役 :こ

立つものをつくりあげてい く力であると考えたり

である。 したがって,子 どもたちの瀞l遣 性を育て

るには, ―T― どもなつの発憩, アイディアなども必

要であるめヽ 子 ども浄ヽ 自分の力で考 え, 自分の

力で問題を解決 し 新 しいものを生み出 していく

力を身につけることもたいせつであるL さらに

は, 解決 された問題 を, 他に転移することのでき

るような柔軟な思考力を養なうことも,必要であ

ると考 えたのである。

そこt理 科部においては,研究を進めるにあ

たって, F子 ども仰齢1造 性を育てるためにit ど

んな能力や態度が考え鮎れ:る か Jを, 明 らかにし

た上で研究 しなければな らない と考え,次のよう

な能力や態度 を考 えてみた。 | ::l   i
・  間朧 を鑢鯉無r_感 じとる直畿力

・  間議を解決 しようとする積極的な意欲

疇 みと舞 しを立てて計議する力  ,
寺 解決法を懸いめぐらす懇搬 力

。 事態をなとお じ 解決方法 をみつ :す る溝

察力

機 多 くの事実か 犠 一つのものをみつけ出

1



「

す総合的な思考力

● 転移することのできる柔軟な思考力

これらの能力や態度 を育てることによって, わ

た したちは,購iし いものを見つけ, つ くりl14す こ

とのできる, きめ細かい紳1造 力が育てられるもの

と考 え, 1時間, 1時 Fntの 授業をたいせつにしな

が ら研究を進めてきた。

5 創遺性を高てるためにバズ撃警をどのよう

に行なつてもヽるか .

(1)バ ズ学習にブレーン・ ス トー ミングの主旨

をどのように とりいれたか。

集団討議によって, より多くのアイディア

を生み出そうとした, オズボーンのプレー ン

ス トー ミングの主旨を, 創造性を育てるため

の学習指導に導入 している学校も, かなり見

られるようであるハ 本校が行なっているパ

ズ学習の考 え方も, このブレーン・ ス トー ミ

ングの主旨と相通 じるものがあると思 う。 し

かし, プレーン・ス トー ミングをすべての学

習指導にとりいれることには,い ろいろな批

判もあり, ブレーン・ス トー ミ/グ が万能で

はないといえよう。

ブレーン・ス トー ミングは,規制されない

自lllで, なごやかな式、んLIll気 の中で, おたが

いに自分rJ9思 いつきを111じ 合い, その中から

,何かよいものを導びき餞:そ うとするものであ

るハ これを無分別に学習指導に利用するわ

けにはいかない。学習指導においては,み ん

なか ら||:さ オ1′ たアイディアハ 仮説をもって

お り, 検証されなくてはならないからである。

したがって, ノ(ズ 学習 を進めている, わた

したち:ま, ブレーン・ ス トー ミングの4っ の

原 111を 。 if・ どもの感 じたまま, 考えたままを,

自囃11に発表 させ る時、 多くのアイディアを出

させるための話 し合いや, その訓練 をさせる

時など, fiど もの多面的, 発展的な考え方を

期待する時にとりいれていく。のがよいと考え

ている。

(2)バ ズを1構 導過程の中のどこで, どのように

とりいれていったら効果的か。

わた したちは, 子 どもが/ル ープt おた

がいに話 し合い, 自分の見方, 考え方を述べ

ることによって,ひ とりひとりの子 どもの

2

ものの IJ`鼻 考え方に多様性を増 し ょり深

い, より豊かなもの、  と発展することがで

き, ひいては,-7-ど も的齢1進 性 を育てること

ができると考えて, パズ学習の指導を行なっ

てきたⅢ

しか t´9 バズ学習も, すべての教材の指導

饉機 :こ,同 じような位置づけoも とに行なっ

ても, 効難があるとは考えふれない。指導過

程のrl―tlこ は, ひとりひとりの子 どもの直観的

な思考や, 拡散的な思考にもとづ く, 多面FtJ

な見方っ考 え方を期待 しな:す ればならない場

もあり,子 どもたちの とらえた, この拡散frJ

な見方、 考え方を, 集団思考によって,論理

立てがなされなければな らないような場もあ

るからである。

このような考えのもとに, わた したちは,

指導過鍵の中の, 次のような段階 |こ バズを

重点的に位置づけて指導 してきた。 (指 導

過程表裁照 )

ア=間議 をつかむ段階,仮説を設定する段階

この設階で臨 子 どもの直畿的な思考 を

重ん′tL独劇1的 な考えを,で きるだけ出さ

せるため, 自由で規制されなレヾぶ、ん囲気の

パズが多くなる.子 どもたちの自己防衛意

識が, とりのぞかlЪ 感 じたまま,考 えた

ままを, なスノでも自由lr_発表できることが

第 1の条件である。

イ.検 証方法 を検討する段階,結果のまとめ

と考察の段階

仮説設定の段階でlllさ れた機癬1的 な思い

つきな, 分析的,反省的思考に訴えて, そ

の妥当性を吟味 しなければな螺ない。 した

がって, この段階のパズは,論理的にす じ

みちを立てて,一定の結論 を導びき出そう

とするようなっ 集中思考鈴はたらきをもた

なければならない。そして, グループ内で

の話 し合いのほ力、 グループ間における相

互作闘も多 くなる。最終的な結論は,学級

の子 ども全量の手で発見 されたように導び

くこと沖I必要である。

嶋
4 轟鑢性壁爾でるた感の機燿鸞糧をどのよう

1こ鑢鐵したか

本綾では脚科や社会科などの学習において, 目



前の事実や資料をよく見取 り, その結果から思考

をめぐらし 考察 しようとする態度をとる子 ども

にまじって,教科讐や参考書に書かれた知識事項

のみに結論を見いだそうとする傾向の子 どもが,

まだかなり見られる。

このよう亀 既成の知識 を単に記憶す るだけで

臨 一時の理解や知識だけに止まってしまい, そ

の発展的な学習に生きてはたらく力となってこな

いことも多い。そこで, わたしたちは, 子 どもが

事実や資料を見て,主体的にrpl題 を発見 し 解決

していくこと力1で きるような学習をねがって, 創

造性を育てるための研究をはじめたのである。

まず, わたしたちは,与 えられた教科書の内容

を, そのまま, うのみに して指導するとい うこと

をさけ,何 を素材 として, どのように配列構成 し

て,教材 としての機能 をもたせてい くか考 えた。

そして理科部では, どんな道を子 どもにたどら

せたち 科学の方法, 自然科学の轟礎的原理 を身

亀 機種に対する様求過程のサ寺し道 を考え, 内容

を再編成 し その選縫にはたらく創造調な要素 (

能力,態度 )を位置づけるとともに, 蟻桑的なパ

ズの場を考 えた。

このような考えのもとに, わたしたちは, 次の

ことに重点 をおン`で,下に示すようなり蟻本的な

指導過程 (中, 高学年 )を 考 えたのである。

o 事象の観察は,子 どもの興味 をひきそう

なものをえらぶ。

O 子 どもの先行轟歌 を重視 L積 みあげ と

なる学習農爾を考 える。

O 発展的な問騒場面に立ちむかわせる条件

の設定をする。

。 子 どもの実験や観察lr_よ る事実の発見を

重ん じる。

o バズを行なう機や機会を燿切に位置づ け

る。

O 教師の発言山容や,速切な発間の場や織

につけさせていくことができるか検討 し 子 ども      会を考慮する。

△表の中の押1造的要素は創造lll能力。籐鑢であり,C)～
基本的な撫灘遇機 (申 .高摯筆・理詢   ⑦の数字は表の下段に示すような能力・態度である。

指 導 上 の 留 意 点児童の認識おもな学習活動

(⑦ )

。提示された事象が強力であるほど子

どもの学習方向は明確に決定される。

O課題は具体的t理 解 しやす く,子

どもの興味 0関心をひ くもの。

oひ とりひとりが主体的な問題をもつ

こと力ζ′rき るような,よ くわかる発

間をする。

0問題を自分のものとして意欲的に学

習するようにしむける。

全 芦
l

儒  人

|

バ  ズ)

|

全  体

。なぜだろ う。

・ どうしてだ

ろ う。

・ こ うな るの

はなぜめ、

調べてみた

いな。

0事簸を見たり考

えた りして疑Fpn

を見いだし探究

意欲をもつ。

。既有の知識 。経

験で説明しつく

されない発展的

な聞題をつかむ。

問

題

を

つ

か

む

饉  人

l

バ  ズ

|

全 体

・   :  ヘ

(籠 馬

○個人の考 えをしっか りつくらせる余

ゆ うをもつ。

o拡散的 な思考が活発に行なわれ 多

面鋳 な予想が立てられるようにす る。

。ぽっと思いつ く直観的なものでも議

めてやる。

oみ んなで最終的な予想へね りあげる。

o既有の知識 経

識 を想起 し,間

題 との関係を合

理的に聞係づけ

て結果の予想を

立てる。

・ 前にこうだ

ったか ら,

こんどもこ

うなるだろ

う。

・ こうではな

かろうか。

予

想

を

立

て

る



計

画

す

る

・詐鍮 したことめi

らを, 導がき曲

すため, 自分た

ちで実難の方法

を企面する。

拳通うした ら

こうなるは

ずだか 根

こ うり
‐
ホtl∫

よいだろ う。

Φ:予
想(額 説 )と 競 らし合わl_Iな がら,

客観的な結果がでるようにする。

O βIを 使って, ど人′な方法で実験 して

いくのかを検討する。

。 よりよい検証方法 を話 し合いの中で

発見 させる。

(全 体 )

|

個  人

|

ノく  ジで
1

全 体

9

⑩

⑭
(0)

鰤 
°

観

察

す

る

警ごうなるだ

ろうかな。

。実験の しか

たはこうす

るのだな。

・ 人はどうだ

ろう。

○実験の方法はグループでちがっても,

あえて規制 しない。

・ 実輸器具や薬品鋤取扱いについて事

礁な指導をす る。

O条件の統一を行なって効果的な実験

をするように
'等

びく。

0予想 したす じみちをたどって実験観

察 をさせる。

0億 とも比較考察させる。

全 体

|

バ  ズ

|

グループ

“

F   蓼薦
|

個  人

|

(バ  ズ )

|

(幅  人 )

③

③

④

(③ )

策 

°

を | た り,既習経験

i警 :占 1∫ |

考
|

察
|

す |

る |

。予想 どお り

になったか

な。

0た しか |こ そ

うだったっ

攀なぜ ちがっ

ただろ う。

・ 通の統豊 か

ら, た しか

1こ こθ)よ う

なことがい

え為。

。原因と結果か ら縄合 して,一つのき

まりを見つけさせ,子 どものことば

で具体的に表現 させる。

○結果ととも〔こ, 検証の過程にも注意

を集中させ検討させる。

0予 想と結簿lと が含ったものだけがよ

いという考 えを電)なせない。 (予想

のちがいに気づき, そのわけを考 え

る通ともたい奪つである。 )

。錐認 し, まとめたものは, ノー ト議

入やッ 醸鱗表現で定着を|ま かる。

個 人

:

バ ズ

|

全  体

!

(バ  ズ )

|

(全 体 )

|

個  人

(⑦ )

⑥

③

燿 1

用
:

す
|

る
|

0-―酸化 された経

念や,理法 を,

既習事難や, 勉

の事象 |こ も議′|;

する。

●ほかの とき

も, 同 じこ

とがいえる

だろうか。

中学彎内容は事鰻が変わっても, あて

はめ祢ことができ益かを明 らかにす

るf、

。撃t経 の :1l σ),‡重(体 例 1こ むすびつける。

・ 多くφF驚 想をさせ発展させる。

人
　
　
体

個
　
　
全

⑦

(① )

△ 欝1造性の響難 (脚 1造 的な能力・懇魔 )

蓼 職、議 を敏感に感 じとる直観力.      ⑤ みとおしを立てて計画する力.

C欄種を解決しようとするfinttlr_Jな 意欲。  c)多 くの事象から,一つのものをみつけ出

③事象を亀轟 じ 解決法をみつける洞察力。  す総合的な思考力。

C解決法を思いめぐらす想像力。      C転 移することのできる柔轍な懸考力。

◎ これらの部1地酌能九 態度のほとんど力ヽ 指導渦機の全段階に,当然闇饉してくるが,

わた したちは, 政点的に上のような段階に位識づけて指導 している。



…
轟 轟 ―

。
'驀

豪 ‐録 =  … … … … …… … … 一
Ⅲ…  … ニ   ー

ー
     熟    

―

―    
―

  I・
―

i詐

この指導過程 !か あくまでも基本的なもので,

子 どもの発津段階や教材によって異なってくるも

のであり, どの学年の  どの教材にもあてはまる

というわけlr_は ぃかない。ま亀 1時間の授業で

, この学習段階 をひととおりぶ、むものも, 1単元

をとおして, この学習段階 を応、むものもある。

ここで |ま低学年の指導過機 を示 さなかった力ヽ

低学年の場合は, 子 どもが主観的であり, わずか

な生活経験のほか |ま,学習経験や思考活動も浅 く

,感覚的にしか事象 l_・ とらえることができないこ
‐
とも多いの( 中・ 高学年のように,既習経験か

ら問題 をつかむということはあまりできない。 し

たがって,学習への意欲をもたせるため,身近か

にある自然事象の観察や,遊び,制作活動などか

らはいって,思考活動への手がかりをつかませる

場合が多 くなってくる。

そ して,予想を立てる段階では, たとえ, まち

がった論理性のない予想の立て方 をしても, それ

な まちがい として, きめつけることは, 子 ども

のよい直畿力を育てる上で,つ つしまな:サ オ́しばな

らない。 したがって,低 学年の指導過程 |ま,予想

を立てる段階で輸時間的な配慮も必要であるL
思考 を拡大 し 発展させることのできるような発

問も必要 となってくる。

5 劇遼性奄育てるためにどんなことを饉点的

に彎えて撫臨 したか。

わた 1ジ たちは, 子 どもの多面的な見方,考 え方

を高め, 主体的な学習へのとりくみ方を伸ばすた

めlF_, 子 どもに取 りくむ時ゝ教師 自身が創造的な

取り、くみ方 をすることに心がけるとともに, 次の

ような点に留意 しながら指導 している。

0 創意を菫ん じ はげましあえるような学

級づ くりをすること。

0 教えすぎた り,発間に答 えるよう性急に

引っぽることのないように注意することc

O む りに集機に同識させよ うと証力をかけ

ないようにすること。

O 質問や探 さくに対 して, 時間的なよく制

をしないようにすること。

o 小さな発見でも,発見感を味わわせ るよ

うにしむけること。

などである。そして, これ犠鍮ことがらについ

ては,教科の学習 |ま, もちろんのこと,教 fil以外

蟻 あわゆる場を憔 しても,鷲 |こ 留意 しで指導に

あたるようにしている。たとえ1議 学級会におい

て, レクリエーシ警ンなどのよい7イ ディアを出

したような場合でも,学級全員■ ほめあえるよ

うに しているL体 育の時間に,鉄棒ができなか

った子めヽ できるようになった場合でも, みんな

で, よるこびあえるようにしている。

それでは,子 どもの可議性を弔|き 出すたら わ

たしたちは, どのような場面t具 体的にどのよ

うな方法で指導をしてきたのか,次に述べてみる

ことに しよう。

(1)主体的な構えをつけるため, 子ども自身に

学習のステップなどのように考えさせたか

子 どもたち力ヽ 自分で問題を解決 して行け

るようにするため,「 どのように調ヽ どの

ように研究を進めていったらよいかJと い う,

主体的な構えを,子 どもたち自身につけさせ

ることがたいせつである。そのためには, 子

どもたちに, どのような順序で考 えたり, 作

業を進めて行った りすれば,問題を解決する

ことができ,齢l造 や発見のよるこびを味わう

ことができるれ  とい うことな はっきりと

わからせることが必要である。そこt こう

した構えをつ くるため畿 研究 (学 習 )の ス

テップを, ぎI述の指導過盤 亀もとに して,次
のように考 えて,―V‐ ども薔こ優れさせるように

つとめた。

①  「 なぜだろうJ,「 どうしてだろう」と

考えよう。

・  どんなことに気づ き, どんなことに疑

間をもったか。

・  色・形・手 ざわ り。味・ においなどは

どうだったか。

・  いままでにならったことと, くらべて

∫乳よう。

・  どんなことを, これから調べた らよい

か,考 えよう。

②  『
~こ

うかもしれないぞ J, と予想を立て

よう。

。 今までに, ならったことのなかに, に

たような通と|がなかったか。

・  友だちと懸 し合って考えようt

⑬  予想 したことを, たしかめる方法を考 え

よう。



● どんな方法でするれ 今までにな らっ
たことや,実験の器具を頭に うかべて
考えよう。

● どんな準備をすればよぃか考 えよう。
・  友だちゃ先生 とも村I談 してみよう。

④  考えた方法t実 験 (観察 )を してみ よ
つ。

・  みんなと協力 してゃろう。
● こまかいところまで、 ょくみょう。

・  気づいたことをメモしよぅ。
● や り方は, これでょかったか考えよう。

⑤  実験・観察によって, ゎかったことをま
とめよう。

・  予想 どお りになったか。 (た しかにそ
うなったか。なぜちがったか。 )

・  な二 そぅなったか考えよう。

・  まとめて, どんなことがぃぇるだろう
か。いいかえると, どぅなるか考えよ

う。

・  もっと, ほかにないだろうか考 えよう。
以上のようなステップ|ま, もちぅん,学習

時間に』、むわけでぁるめヽ このようなことに

慣れることlcょ って, 子 どく)は, 自由研究や,

自分ひとりで学習するような時にも, このス
テップをたどれるようにするのがね らいであ
る。 しかし, ぃっでも, このような問題の解
決方法 (探求方法 )を とるのではなく,教材
や, 子どもの実態な どにょって,時には順序
を変更した り,一部を省略 した りするなど,

流動的な取 り扱いをするように しなければな
らないと考えている。

(2)課 趨 をどのように考え下指導過程の中へ位
置づけたか。

本校では,課題を導入段階における準備課
懲 展開段階における中心麟1騨,終末段階に
おける確認課題のよぅに, 各段階について,

三つの藤題 を, 瀬∫もって, 子どもにペーパー
テス トの形で, プリアトして与えることを原
員1と していた。

しか し 子 どもの直観的な思考 を重ん 魏
閉題把握 ― 予想 ― 計『踊までの段階の学習
を, よ りはぱ広し、 発展的なものにするため
に,課麗 をはじめか らプリン トして与 えるの
でなく, できるだけ, 子ども自身で問題 を見

つけ出 し 閉題を解決 しようとする意欲をも
つように, じむけるようにした。

したがって,問題把握の段階 t しっか り
と, 子 どもが教師の意図する課題を問題 とし
てつかむようにするため, 赦師の発問や,補
助的条件 を整 えることを′いがけている。

そして, また課題は,子 どもの思考過程亀
教材構造などを, ょく吟味 し,子 どもに じっ
くりと考えさせ, 可能性をひき伸ばすことの
できるような,多様な反眈tが期待できそうな
課題や,創造的な思考をするときな 考 えの
進め方に若 日し,意欲的に学習を進めていこ
うとするような課題を考えるように してぃる。

(3)教師の発間 をどのように考 えたか。
わた したちめ、 研究授業をする時,一見す

ば らしく思われた授業でも, あとかゎ細かぃ

授業記録を持 ちよって検討 してみると,予想
しなかったょぅな, いろぃろな簡懸点に気が
つくことがある。特に教師鈴覺聞・ 指示など
については,不用意 と思われる勢言 をしてい
ることゃ, ぃゎずもがなの補足発鶴 をしてい
ることなど浄1多ぃ。そ して, このようなこと
l■l 子 どもが思考 している時やリ バズのさな
かや, 実験中などにも, し′ば しば見 られるこ
とさえある。

こうした不用意な発間は,子 どもの思考の

流れを中断 したり, グループの活動 を停滞 さ
せた り, さらには, 授業の流れまでとめて し
まうこともぁるの■ ょほど発間については,

慎壼になされなければならない。

そこt ゎたしたちは, 子どもを創造的に

活動 させるかどぅかは,教師の発間によって
きまるとさえ考え,次のような発間ハ よい

発間であるとして実践してきた。
O 子どもの先行経験や突熊をとらえたもの

であること。

O むだのない短かいものでぁること。
。 発間の意図がよくわかるものであることΦ
。 た しかで,具体化されたものであること。
そ して, さ年に, ゎた したちは, 実験・観

察や, パズの途中などには, できるだけ補足
発FF23を しなくてもょぃょうに, 前もって,適
切な発間をするょぅにしたり, 効果的な発間
鈴場や, 機会をも, 常に留意して授業を進め
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るよう|こ している。

(4)思考Jll練 の場 をどこでもったか。

子 どもに, じっくりと考 えさせることは,

常に必要なことであるハ どの教材でも, ど

の時間でも, とい うことは, とぅてい時間が

た りない し 全体的に見て,広 さのた りない

ものとなってしまう。
,

そこで, わたしたち臨 子 どもに思考謬‖練

をさせやすい場 を選んで,前述のような創造

的思考のステップをた どらも 徹底的に考え

さも 子 どもの可能性をすべて引き出すよう

に している.そ うすることによって,子 ども

は, 創造的な思考 をするときの考えの進め方

を少 しずつ身につけ, しだいに自分から進ん

( このような考え方でものごとに取 りくむ

ようになっている。,そ して, また, このよ う

な学習の展開をするには, 教材の精選 も必要

であり,教 師としては,教 材内容の系統 を正

しくつかんでいなければならない。そこt
そのような研究も進めている。

(5)「 考えノー トJの指導をどのように行なっ

たか。

ひとりひとりの子 どもハ す じみちを立て

て自分の考えを発展 させて行 くためにも, パ

ズ学習の中t 子どもたち力ヽ 他人の考えを

まとめて, 自分の考えを, さらに, より高い

ものにして行 くためにも, また グループ対

グループの相互作用が行なわれ より高度で,

妥当性の高い考えに発展 させて行くためにも,

自分や他人の考えを, ノー ト:に 文章や図であ

ら`わすことは,大 きな役 目をはたすものとい

えよう。

したがって, このノー トは,考 えを中心に

書 くため F考 えノー ト」とぃった名まえで子

どもによばせ,(力根 の学習ノー トのほかに.

かんたんにとりはずせるルーズソーフ式のノ

ー トを使ってみた )ひ とりひとりの子 どもハ

自分の考 えヽ 自分で考えてよい と思 う鯉人

の考 えなどを,で きるだけ短かい文章亀 図

で書いて行 くのである。

しか し このノー トも,書 くのに時FH3が か

か りすぎたり, 自分の考 えを短かい文章にま

とめる力滲ヽ た りなかったりしたことで, は

じめの うちは,抵抗もあった力ヽ なれさせる

ための副練の時間を, 甲語∽時蘭も含めても
つことによって, めヽなり習慣化されてきたょ

うである。

このように自分の考えを,す ぐ短かい文章
にすることにより, Vヽ っそう, じっめヽりした

自分の考えをもつことが出来ると同時に, こ
のノー トは教師 としても,子 どもの考 え方の

進歩や, 変容のあとがわかり, 子 どもの実態

をつかんで,学習を展開する上で, 大きな手

がかりとなるし また, このノー トを見て,

ひとりひとりの子 どもに合った, はげま し方

もでき,学習をより意欲絶 主体的に展開す

ることもできるわけでぁる。

6 寅鶴のなかから

(1)「 鉄の黒さが』仰実践

(6年理科「 金属のさび」の単元 )‐
わたしたちは,学習指導を進めるにあたっ

て,子 どもたち浄ち 闇悪に主体的にとりくみ

自分で計画を立て, 多繭的,発 展的な思考を

めぐ場L ひとりぃとりがはっきりとした意

見を持ち, グループまたは学級集団(問 題

解決にあたろうとして行くような学習活動を

ねがって実践を続けてきた。

このような実銭鍮中か犠 「 鉄の黒さび」
をとりあl‐F, 1時輔の学習,中 ヽ どのよう
に子 どもたちと, とりくんだかについて述べ

てみることにす鶴。

(2)本 時の指導にあたって

「 会鷹りさび」の学習にはいる前に,「 み

がいた鉄を熱すると, 色はどう変わりますか。

また, 色が変わるのはなぜでしょう轟という

事群i調 査を行なってみためヽ 子どもたちの答

えは,次のようなものであった。 (6年1 2

学軌 87名 )

。 「 色 |ま どう変わるだろうか J

・  黒 くなる    38名 (44%)
。 こい質色になる  20名 (23%)
● こげ茶色になる   8名 ( 9%)
● 茶色になる °  ゙8名 ( 9%)
。 青くなる      7名 ( 8%)
。 赤 くなる     2名 ( 2%)
學 無答        4名 ( 5%)



。 「 な銭 量が変わるか～J
魯 すす かつ く

° こげる

書 さびがで きる

23名 (26%)
14名 (16%)
18名 (15%)

中 鉄σ》響いθりまざり

すものがこげる    9理 (10%)
争 無答       露8峯 (33%)
これか ら考えると, 子 どもたち1島 生_議経

験から鉄 を幾すると,轟 また Iま, こい灰色に

なるとしていても̀ 空気が隠藤 して黒さびが

できる, という考えをもつ子 どもがきわめて

すくない。澱常, 子どもたちがよく経験する

ことl―■p 物 を無すればこ|ず るとな 炎にあて

ればすすがつ くとい うことなσ)壕 黒さぴが

考 えつかないのく)当 繁でおろう.

そこで黒さび:こ ついて学ぶ必要性がでてく″

るわけであり,黒 さびができるに|ま, どんな

条件 があるかとい うこと〔も 力点が置かれな

くてはならない。すなわち, 黒さびができる

に |ま, 熱だけ:こ よるのではなく,空気も関係

するということを意識的に麟l轟づけ, 次の赤

さびへ と発展 させるところに, その数材性を

見出す ことができると思 う。

また, 熱さがと関係づけること鈴できる,

先行轟籟 と機ては,黒 さびができる条件とし

ての熱 と空気が考 えられ 無 l」_つ いては3 1

年のあぶIり だ し鶴 子1議 をみった紙メ熱|こ よっ

て色が変化することな学ボ, 4年鍛でA/ぷ ん

で,でん』1ん 鍮熱による鮫イヒを学銭 さらlr_

6年で, 糠物修が繁によぅて札 気体,本炭

になることとどを学習 してきている。また空

気については, 2年ゆゴム風せんと, 3年 吟

0指 導進織

事象の観察

紙玉てっぽ うで, 自に見 えない空気を, 日に

見える形におき変 えて,具体的に とらえ, 4

年の空気のあたたまり方 ■ 空気 |ま ぼ う脹 し

たり, しゅう離 したりする通と, さらに 5年

の火のもえ方で, 物が燃 えるとき:ま空気中の

融策が使われる, とい うことなどを学習 して

きた。

(3)指導案 (靴面の都合で筒略化 してある )

① 単元 金属勢さび  6時 間

② 単元の目標
金属のさびにっいて間懸 をもち, さびが

できるのに関係するもφや, さびの性質を

調べる。

③ 指導計画

第 1次 金轟の表面の色と内部

の色・・・・・・・・・…
｀
●… ●・ 1

第 2次 鉄の黒さび・・・…・・ 2(本 時 )

第 3次  鉄の赤さび Ⅲ… …・・・―・ 2
第 4次  いろいろな金属のさび・・・ 1

④ 本時の目標 (2時間続きの授業 )

(認知的なもの )

・  鉄 を空気中で熱す ると,表面の色が変

化す ることに気づき, その原因を空気

と関係づますて考える。

● 鉄の黒さが|ま , その表面にできるうす

いまくであることを知る。

(態度的 なもの )

磯 子 どもの発想による問題の設定か携

意欲的に進求 し 解決 していく過程 を

通 して創造的な態度を養なう。

◎ 準備 省略

指 導 上 の

O変化を見る観点ヾ 見るところを, 前

時より転移する。

ゴ部分に分析 して見る

点

鶴議 をつかむ

。みがいた鉄片 を熱 して色の変

化を見る。

・ 鉄片の色が変化 した部分を

くわ しくしらべる。

O鉄片の色が変わったのはどう

してか考 える。

(全体‐が 丼→全体 )

・ 変化のようす

ようにす る。

O問題を自分命も

習するように |

わとして, 意欲的に学

むける。

学習め流 れ



条件 を予想 じ

吟味する

実験の計画を

立てる

実験する

まとめ,考察

す る

概念化する

適用する。

。鉄の色が変わったのは何が関

係 しているか考 える。

(個 人 …Ⅲ バズー・4全体 )

。鉄の表面が黒 くなったわけの

予想から, それをた しノかめる

実験の しかたを考 える.

(個 人澤メ ズ」全体・ 相互作用 )

。計画にもとずいてグループご

とに実験する【全体Jブ ルー

・ 結果の予想 プ作業■欄 人 )

。実験の記録

。実験の結果からわかったこと

をま とめる。=

(個人→ バズー→ 全体‐一網 人 )

。鉄の色が変化した条件を, しっかり

略藤 ませ る。

O鉄の色 が変 化 してい る ところ と, あ

ま ン変化 してい ない ところに着 目さ

。実験不可能なものがでてもとりあげ,

その中から適切と思われるものを選

|ゴ tる 。

。実験の方法 はグループでちがっても,

あえて規制 しない。

。実験器具の取 り撤いについて事前に

指導する。

O予想 と結果 とが合ったものだけがよ

いという考えをもたせない。

。予想仰ちがったもの iこ ついては, そ

のわけをしっかり考えさせる。

・ 黒 くなったの :ま 黒さびである

ことを知る。 (全 体 )

。黒 さびをほどこした鉄製品と,

そりわけを話 し合 う。

(燿 人 一→ 全体 )

0黒 さび とい うことばが子 どもの中か

ら出てこな |す
・れば説明す る。

。多 くの例 をあ l―Fさ せるのはよい 力ヽ

次の赤 さびとも瞬違 があるので, あ

まり深 くつっ通まない。

⑦ 鰤
← 鉄の黒 さび量できる原理を,熱や空気

と関連 づ 1鵞
´
考 えることができたか。

子 どもの発言や考 えノー トの記録 より

みるょ

黒さびの機念 をρかむことができため、

子 どもの発言や鞄録 よりみる。

問題意識をもち,意欲的に問題を追求

L9解決 しよう)と する態度がみ られた

かを,考 えノー りヽの記録, グループの

話 し合いや記録からみる。

(4)指 導の結果 と考察

ア.グ ループ命記議 かわ

子 どもがいか |こ 間慾意識をもち, 意欲的

に問題をilB究 し 解決 して行こうとしたか

をつかむために, グループの記録 をあつめ

てみた。次は, その記録の一 部である。

【各グループの記録の 〔予想 〕は鉄の色が

黒くなった原饉 (条件 )の予想  〔実験の

しかた 〕は, それを検証するための実験方

法及びtti果 を各グループで予想したもので

あり, リーダーがグループの話し合いでま

とめたものである】

それをたしかめるにはどんな実験 をしたらよいだろう

実験からどんなことがわかったか



。 Aグループの記録

〔予想 〕鉄が黒くなったのは,鉄の申に』、くま
れてぃるまざりものがこげたのだろ う。

〔実験の しかた 〕熱 して黒くなったところを虫
めがねでみると, まざりもののこげたとこ
ろめヽ 小 さなあなになっているだろう。

【考察】子どもがこのような予想 をたてること
は, 事前調査からも考 えられたが, このよ

うな実験方法を考えつ くとは思いもょらな
かった。 しかし見方によっては独創的な思
考 をはたらかせた, ぉもしろい考え方であ
るといえょぅ。子 どもとして|ま 先行経験 を

結集 して,精 いっぱい考えた苦肉の策であ

ったよ うに思オフれる。
O Bグ ループの記録

〔i予
想 〕鉄/JA黒 くなったのは,熱 により空気が
iま たらいてできたのだろう。

〔実験の しかた 〕二枚の鉄片をしっかりは りあ
わせて魔ヽ してみると, 空気のあたらないと
ころ|ま 黒 くならないだろ う。

【考察薇いちばん妥当性の高い実験法であった
が,実験結果は二枚の鉄片のつけ方がわる

くよい結果 /Jiえ られなかった争そこで, も
ういちど鉄 11‐ をしっか り密着させて実験 し

成功 したので満足 していた。

(こ のほかのグループでは鉄 /11黒 くなる条

件の予意tと して,水蒸気 すすなどがあっ

たが紙面の都合で省略 した )

イ.条件の予想・吟味と実験方法の計画の段

階の考察

ここでは本時の中心的 な学習事項である
,

条件の予想吟味 と実験方法をく応、うする段

階の指導について考察 してみることにする。
グループの記録からみるように, 子 ども

|ま 黒 さびのできる原因 (条件 )を予想 し
いろいろあげてぃる力ヽ こうした条件が出

たからといって,い ちぃちそれが条件かど

うな 検証する必要はないと思 うし 実際
に|ま できないことでぁる。そこで,条件 と

思われることがらをあるだけあげてみさせ,

その中から, グループ内でのパ ズ, グルー

プ相互または全体討議などによって′集中

的な思考 を|ま たらかせ, その妥当性を吟味

して条件を取総選たくさせることも, 見の

10

がせない能プリであると思ぅ。しか し この
場合, ど八ノな条件でも, 出した子 どもの気
持ちをくんでゃることもたいせっでぁる。

このようにして,条件がしぼ られて くれ
1義  こf‐Lま での経験 を生かすことができる
ような実難方法なわ!温 子 どらは興味 をも
って考え,結 果も―

T・ 想する。 グループの記
録にみるようlJ_,子 どもは空気lr_条 件をし
ぼ り,「 もし,空気が隠係 しているとすれ
ば・・・・・J,「 空気に』、れ′るところと, 応、
れないところをf乍 って実験 してみればょいJ

というような対照実験の方法 を思いついて
いるグループく)あ る。このようなことは,

問題解決をして行 く考え方や, 手法を身に
つける上でたいせっなことであろう。

7お わ り に

わたしたちは,「 子 ど電)の 探求心を育てるために,

指導過程をどのように吟味 L どのように指導 じ
たらよいか」について研究 を進めているのでぁる
が, ここで自分たちの授業を, 子どもの思考過縫
を「‐

l‐

X心に応、りかえってみると, まだまだむだな発
酔やラ要領を得ない発間が多かった り, 子 どもの

実態 をしっか りつかむことなく教師の考えにそっ
て, むりや りlC_子 どもをひっぱちているようなこ

とに気づ くことがある。

しかし 前時り疑整の反省から次時の授業の改
善 をするようなことをくりかぇしたり,学習課題
に対する考 えの進め方や, とりくみ方など吟訓練

を行なうことによって, 子どもが今までみすごし
てレ`たようなことにも9_FF尋 をもつようにな り, 正
しい間悪解決の方向 を子 どもな りにも考え出 して

くれるようlr_な ることを期待 している。
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学習への参加度を高めるためのバズ学習

市

　

森

路

　

ぐ

姫 立 東 光

崎

中 学 校

茂 )

l l棋  じ め に

「生徒が発表争しないJ「自主性がなく、先生

がいなしヽと何 もできない」「宿題をしてこないJ

等間麟点をもらながら、従来の教師中心の一斉

学習の設警破れず、学級内のよりよい人購鑢係づ

くりに手むつけない現状、このような中で{T可 かや

らればとlHl発 したのである。 さいわい以前唖路市

立高丘中学校で画期的な実践をされ、多大の成果

をあげられた永井展夫先生が本校に教頭としてこ

られたので、その指導と支えにより、一歩むふみ

出した。従つて、その範を高丘中学校の実践にと

つたので先ず高丘中学校の実践のlll要 を研究報告

から抜粋したい。「せめて授業だけでもまともlF_

できる学校にしたいJと 願いながら、なんのとり

えもない、ごく平凡な教師集団が、これといつた

リーダーもなく、誰 も赴任すること警あまり好ま

ないような学校でt横長を中心にして、さまざま

な議論を、あらゆる角度から考えながり、教育を

はぼむものを、ひとつひとつとり除いていつた。

そして一年後大変な苦労はしたけれど、何とか授

業のできる学校にまでこぎつけた。二等目には、

学力と人間関係争同時的に高める学習指導にとり

くみ、からまわりをしたり、考え方がi整 つたり、

教育の深さと遠さに絶望したり、更には教員の移

動が建設警1ま ばんだこと等がのべ られている。三

年目には新しい教育の姿勢和求める殴購に歪つた

J現在の東光中学校む考えてみると、当時の高丘

叫1学校程でないにして も、それl「_近い問騒が内在

している。ただ教育 をそれほどに考えないだけで

ある。考えれば考えるほど学習の場が気|ごなるの

である。 とい うのは今の学習方法ではひとりひと

りを生かすょりも殺している場面が多く、せつか

くつ くりあげてきた人lill形成への努力が、かんじ

んの学習の場で くず され、あまりに も多くの生徒

をとり残していること力∫わかつたか らである。 こ

こで学習の場において、参加度 を考え4fが ら学プ]

を高めてい く学習指導を研究してい く必要になつ

たわけである。

2教 育 へ の 姿 勢

戦後の表面的な自主、 自発、生徒中心の考え方

は教育的配慮の伴わぬ放任と、ぬろま湯 Z、 一 ドを

か もし出し、学習は反動的にテス ト中心になり、

高校入試 F尋題がこれに輪 をかけ、全人教育、人間

づ くりの教育は くず されてしまつた。 ひとりひと

りを生かした学習、 ひとりの落ffl者 もつ くらず、

お客様 をつ くらぬ学習はどうあるべきだろうか。

(1)藩iし い学力観

断片的知識や記憶力中心の学力から、驚1造的

な患考力、 自主性、協力強 警育てる学力を目指

すべ きであろう

(2)驚1し ぃ授業観 寺   ゛

緩欝は教科内容 警科学的に正しく教えなけれ

ばな らFrdい が、更に生活指導、 学級経営 をもつ

つ轟こんだ指導が必要である。生徒が自主的に

とりくまなければならない体割 をつ くる。
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(3)白 主学習 をめざす

生徒が鮮慶 む自分の もの と受けとめて、細か

ぃ先費1の指示や援助にたよらないで、自分で課

瞳 を解決してい く学習をめざす。

3学 習 の 手 だ て

(1)学習のきまり

ァ .学習 を生徒の ものにするために、 自主活

動の機関や組織 をつ くる。

ィ 。全員がとりくまぎるを得ないようにする

全 銀活動・全員発表

ウ .全 員役fill ひ とりの落lr■者 もつ くらない

工 .不特定多数の生徒 を相手にしない

オ .指 名なき授業

力 中学習のとりきめ

∽ 時囲のはじめの きまり

0ベ ルが鳴つたら席につく

o仲 :を 学習す るのかめあてをたしかめる

oよ そことをしないで問題解決、練習に

積極的にとりくむ

紹)話 し方の謝1練

' o聞 き手の方 を見て話す

oわ か りやす く話す

oこ と|ぶ使いに注意する

o順序よく話す

o要点 シおときない

o考 えなが ら話す

oそ の他の発表

働 鶴き方の議1線

o轟ξし手の方 を見ながら闘く

o要点 警メモにとる

o相 手 を尊爾ミしなが ら聞く

o事実 と意見 警区別して開 く

oノ ー トと比較しながら聞 く

ω 質問の謝1繰

む手 をあげて掛1く

6雲 間の焦点 をはつ きりする

JO不明際なところや、疑間点をきく

む呼応関係を|ま つきりする

輸 話し合いの謝麟

o共通点、問題点、緩lall点 を明らかlF_す

るという目的からはずれぬようにする

o訂正すべきところ、補足すべ きところ

難理すべきところ警中心に話す。
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○発表者と自分のしらべたこと、発表者

どうしの ものを比較しなが ら発表す る

o高 めるための発表警する

ol対 1の 応答か ら多対多の話し合いへ

(2)学 習形態

ァ .パ ズ学習の組織

学級人数 40名 (男 23 女 17)

腰I督]異 質 各班等賓 10壼 編成

腰Iは 1ケ 月ごとに再編成

班 リーダーは班をくむ薄ちに互選し 10名決

めておいて、残 りの 30名 が男女織み合わ

されるように鍛選したのちlr_、 リーダー会

議で調整する

○夢1の 機成  4人 グループ

班長 (リ ーダー )

○ 班活動全般について係警援

助し、教科班、清掃∬l、 日

番として壼を代表する

の  ○ 学習係
班内のパズ学習の司会

生澤i係 生活面の活動及司会

縄■iI係 保建体育面の活動と司会

o読σ)役書1

1 0Flに は、それぞれ 10教科 を分盤し

学キ:芝 全体の司会、学習の進行等の役壽1を

分織する (教科麗 )

それぞれの壼 |よ 溝擁甦 を分担する

(溝捕壼 )

それぞれ鋤壼 |ま 目番 を分担する (日 番援 )

o学緩 リーダー 4色

各蝿内の係 lr_対 応して、学級に全体の リ

‐・・―ダー、学習 リーータ
r_、

生活 リーダー、

鍵顧 リーダー があつて、学級全体の司

会運1姿 をす る。学級 リーダーは、生徒会

停学級委員が離任している。

4 復 冒 パ ズ

l ill鉾 鑽難が終つたあとの短学活警 10分延長

してその輝学響したこと警中心に実施 してい る。

(1)オ禽らし`

数落11旨導鋤効果的な基盤 をつ くる。

人間鶴係の改善、学鍛づ くり、自主的学習

勢饉1質 をつ くる。

パズ撃習勢訓練鈴場とする。



(2)内 容

o当 日学習した教科の内容 を教科班によつて

復習のポイントを明示す る。学級全体の進

行は学習 リーダーでおこなう。

o教科班の指示によつて、各人が要約 をし、

班の学警係は班の全員にそれ を発表させ、

相互点検をし、間願点、疑問点があればま

とめてお く。

o全体ででてきた問題点、疑問点について買

F・ll応 答をし、問題解決 をす る。

o未解決の問題ができたときは、その教科の

教科議で研究、調査して翌日全 員に伝達す

る。

o教科の復習バズが終つたあ とで、 1日 の生

活の反省 をバズ討議で、各饉ごとにおこな

い、全体で問題 をとりあげ解決方法を考 え

る。

(3)自 己評 fllliと 生活設計

o学校で印刷した規絡の用紙でノー トをつ く

らせ、復習バズのあとで 1日 の授
‐
7_に つい

て、 自己と班の両方 を自己評価させ る。 そ

れに もとずいて帰宅後の生活設計 をたて き

せ る。伝達、提出物等について も忘れぬよ

うにメモ警とる。 自宅で iま 日記 と実施につ

いて (生活設露
―卜の )自 己評価をする機がつ

くつてある。

o翌朝の学活で壼の中で記録 警相互点検し、

その日の壼の目標を、学習、生活、健康に

ついて立てる。

(4)復習バズと目課時間

毎日45分の 1授業時を充てたいりであるや
'

次のような日課時間をとつているので、月末

金の 3日 は 45分 とつているが火水の 2日 |ま

汽車通学の生徒 もあつて 30分程 しかとれな

い。 このような日課時間は、新指要領への移

現に対応してつ くられた ものである。

日  番

転朝学活

第 1校時

第 2絞時

3・

8・

8・

9・

25～

40~ 8・ 55

55～  9040

50～ 10・ 35

第 3絞時

筆 4校時

墓墨     食

第 5校時

100

11・

12・

13・

45

40

29

10

11

12
13
13

30

25

10

55

筆 6横時 05-14

251
-一」

50

範 7絞時 15 45

上表は冬爾 (19月 ～ 3月 )の 日課表で

あるが夏鸞時間になれば学活清掃の時間はも

つとゆつくりとれるようになる。   ‐

3 人 間 購係   学 級 づ く リ

「 人間関係 な高めることと学力を1申 ぼすことは

本来一つ鈴ことが らでなければならない」 と塩田

先生の説に もあるとお り、今後の学力 との関係を

肥握し、間轟点 をつかむ客観的方法として学年の

|ま じめにソシオメ トリツクテス トを実施し、マ ト

リックスをつ くり、集閣構造を考察することにし

た。 2学闇の議査が未だで きていないので比較す

ることができないが、バズ学習をとり入れ る以前

の集団構造がわかる。

これ 警見ると下位築機 iよ 5つ に分けられる。第

1下位集園 |ま 女子全数を含む大 きな集団になつて

い るが実質的には 2集麟 と見る方が適当であろう

。 37の生徒が両集級のつなが りになつてい るの

で、集顧1内 も排斥が見られ、明らかに分離の 1藩 向

がわかる。第 2下位集観 1よ 第 l lr_く らべてまとま

りがよく、 23と 18に轟1互排斥力
'見

られる。第

3集団は 5名 でこの中に被排斥数の多い 11・ 1

2の男生徒が含まれ亀簑爾 との断層がわかる。選

辺児 iま 3名 でこり中 1名 φ女生徒は被排斥がない

のが特徴である。孤立児は 1名 こ り発生徒で、第

3集騒 警全識畿択 している。 スター|ま 9の生徒で

この生繊は繁 8下位集翻から選択されている。男

女間の理択 :よ 1ま とんどなく、排斥があ り、や ゝ対

立にあると亀られる。全体に予想したより排斥数

…3-

一　

一　

一　

一

14

00～ 15

f入水序活清掃

0学活満構  14・ 50～ 15・ 20



が少ないのは、学七チ1成 lミ |1場 の接触時熱|が 少ない 1

学場|の「|:囁 Ffつ たか らであるか もしれないぃ予想

で i■ 2卜 :l目 には排斥がtFl加 するのではないかと考

ス…る。

6学 力 と 参 加 度

1仁 畷 書

|ぎ 鸞鶴

|・ 轟ν

IF霞 亀

学ヵ検査は1学期に実締し、パズ学習実施前α)()の

を調査 tノ であるが 3学期に も実施して比較する言十

illiiを たてている。

参加度については協力学数の援助によって実施

する予定である。
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能 力 。

第 2回 バズ碁
す

TJ千 :覚

1生 |こ ず る 指 導 と

,A.u{

,,{ x.tl

1。 1よ じ ぬ |こ

｀

38年度 2学勘 らヽ、教科 指動 中にパ書 習

形態 警取り入れてきてぃ る。

「 どうした り数学 C授業が楽 しくなり、授業へ

積極的に参力目する ようになるだろ うかJが 、パズ

学 習形態を取 り入れたな つかけである。

過去 7年間、自分なりに試行鐘誤をしなが ら現

在にいた っているが、授業の中で生徒 たちはいき

い きと活動 している。

(1)い き軽量した授業

毎日の授業は、学級を単 fitと して行なわれ

教材を濾 して、指導若 (教師)と 学級を構成

するメンパーとの相互作用に よって逢婦 毎れ

てい る。 したが って、学級の授 業へ取 り組む

意欲
｀
一 授業への積極的 な参加態度 によ つて

いきいなとした授業が可能でぁる。

(2)授業への積極 的参加

授業な自分た ちが進めているのであるとい

う積極的 な参加態度 lrA、

ア、指導者を含めた学級の人間 関係軸 上

イ、本時の朦標が生徒 ひとシひとりにれ るヽ

ウ、投業 を通して、生縦 ひとりひとりが成功

感・充実感を体験す る。

等の事実の積み量ねによって可能である。

(3}自 己理解

教科学 響でたいせつなことは、生徒 ひとり

ひ とりの総知的目標の達成度であるが、次の

点を見逃 してはならない。

東京 都練 馬区 立 中村申学 校

(望 月 和 三 郎 )

人購は生れなが わにして、個性的であると同時

に社会的 なもので ある。

学習は、鶴常生活のあ毎ゆる場 で行 なわれてお

り、それらを通して知 らず知 らずの うちに人間形

成が行なわれている。

教科学習の場は、学級を単位とする集醗 上に

成 り立 ってい る。

これ らC7p事 実を直視 した時、生徒ひとりひと り

の認知的 目標の達成度 は、学級全体 Dふん蘭気に

よって左右されてくること|ま 白明なことである。

と同時に、このよ うな学習の場 一 集団の相互

作用に よ つて、真の 自己理解が可能である。

したが って、教科学 習の場にかl―lる 教師 の意図

的 歳指導の中で、生縫ひ とりひ とりが 自己理解を

深 る、自分の能力をさ毎に停長させるための援助

活動が行なわれなければならない。

2.能 力 幸適性に応ずる指導とバズ学習

最近、能力・適性に応ずる指導の必要性が特に

強調されているが、どの ようなとらえ方 をすれば

よぃかについて述べる。

(1)能 力・適性 と学力

能力とは、現在あることができる、域た、

将来あることができなであろシ
・
とぃう可能性

をいゎ、ある対 象 を問題に した とき、それ に

対する能力 をその人 の速性 とい つて よいで あ

ろう。

学力 とは、学 習の結 果獲得され た ものであ

-1-



つて、古ヒカ とは区別 してみなければな らない

である シ.しか しなが り、なヒカ・ 適性と学力

はズ
・
番乗的 に関連し合 い開発されてい くもので

あ り、責客してい くものであると弩える。

(2)角 絶力・ 適督|:に応ず /_l指 導のあり方

生イ4iひ とりひとり#1ツト常に個性的 である。

こ(Dl固 性的な111ま ンが学級で ある。

教手二1学 習irl学 級という集団の中で一年きいに

γjな われ、学級を構成する生徒ひとりひ とり

の人間1形成が時 々刻々進行 しているの である。

奎ようの生徒は あすの生徒ではない。

した |二 つて、その時点時点 r_おける指導者

の儀Lお
'こ

i典 した:象 欲的な指導と学級のふん囲

気が生住ひと りひとりに与える影響は大 であ

る。

侃性約であるとい うことから上述 の学習の

場が極端に個別化す る、また一方、個人が集

団の中に埋没して し戒 うような集団 fし には留

意する必要があると思 う。個別化 と聾団化の

兼ねあいがたいせつであり、このよ うな1鷲 導

の中で、生徒 ひとりひ とりが、成功津・ 充実

A象 を味わつような意図的な学習活動を迪 して

生徒ひとりひとりの変容に援助を与え、自分

の能力 0適性を発 電じ伸長させるようにしむ

けてい く指導でなければならないと考える。

(3}バ ズ学習のね らい。

バズ学 習のめざすものは、生徒ひとりひ と

ンの認知的 目標の i竃 成 と同時に、態度的 日標

の選成 にあるといえる。

すなわち、知 i畿的な面の指導と態度的な面

の指導とを、辞1時的 。相乗的に考慮すること

によ つて、生徒ひとりひとりの学力の向上を

図ることにある。

1で逃べたように、生徒 ひとりひとりに、

ご1分 の属する学級の中で、自分 を知 りより上

くしていこうとす る意欲を もたせるようにし

むけてい 〈指導形態である。

このようにみてきたとき、パズ学習は、

「 生徒ひとりひとりないかす指導法Jの ~つて

あるとい つて よい。

-2-

5々 私 め こ こ る み

生徒ひ とりひ とルを与アヽかすために、教科指導の

面でこヒろみていることをあげるの

(1)授業展開 … 援雌な自分たちが進めてい る

のである とい う実 A事 をもたせるために、次の

ことを実施 してきている。

ア、グルニ プ。ノー トー グルー プごとに持

たせ、課題実施状況、疑問点や解決 したこ

とがいを記録す る。記録者はグルー プの中

での輸番制で、本時 の話し合ぃの際の司会

者になる。

イ、小黒 板 (たて 75銀、 ここ 50醜。表は

方眼、製は無地)― ダループごとに持た

せ、必要 に応 じて、そのグループの疑問点

ゃ課題の解明などを書かせている。課題の

内容によ つては、個人の考 え方 も書かせ、

この小黒板 を掲示することによつて学級全

体の考え方がわかるようにして繰る。黒板

記録者はグルー プの中での輸礁格塩

ウ、授業記録ノー トー 学級に一冊用意 し、

学級を通 しての輪番制で記録する。だオ1″ で

も記録者にな つた ときは、授業の ようすな

もらさず書 くことにな つている。記入事項

は、月日、曜 日、時限、記録者名、久庸 。

灘力|・ 早退者名、投業のようす、講轟、記

鮭者感想 争反驚で 、授業を 欝すなか った生

徒は必ずあとで読 みサインす島.

工、課題 一 だれにで もとりかかれ 、しか も

ある1温度の不確かさをもちt本時のI内 容が

確認できるものを与えている。そのため 1/C

生徒の実態に即 した ものなプリン トした り

教科書の内客を組み変えて板書 したりして

課題の難易やその内容が指導言^十

面で占め る

位織などを考暉ヒノて、生徒の思考様式にあ

る程度の方 1梅 づけをする小ステ ツプを与 え

ている。 (識翠騒例 :別添資料 1参照)

オ、相談的配慮 を亀つた発問 一 疑問点を学

級へ報告され為場合ゃ1翻人に指名した場合

その内容がた とえ本時に関感が漱いとか、

い
また、明 らかに懇 つている ものであ つても

ずべて受けいれるようにしてい島。そ して

「正 しい考え方 e解決の方法を出す ことは

締構であるが、誤崚 つていやしな繰かなと

思 う考 え方 0あやふやな解決策等 も逮感 じ



ないでどじどし出しなさぃ」 といつてか 1)、

それらを取り.ンデて授業を進めてきている。

例えば、課題 0り添資料 1)で 、疑観点

を出す際、c機 順序対など多書いたらよい

のか、という疑間が 6班 ある,ち の 3つ の

班から出た。イ由の班はそんなのか ?と い つ

た顔をしていた。

しかし、″とyの変域が数全体であるか

ら、順序対 (″ ty)の 集合は、無限集合

になるので、ここでlFlだ いじな内容になる

わけである。パズの結果を小黒板に書かせ

て、その疑間は解決 したが、本時の授業は

これをきつかけ1/Cし て活発にな った。

B以下は家族学習の課題にして、第 2時

間目にC卜⑬を実施した。

その時、変化の害J合を個々にないていっ

たところ、A鶴 舗譴鞠察る、授業中ほんや

レしていることが多い)静ま、⑫の変化の書」

舎を

`と

答えた。⑬量で指名したあと、A
に 6と 答えた理由をたずれた。学級全体か

ら、アレ ッとぃ う声が出たため不安そ うで

あ ったが、 ″変化の書り合は、″にむす びつ

いている定数と関係があると思 つたので…

…″と答えた。このことは、対応表か ら変

イしの書J合 を調べたぁと、式の形から判断さ

せ ようとい う次の段階を指 していたのであ

る。

誤 りではあるが、それを取 り上げ、式の

形か ら一次脚赦の変化の書」合が どこに表わ

さ準て降るかに進むのに非常に貢献 した内“

容であ つた。Aはいきねきとしてきた。

次に、式の形から一次関数 ir_lど れかとね

多発間 に対 して、さ っとB卸能偏差値 40

数学はあ峻り得意ではな い)力 i手 をあげた。

Cです と答えた。他の生徒は不思議そうに

その答えをないていた。 しばらく間をかい

て、なぜ渉 とBに きいた。Bは 、 ″y tt α″

+わ と似ているから″と答えた。ここで、

「 Bが似ているといつたがJと いぅ問いか

けでバズにはい った。 Bの ヒントです く
゛
に

y鐵… 2″ も一次関であることが確認され

次時への発展のきっかけを作った。その後

のBの授業への参力爾態度は非常に積極的 に

なつてきた。

(2)自 己評価 一 生徒ひとりひとりの実態を知

り、客観的躊資料を提供し、よりよい方向へ

の変容を援助する意図的な指導でなければな

らないことを述べたが、そのためには、生徒

ひとりひ とりが「 自分を知る」ことである。

したが って、その時点時点にかける生徒 の自

己評 flmと 教師っ援助か ら「 やる気」を出させ

ることがたいせつであると考え、学習効果の

測定 (テ ス ト)、 授業への参加態度等につい

て くふ うした。

ア、テス トについて 一 テス トは単に序列を

つけるためのものでな く、継続 的な学習の

その時にかける内容へのi恵応度を知るもの

で あつて、自分 をよりよ〈する評価の基準

である。 したが つて、テス トの回を重ねる

ごとに誤答をなくそ うとする努力がたいせ

つてあ り、大いに利用するものである
。
こと

を強調 している。

0 実施方法 一 復習的な内容、予 習的な

内容を遺宜取 り上げ、テス ト時間は 5～

10カ腟度の ものを朝の短学活の時や、

授業開始 と同時に行ない、で きるだけ授

業の流れ の中で利用 している (テス トを

そ のまま本時の課題 として扱 うこともあ

る)。

o 採点 ― グループや学級内での相互採

点を時には実施し、誤答 1つ を 1点、 2

つを 2点、………とし、 0点が最高得点

になるようにしている。 (f也教科と比較

するような時は、 100点 満点にし正答

を得点としている)

レ)処 理 一 偏 差値 (=5o+≒ 轟弁
× 10

X:得 ノに x:平 均点、sD:標 準偏差 )

を求め記録 し、その日か翌日には返す よ

うにし、も

'一
度や りなかしをして自己

評価 を書 き、父母の感想、署名を書いて

もらい、返却 した次の 日に再提 出させて

いる。なか、返却け るとそれ と同一か 同

じ内容のテス トを実施する と約束 し、必

要な内容について実施 してきている。

政た、学期末には、学期ごとに実施 し

たテストを峻とめ、表紙 (学期の反省・

自己評価・ 教師ゃ授業に対する意見や感

-5-



;篭:。 父∫被薦1[′ 1:fら んな印刷 したもの)をつけて提出させている。 と同時ク
′こ、テス ト結果の/豫 フ イ

ー ル (数学ナス ト饉盤懐費)を 作 》 (1枚は教師が 1)ち 、も,1枚 は生徒各 自がもつ。下表参照)

グルー プの lllて か互いのプ凛フイールを検詐lし なが らその対策について話 し合いさせている。

1年 (c)組 氏名 (

学力SS ケロ古旨SS
57 -5

得  1 偏 1偏 差會なグラフ (欠 席の時は欠 とす る)

|↑ 1施 1北
LI

1年 間の数 学の学習を通

して現在どんなことを感 じ

ていますか。

現在の気持ちを正直にあ

らわして 〈ださい。

下の項 目で

・ 特に良か った ものには ◎
。まあ良か つたものには ○

・少し悪か つたものには △

準特に悪か つたものには X

をいまして下さね。 (各項目

に◎、○、△、 Xの構ずれ

か1つをが いれること)

轟| 万1 
内 容 |   1差 1   315 15 15 615

54

学

成

■社■L壼

:

1穿

7o758085

4/9

1/10

6/10

上の紆fl義 か ら、轟体み(1重 点的に 1年 の教科書を中心にして学習 じ

なければなりない|メ〕容を最低 4つ あげなさt/6。

一 自分できめた春体みの課題です 一
1・ …関数.… ………………………………二..■ “ .

3・ ≡角形の性質   …… … ………
4.正 っ撃 :魚|の 数 ...
5.撃難の性鷲 .・

-4-

一
　

　

　

１

　

　

　

一

数学 に舞味が

あ つて積極的
にやろ うとく
ふ 多した りし
ましたか

○

婦 のもとに

なることや法
Ell書 用語 幸妃

号などをよく
理解して利用
でなるように

な りま したがヽ

○

計算が正しく速 く
でき、グラフや図
形を正 しくかける
ようになり唆した
か

X

いういろな関係をすじ
みちをたてて考え―るこ
とができるようになり
ましたか

○

)番

成 就 値 1学 期 2学 期 5学 期
―卜、 5X

言1実 |

レ:

|:一 :―

・

:

4・0 |ズ

512,1器 |ダ ラフ  | 5/7 4 2 ||ゝ ||
_1____二 || |

f二 42

712.101閣 角形 4/1o 51

7/12 52

5/12 54 | ||)
1012.191再 2/6 52

|・

・

:■ ■

541

12122ア
1露 47 /

7/8

2/10

4/7

42 ｀
1・

ヽヽヽ、、_|

〆
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20255o654045505560る 57o758085
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・

ビ

'「

‐・

崎 答案の返却 一 直接本人に渡さないで、

学級に無 作為に渡 し、他人の答案を使 ,

て話し合いをさせ るようにしている。

この ようにし′て きて幹るので、話 し合い

の申で誤ま った ところを理解す る まで鷲

:間 し、質問された方l―■一所懸命で説明す

る姿が見われ るようにな つた。崚た、父

母も採点や感想 0署名 に面 くらつたよつ

であるが、こちらの意図することを理解

し、感想 らんには、生徒への励唆 しのこ

とl―Jを 書〈ようにな つてきている。

(うは、 46年度から実施したのである

が、数学嫌 t⌒ の生徒 で も内容によ っては

数学好 きの人 よりもす く
゛
れているものが

あるんだ とね ,こ とを知 》自信をもつ よ

うlf_な った。 と同鋪に 、「 数学隷いにな

つたのはだれのせいでも最い、自分自身

が教まけたからだ。 もつとがんばろ うJ

(43年度 5学期 3年生 )と いう積極的

な面が出て きていた。

峻た、現在は、長期体業中の自分の努

力襲標 (自 分できめた課題内容)を設定

し、実行す るようになってきてねる。

イ、授類 の参力i態 度につ幹て 一 授業へ畿

極的 lT_参 加しているとい う実感をもたせる

にはどうした
・
らよいかを考え、次のような

内容 な印覇」した自己評価表をもたせ、授業

終 了直後に自己評価するようにしている。

人 物 評 か らみ

月 園、曜 日、時眼、授業内容、道i己 評価

(評定内容 l楽 し′か つた浄、 内容の理解、

話し合い、唆 とめ、課題や次時の予定の理

解、忘れもの 一 これ らを総合 して 5段階

に評定する。本時の感態 )、 本時の たいせ

つなれと、壌 理 解できていないことなどQ

そ しノて、時 々自己評 価表を点検し、意識

的に次の時間指名するよ うr_してれ る。

44年度 2学期に、交換授業で ア時間指

導した 露年の男子 (鸞ヒ偏差値 66)の 白

己評無表な点検したあ と、 ア時間 目に意識

的に指名 し、彼の出した内容を取り上げて

授業を進めた。その結果 彼は 7時 間目の授

業の反省の中で「 は じめ鏡だ らけていたが

後半少 し良くな つた。鍵は これか ら授業を

も つと真剣に考え
Fご

みたいJと 書 いていた。

すでに述べた ように、学級のふん囲気が学 習の

場 1/C相 当影響を与える点を考慮 して、学級経営の

中で、次のことを実施してきている。

(1)人 1勿評 ― ダルー プ替えをする際、人物評

優麟添食料 2参照)を作 わせて掲示 し、他の

グルー プ員に周知して もらつてか らグルーブ

替えなしてきている。

そして、年度末には下のようなまとめをさ

せ、 1枚は自分が もち、もう1枚は担任へ提

出させている。 (P4数学テスト偏差値表の

生徒 0の ものである)

た私 の変 化の よ うす

6月 28日 10月 5日 1ll~15議 5月 2日

長

　

　

所

友み
達た
静ヽ
ら

明るい。 どうどうして
いる。
正直・ 素直 0やさ しい
か もしろい

明る幹。かもしろい。
そうじは竣 じめ。
明 る〈楽しい。
や さしい。

明るい。た唆にま じめ

感 じが よい。
男 らしい。
お もしろい。やさ しい

親勢。
ユーモアた つぶり
積極的。活発。
男らしくたのもしい

か
ら

自
分

正 直L素直。
明るい。

そ 多じをさほらない 明るい。正直。
男各しい。

観切。素直・ 明るい

短

　

　

所

み
た

友
達
か
ら

自分か つて
声が大 きい

短気。むきになる
ふ ざける

少 しふ唆 じめ
少 し短気
こうふんする

うそつ盤
少 し短気
ときどきくる う

・

大 声を出す

かしゃべり
ふざける
,為 奪い
爾――

r― にのシす ぎている
か
ら

自
分

自分か って
声がでかす ぎる

不 壌 じめ お しゃべ りが多い 瀞じゃベ クをする
かちつ菫がない

要

　

望

友 ら
達の
静ヽ

こうふんする
あ崚りおこれず
かちつく

鍾気をなかサ
授業中しずかに

かちつ く
唆じめに

もつとかちつく

自か
分 り

もう少しかちつ 〈
こシふんするな

峻 じめになる 唆じめに も つとおちつ く

…5-



(2)ホー ム●ル∵ム 'ノー ト ー 個人の記録

ノー トで、緩1っ てし′ヽること、悩み、友だ ちの

こと、先 1:11に 111識 したい ことゃ要望、その他

1目 の生活夕 |・ で特に書きたいことなど、な

んで も書いて ょいことにな つてい る。

このノー トはf緩 日提出し担 任が点検 してい

る。そ して、返事を しなければならないこと

には返事を書 き、学級へ出す必要のあるもの

は、終わ りの短学活の時に読みあげ、学級全

体の言l議 村率1に しノたり、グループのパズで解

決させた りしてい /_h。

次 に、 5年 間留の クラスにいて、ホー ム●

ルーム ●ノー トを書きつづけて きた生徒 (44
・年度5月 卒業女子)の 感想をあげ てお 〈 (原

文のおま)。

入学問 もない 4月 11日 、私た ちに 1冊の

ノー トが渡された。名付けて ″H・ Itノ ニ ト″

そ して、これに毎日の生活をあますことなく

書 きこむのだもそれは強制的なものであ つた

私たちは大いに不満であ つた。 こんなことは

強制され るべ きものではないとい多信念があ

つたのだ。だが、とにかく110Rノ ー トはつ

けてい つた。時 |'こ はそれが苦痛であつた。一

体何のためにこんなことをしなけれ l―fな らな

いのだろ うか。私 if_は どうしてもわからなか

つた,こ んなことがい つば いで、ど うしても

先生に向 つて心を F再 〈ことがで きな静ゝ った。

したが つて、H tt Rノ ー トの毎 日の生活記録

の後に書 く反省や感想 も深い内容の ものにな

れなか った。反省の文が形式的だ ったのも今

考えてみると小さな1彙抗だ ったのか も知れな

い。そんなことをι事じてい るうちにも、「ヨカi

たつにつれて感想は 半ペー ジ、あるいは 1ペ

ージにとなつてい つた。それても唯だ「何の

ために……」という気持ちを捨て去ることは

できなか った。

三学期が始ま つて晨1]も ないある日、進徳の

時間 IIo ltノ ー トの鷺蟻について話し合 っ亀

その時先生は「 1‐ I tt Rノ ー トによつて燿たち

を80%ぐ りい唆で知 りたいJと か つしゃつ

た。それに対して、その日のノー トに私はこ

う警いた。

1月 9日 一 II・ Itノ 。一 卜1/Cは 書けること

… 6-

と書けない こと静:挙 ります。先f菫 鏡爾、た らの

20%～ 60解を知 つて くださオtば、それて

じ攀多ぶんです。 一

だがそれか 藝 1奮 メ]半ほどた った 2月 27
日には、次の よ、うに書いれ

― 私はき まシか らこのノー トに、自分の

心を正直に書いていきたいと思棒竣す。 日記

幅 と同 じくらいに 一

それか らず つとき ようまで、このノー トに

ありの峻域の自分を書いてきた。そこlC_私の

やすらぎがあった。何だ力ん だといいながら

も、 110Rノ ー トは私か ら切 り離せない もの

とな ってい つた。その頃か ら私は日記帳 とい

う名のノー・卜は持たな くな つた。 H・ Rノ ー

トにすべてが書けるか ら。

II・ Rノ ー‐卜を書いてよか ったと思 シ通と

は人に よ つてさ竣ざまだろ う。だが、私が何

よりもうれ しぃのは、先生にノかを開 くことが

できたということと共に、自分自身の三年間

の足跡がしっか りと残 っていることたし私が

生 さていたという証拠が,

このノー トは不思議な力をもつている。な

しくや りきれ なくな つた時、その気持ちな率

直に書いてい くとな しみがやわ ら棒でくる。

それは、決 して自分 をだtし ているのではな

い。書いてい くうちに自分のな しみがとるに

足 りないものだ とい うことがわか って くるの

だ。 どんなことでも、ただ考えているだけで

ヤま、その考えが自分 自身にさえは つきりとは

つかめない。ただ書 くことに よつて、自分の

考えな自分自身にち、崚た相手にも理解 して

も らうことができる。 自分の考えを知 つても

らかとい

'こ

とはたわせつなことである。

″110Rノ ー ト″これを三年間書 きつづけ

てきて本 当によか つた。私の心の友であるこ

のノー トをいつ域でも警 なつ夕・
夕てい 量た椰。

(43年 5月 )

(3)認 知的 轟機 と態度 F/・J目 係の擁成 との機連

41年 度 1年の D(男)と E(女)につ

いて、 42・ 嗜秦15～ 5・ 4の間に実施

した 11回のサス ト結果 と観察所見を教げ為

D:知能傭差憶 6基 、学力偏差饉 68

鷺 :  ″  56、    ″ 45



「
i

なか、得点は偏差値で示してある。

D(4104019o心 情検診所見 )思い通

りi/Cや りた く、規範を無視 した り、常識を

はずして しま う。 受容ゃ安定に久ける。不

溝多 く気崚ぐれでぉ こ夕 っぼ く反抗的であ

る。自己顕示性が強い。

(2学期末までの所見)学編 らヽはみだす

傾向があ り、 1人 で 1つ の班を作 つていた。

2学期末までのテス ト結果は非常に変 動が

あ つた。時に高度な内容の意見を出 しても

思考に継続性がな く思いつ きの感がある。

本 l・tよ ぐ読むが、提出物は全 く出さない。

ノー トl・tと つたことがない。 2学期後半、

図形 の特殊∵般について議論したが自分の

驚異 な無理やり押 し通 そ うとしていた。

(5学期の所見)担任からの指導、仲間か

らの費 き上げがあ ったのか落 ち鐵 量が出て

きた。班か らはみだそうとする気配はな く

なん とか所属 しようとする努力が少 し賢́ ら

れた。授業態度 も相当 1/C変 化してきたが相

弯わ いず機聾 1勿 は出還ない。ノー トは時に

とるようになつた。質問をしにきて も以前

のように議論を吹 つかけ自分の考 えが通 ら

女いとどうにでもなれとぃ うような、なげ

や りなところがなくな つてきた。

テス トの結果にもその落ち着 きが出てい

るとr思 う。日常の態度が良くなれば もつと

向上するのではない静、 今後の個人指導に

は じゆ,ぶんな注意が必要である。

E(4104019中 心情検診所見)男 に生

れて くればょか ったと思 つている。父親は

好 きである。母はす く'お こク体翻 を加える。

姉にやりせないで手伝わせ るとい う不・inを

もつている。

(2学 期末までの所見)入学当初学級委員

(1写l健 )に立候 補して仕事をよくや ってい

たが、小学1文 の時に友人のノー トを盗んだ

とぃ うことがあ って、その努力が級友か ら

認められなく、自分か ら疎外 しようとい う

1項 1句 があ った。学級の男女の別な くよ〈け

人′かをしてい た》授業態度悪 く、終礼 (短

学活 )の時 Eの名前の出ない 日はなか つた

学 習意欲なし。 9月 早 々に盗みを し、見え

すt/nた うそをつ いてなかなか認めなうヽ つた

が 、担任の追究の結果自分がやった ことを

認め亀  9月 末か ら児童教養相談所へ母親

と・一緒に毎週 1回 カウンセリングを受けに

行く。 2学期後半から明るさが出て きた。

テス ト結果は低迷 していれ

(5学 期の所見)級友か ら良 くなろうとす

る努力が認め られ友だちもできた。情緒的

に安定 してきて、担任 ともか くしだてなく

話をするようrCな つて きた。 と同時に積極

的 に学級の仕事をするようになつてきた。

学習態度に落ち着きが出、意欲が感 じら

れ、テスト結果は安定 してきている。第 5

回のテス ト結果が少 し落ちているが、父親

が 0市へ転勤になるのて転校 しなければな

らないとい う気持 ちの不安定さが影響 した

ようである6

0市へ行 くことについて、ホー ム・ ルー

人 ●ノー トヘ次の ようなことが書いてあ っ

た (原文のまま)

0市 ってどんなところだろ う。 よくわか

らない。で も早 くい つてみた いような、ゎ

かれるのがさみしいまうな、なにがなん だ

かざ つぱ りわか らない。でも、Kさん や Y
さんに崚け ないようにがんぼろうと思いま

この 2つの事伊い らもわか るように、認知

的 轟標の達成 と態度的麗標め達成とには密接

な関連があるとい ってよぃ。 したが つて、生

徒ひとりひ とクの実態 をょくっかみ、いわゆ

る機弊蠅 と幹われている生徒 に対しても縄 談

的臨ド をも つてのぞ唆ないとち よっとしたつ

まず 自で意欲喪失の現象が生 して くると思 う。

一 アー

淘

“

詢

４０

弱



4 お わ り 1こ

は じめにも述べたよシ}.■ 、バ/学 習を教科指導

〇 |・ に1『くり入れて構 7年になる。

「数学の費業が整じ〈な り、1受 業へ積極的 に参

.加するように するにはどうした らよいだろうか」

と韓多素本卜な願いは雲Iり↓されつつあるよぅに思 う。

1111走ひとりひとりの能力・ 遠性に応ずる指導の

あり,7と して、現ず11唆 でにこころみて きたことを

ルニiべ た。これらの こころみに よつて得 られ た資料

(1)3～ 1)4 働 の学 lυlご との 自己評価 0数学テ

スト競メ111轟 表、P5 イ、授業参加の自己評価表

1)5 人■評か らみた7、 の変化の よ うす等)は、

数学1[1ム 費 r・ Iと ∽ ぅファィルに保存 じ利 用lし てき

ている。

たこ力・ 遮性に応ずる J鷺 導として、学力差に応ず

る指導形態、学習の個別イし、教育機器の導入とい

うことが強調されているが、次の ような点に留意

しなけれ l―Jな らないと考える。

(1)学力差にr悪 した指導形態は、能力別学緩 lf_

せ よ自然学級昨 tiよ 、一斉、グルー プその他

の学晋形態 であろうと、共ilflじ
=い

えること

trl、 学級の指導者も含めた人間関係を無視ヒ′

て:ま ならない と1/6う ことである。

12, 学レプの個鷲li fに は必要であるが、単に教科の

iJ t_ユ の達りt度 だけが前面Iに 出て しま つて、生

徒 f観 々の もっている思考の多様性、集団思考

だよる個人恩考の鋤長、援助等が軽視されな

い ような配慮がたい よつてある。か とい つて

個人が集闇の中に壇投してし唆 りようなこと

にな つてし竣 つて もいけない。

(3)教育機器の導入は、学習効率を高める上に

非常に有効であるが、この使い方を誤まると

受動的な生徒を作 ってしまうとい う危 ぐがあ

る。

教育は「 出会いJであ るとよ〈いわれる。単な

る出会いの関係でな〈、

`:L徒

が、 自分は先生に理

解されているとい う心の支え を もつような、心 と

むの 触れあり出会いの関係lrc政 て積極的に取 り組

峻ねばならない と思 シ。

パズ学蟄形 態を数学の教科指導の中に 5年 1明 取

り入れて指導じ
=、 45年 5月 に卒業 じ高校や実社

会の経験 4カ 月後に調甕したァ ンター トに表われ

て鍵 た多くの感想をあげる。 (回答若 65名、回

収率 55幼
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A(女 )・・…・教えてもらつたり教えた りす るこ

とに よって数学だ興味を もつた。楽 し〈なる

と壌すますやる気が出てきたΦ

3(男 )・・…・グループ学習て身につけた人と人

との接触ですぱら しい知識が身についた。

C CO,… …人の考え方を聞いて枠るうちに自

分の考え方の良幹悪いを知ることがで きた。

I)(女)…・…いつ も数学 の授業を自分のものと

tノ てや つてきたのて緊張感があ り、問題をみ

んなて或程度の深さまで追求するこ とができ

た。

E(女 )… …・数学の勉強だけでなく友だち関係

も深くな つてきた。

Fび⇒ ……自分 の考えをは っきりいえるよう

にな って きメ亀

これらの感想かいもわかるよう1/C、 学鷲の中で

のパズは.自 己申心的な ものの見方か ら、 自己を

拡大 しよシ広い見方な身につけ、自己理解 をしよ

かとす轟心的発達段階にふさわ しいものであると

考え"ら れる。

最後に、能力 摯適性に応ず る指導のあり方とし

て、パズ学習形態の上 に、教科 指導 争学 級経営の

中でいろいろこころみてきたが、これがすべてで

あるとは思 つていない。さらに より良いものだす

るために、前述 した(1)、 (2ヽ (3)の

'■

かに

。 J.Seブ ルー ナーが「 どの教科で も、ntl

的性格をその政
‐
まにたも つて、発達のどの段

階のどの子どもに も効果的に教えること力まで

きるJ(教 育のi鐘程 岩波書店 )と い うこと

を念頭にかき、よ り深い教材研究 と生 徒 r_hと

りひとシが膝き峰なと学習で きる授業展開の

機 妙方はど つあ つた らよいか。

螂 他教科 とのi爾 連、特yc、 特別教育活動や学

校行事等の場でい警1/nな と活動 してい る生t徒

を教科学習の中でどのように幹かしてい くか

につ恥て、今後の教育活動の中で機極的 にI釈 り組

んでいきたれ



1.共 同撃習をとり入れた動機

教育 lrl知 識の集積を与えることではな〈、彼

等 に問題解決の力を与え、思毒力を培 う営みが

意識的に累績されてこそなんとつの教育 といえ

るoと ころな この重要な営みか らはみ出 しこ

′fれ落 ちる生徒

"ま

卑屈 と非行には じつたり、劣

等感にかちぃって人間の持つ n―J能性を発揮で き

ず つず く、れてい く場合が度々ぁる霧

本校がH召 和 40年度に生徒指導の研究俊に指

定された当時1を 思い出 してみると、高校人試に

過度に神経を費ゃ 臥 教鷺務ミぁせ ってむきにな

ればなる′■ど教育効果はあが りなか つた。進学

率 も90“ を越 払 父兄ゃ社会の要求が一層寸
｀
手]

車をかけ、一方通行式の学習指導t受け身の学

習をたどつてぃた。その 4月 生徒の悩み調査を

してみると最 も多 くの生行が学習についての開

心 を示 し頭を痛めていることもは つきりして き

た。

そ うしたJ・旨導のゅがみを少 しで も回復させ正

誤授業の基本の上に立 つて自主的、共同的に学

習にとり〈み楽 しんで学習が出来ない ものだろ

9か とい うことを考えは じめたのである。

峻た現在の教育は学級集団を基盤としてぃろ

いろ編成されているが、その中にいかにず人弓ヘ

が生かされて指導されているかとい うことが大

切なことでぁる。一 人一人の力をのぱ し、学習

する意欲をもス_た たせ、はげすじ合いなが ら学

習させることを考えずして学習指導 も、生徒指

導 もありえないと考ぇ、共同学習とい う場 と時

間を設定 したのである。

2.今までの経過

昭和 40年度は、動機にのべたょぅに共同学

習の時1間 を日課の中 1/C設 置し、 グルーフ・編ル取

教科のえらびかた、教科援任 と学級在1任の協力、

共同学習日誌のっけ方等具体的に研究 1/Cは い・つ

た。教科指導 と生徒指導の接点が共 1可学習であ

るとい う考ぇ方 もかたま つてきた。多 くの問題

点がつ ぎつ ぎ出てきたが問題点は問題点 として

残 じ一応形はととの つた。

昭和 41年 度は共同学習のね ら うものを再確

認 し方法に於いて細部にわた つて検討を加えて

い つた。 バズ学 習方式を参考 として研究 もは じ

めた。また生徒に対 しては、学習方法の訓練に

クまい つた。 リーダーの養成ゃ生徒のグループ毎
の研究会 もさかんに行ない共 1可学習を子 どもた

ちの手で もり上が らせた。一方授業研究 も行な
t/n子 どもたちう牲 き生 きと目を輝かせて活腕で

きるような授業にする1/C ttど ぅした らよいかと
いうことから始ま り、政ず予習課題を与え、 め

あてをもつて授業にのぞ唆せることからは じめ

た。生徒指導発表の年で もあり、一応 〈ぎりを

つけて発表は した ものの、今後共同学習では学

謄F方法の訂|1練 を如 f可 にすすめるか、共同学習で
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復習する申味は これで よいか、授業研究などう

すすめるか等多 〈の間騒を機 した。

昭和42年度には共同学習り学習方法を訓練

するにはゃ 17-■ り授業 の中でグループにょる話 し

合ぃ学習をすすめ、そこでき|1練 をしなければ効

果 は
'す

いとィい う‐ことで、授業の中でのグル‐

プの活動か麟l題 に女 つて 量た。それとひとりひ

と りの学習意欲を高め、学習の方法を身trcっ け

させるためには学習の手り|き が2要てはないか

とい うことで、その研究に もはい つた。生徒会

の中に学習部とい う専門部を設け共同学習の形

式的な問題は生後・の協力を得ることにした。

昭和 43年度は、共陣1学 習の内容と方法に再

検討をは じ4)た。共同学習を学習のみについて

考兵_る とilつ の目標がある。

(1)若 よう学習 したことはその日の うちに復

膏 しておヽほえ、 1爆 来るようにする (た しか

め学膏)゛

C)わ からない解1題 をあすに残さない。 さ よ

つの うちに仲1裏 |で
‐
また「「た先生Lに lWlt/nて わか

るよつにする。 (1し ぎ`ない学習)

重点として共 |百鰐 :習 青重視 してい くことによ

つて逆に授業の質を向上 させてい 〈。そのため

|'こ r■、麟 ― 期 学卜 >家庭学習一事事1業

このサイクルを各教科で薇li究す る。域た「共同

学習ではなになや つて よいかわからない」とか、

「 共 1義学習でとりあげる辮1融がないJと か、「 実

験 .観 察等授業でや つたことカリ毎|百
j学 予7で 問題

iこ ならず教準1書 に書ぃてあることが‖li■ にして

いる 」 など授業に問題があることが多い。共

1可学習をや りやす くするためにはポイン トの よ

くわかる授キをすることである0そ こで授業の

itを 高こ)る たとメ,教 村ギ1究 |「 もつと奪:点 をおかな

ければならないとい ,こ とにな りこの研i究 もは

じ&1)た 。

掛i{和 44年鷹 はマンオ・り化の様子 さえ つかが

われるようにな つた。ここでこの壁をつ 童破 り

やiしい方向づけをねが pて 塩働1先生の御 j甘 導を

つけることに した)教材を構選 じ教材構造を考

えてこ業題を設け これ を子 ど もの課題にして思考

させたり、 グル ープ討議をさせて解決させるよ

うに御指導を受けた。課駁のたてかた“与えか

た、解決のさせかた等の研究にはいった。
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昭和 45年度は、課題学習の研究に中心なか

いたっ課題学習のすすめやすい教科、すすめに

くい教科があり、また、一教科
~～ 二名の戦員

構 IItで は研究に困難であるので、国語、社会、

英 語、 と数学、理科 との二つの群別 lll究 会を作

った。本格的な授業分抑式で きないが、群別研

究会で課題を練り、研究授業で課題の与えかた

やとり〈ませかた等を研究 し、必ず進歩度を出

して評価分析をするといった方法て進めている。

授業で課題にとり〈むときの生徒対生彿1、 生徒

対教師の相互作用が共同学習を高めるボイン ト

に もなっている。最近 l―A共 同学習の課題 も与

えて新いた方が無駄な話 し合いが少な 〈、共同

学習での学習内容の焦点がはっきりするとい う

ことで どの教科 も実施 している。

3.共同学習の実際

槙)グ ループ編成

ア、編成の方法

できるだけ等質グル ープであることと、

男女ii2合 にすることが望ましい。また編

成にあたってはいつ も生徒まかせにしな

いて、たえず教師の細かい心づかいが4Z

要である。

すなわち、物理的関係 (励 +人間関

係 (人)を たえず湾慮 していかなければ

いけない。

いずれに しろ、生徒の知育臥 性格、行

動、生活環境1健康状態などを真剣に考

えて編成すべ きであり、 こうすることが

共 1司学習やその′
f也 のグループ活動を最 も

効果的にスムーズに進展させるものであ

ると確 1言 する。

私たちは、「 リーダー減」「メンパー

法」を適宜用い「教師が作るJの方法を

多〈とってきた。そして編成のポイント

を人間関係の重視におヽいてきたのである。

イ、 グループ編成替えの時期

てきるだけ多 くの生彼とグル…プにな

る機会を与える意味か らいって も2ケ 月

ぐらいで替えることが望ましい。 あまり

ひんばんに替えることは、人間関係を高

めることや、 グル…フ
3単

位の係の仕事の



面か らいって も問題がある。

なお一年生の前期はお互いに早 〈悽れ

るとい う静|1線 の意味か らも、や 回ヽ数を

多くして もよいと思 う。唆た、学級担任

の意図や学級の特殊性 に よってその時期

や方法を湾えるのは言 う■で もない。

ウ、 グル ープの机列と人数

対八法 とい う問題を含めて、 グループ

の机列 による人間関係を考察 してみた。

.4人 グループの場合

Aと Bは同 じ机列てあるが、対人の相

手の違いを示 している。 Aは Bょ りも対

人 法がや り易 く、 Cよ りも正 面黒板に対

して震牙りである。

0は対人法がや り易 〈資料の共同研究

などにも便利であるが、正面黒板に対 L′

ては全員が横向きになることと、縦に長

くなる久点がある。

・ 5人 グループの場合

リータ'― の養成には適 している点 もあ

るが対人法が 1人だけできない久点が あ

ふ また、一斉授業の机列か らグルーフ・

に変える時 もB●・間がかかる。従って人数

の端数になった場合や、 6人 グルーフ`

移る準備蓼‖練などの場合を除いてはあま

りよい型 とはいえない。

本校にかいては原員りとして 4人 グルー

プ制をとってt/hる。

手、 グルーフ・にかける遅進児の取 り扱い

見よう見唆ねでよいか ら、1可 らかの影

で共 1司 学習に参 /JBさ せ、 自由行動を許さ

ない ようにすべ きである。

例  .ノ ートをていねいにとらせる

。他人の話し合いを聞かせる

。簡単な ドリルをさせる

団 遅進児ど ,し を副一 グ.ル ープにしな

しヽ 。

3人対 1人の場合は人 1/Cた よらない

とやってゆけない。肩身がせまい欠点

はある力ヽ 進んで教えを求めるよう善

導すべ きである。そのためには、その

生徒が信頼 し尊敬 している生徒をグル

ープに百己してやることが大切であろ う。

そ うでないと傍観者にな り易い。

2人対 2人 の場合は、遅進児同士で

話腸 い ように思われるが、 2人 がは

げ唆 し合ったり、競争 した りして、

ベアで向上 してい くと ′ヽヽったケースは

まれである。む しろ2人のペアだけて

相談 して勝 手な行動を取 り、 グル ープ

を割って し崚 9こ とが多い。

曖}各 教科にかける共同学習のすすめ方の例

(3教科のみ)

ア、数学

" 
対人 法による場合

面接型と
・
しては、 公式二定理～ 用語

等の暗記を症要とする ものが通してい

る。隣接型としては、本ミ ノー ト、 図

を利用 して説明する ものや、一 次、二

字 関数C)式 とグラフの関係、 特徴の説

り]、 図形における基礎的な復習、合臥

相似条件、定理の理解を深めるB3‐ など

力適 ヒ′ている。

(4 自由会話法による場合

方程式 の応用における立式、その他

応用問題の解法、 図形における定理を

f吏 っての解法などに適 している.

イ、英語            .
口 第一段階

新出単語の正 しい読み、意 味な どが

全員にわかるようになるまで練習す る。

(4 第二段階

授業の時間にかほえた、そのセクシ

ヨンの文型が暗唱てき、さらに書ける

域で、各グル ープ別にすすめる0

(勁  第二段階

基本的には第二段階までを徹低させ

る力ヽ さらにてきたグル ープのみ、英

間英 答を自由会話法 ですすめる。

ウ、理科

" 
対人法のすすめ方

… 5-



定鷲をさせたり、確かめには対人法を

をいつ も禾む用するとよい。全対に対 して

「 わか り竣したかJと 問 〈ような方法 よ

り、対人法で,す ぐ麟同意でわかったか

どうかを確かめる電9ヵヽ す ぐれた方法

だと言`え るもその場合、「 隣同志Jと 指

示するより、「 男子から発問J「女子か

ら発に判 と指示する方が よい。授業中の

実施例として、「 これから2人立っても

らって対人法のオ1習 をし唆す。 2班の男

子々女子一ヽ人ずつ立ちなさい。男子は女

子に大きい声で、「ノ
J｀揚_」

の作 り方を聞

真なさt/b。

8' 共みj学 習におヽけるまЧ任教師の役割り
ア、共lili学 撃プ時 |卜彎内における役割 り

共静j学 脅を機:導するのは学級担任である。

科 日。1)1/_l客に は触れないことを原員りとして

いる刀ミ 勉強の方法にはタ ッチ してぃる。

要は教師の体験を生か ヒ″、班を巡回 しては

学習の仕方の面での婿:助 をするのでぁる。

その除1大 切なことは次のょうなことである。

話 し合いが つ載〈進んでいるか。

共同のテーマーc7pも とに視紳は一致 し

ているか。

・ リータ・―ゃ メンパーの参力口態度は よい
|

唆た、共同学習に臨む場合、押J任 教師は

次の こJ檸 を持 ってし、なければなりない。

教 摯tの授業に行 く時 と同 じ気持ちで教

室に向ぃたい。

イ、共同学習時間外にかける役害」り

" 
リーダーの指導 と班長会

リーダーの決め方としては大 量〈

分けて二通 りあると思 う。その 1と

しては先づ リーダーが決ってか らグ

ル ープを編成する方法である。

その 2と してはグノィープが編成さ

れてからリータ
・―の決め たゃ り方で

ある。いずれに L′ ろこの リーダーの

決め方には次の三通 りがあるのは言

うまでもない。

・教師が決める。

・生徒が決める。

0教師 と生行が相談して決める。

本校では月りに決め方にっぃては統

一 は していないが、そ こには教師の

教育的意図が何 らかの形で人らなけ

ればならない と思 う。

前述のその 1、 その 2は どちらも

議 があってその是非は決めがたい

た  グループを学級全体の結びつ き

にまで高め るためには班長会の役害」

りは_4~要 で ある。従って共同学習の

反 省は、 クラスの共同学習反省会の

時だけてなく、 この班長会でも是非

取 り上げていきたい。そ ぅすること

が、共同学習を学級全体の ものとL
その効果を一 層高めてい 〈ことにな

るのである。

本4交 では月二回程度主 として学年

(学 級)単位でこれを実施 している。

メンパーは班長だけでな〈、学級委

員や議員 も参カロしている。

(■  相手にわかる声量講|1練

1人 で考える時はだ峻って

2人 で話す時は念を押す ょつな話

し方<↑‖手にだけわかオ■ばよい>
4人 で話す l場 は、 4人 の中心に顔

を向けて最短距離で話す

<自 然 1/C身 を()り ILす よ9な 幸緯え

|・ 毎日目r/.」 を持 ってJ苺 陣j学 習に行 く。

3特定ダル ープを見| ・全体を見る

・ 綺人を見る

る

学業相談をす る

。年 1樹のおおよその見通 しを立てる。

・ 月の 目標を持つ。

。今週の観点、 きまうの観点を明らかに
‐
:打 る.

―
Ｉ
Ｌ
ギ

-4-



にな鰯 たい した もの>
クラスに話す時に豪大 ない声でみ

んなにわかるようにみんなの方を

向いて話す。

驚也八の話を聞 く時は発表璃に注 目

する。<私 語は Lン ない>
自分の意志表示は必 らず手 を上げ

てする。

指導を重ねるたびに

'域

くなってい

く、上手にできた時に1/tl｀まめてやる。要

要 は話す相手によって声量の区別をは

ら蓬 りさせることである。

話議 6(理想型) 視線の焦点化

レ)非協力な生徒を作 らない

。対人法を徹低する

。教える教えられる関係をは ,き りさ

せる。 しかし、教え られる憫1も 時に

は よい思いつ きをして教える側に立

つ こともある。慎れるに従って教 え

た り教えられたりする関係が自然に

なってくる。 とはい うものの、共同

学習に非協力な生徒 (問題児)力 i皆

無になるとい うわけでlrlな い。従っ

て次に非協力な生後の型 とその具体

的対策を列挙 してみた。

l

<社会 知識の発達>
0独 り,な 好む生徒

・笑幹声やに ぎやかな声

が気にかかる

。頭癌が多い

O fll己 的な生徒

<自 己中心的>― 知能止 一経済力 あり

ガリ勉

早ゼヘ

打算的

.テ ス ト中心の点取 り虫

対策として、グルー/編 威踊1の 考慮は勿論て

あるが、それと並行 して次の ようなことを実行

してゆきたい。

問題生徒には教師の好 きさらいのはげ しい

ものが多い。できるだけ本人の持つす く
゛
れた

能力を認めてやるべ きであり、各教師 が協力

して、 あたたかい愛情で接 しながら根気強い

指導を続 l―lて いきたい。

(→  1聰1間の区別をは ,さ りさせる

で きるだけ時間を区切って課題 に集中

運せることであるoそれ 1/tはベルタイマ

ーを澪な用 した 気ヽ また、ベルタイマーや

「 止めJの合麗で症♭ず手を止めて (話

を止めて)教師や係の人に注 目させるこ

とガ決 切であるも  '     1
無)共 同学習研究会

研究の方法として次めょぅな形態をと

・ ボス化の恐れ

・旱熟

無゙]能 犯的素鷲

知籠中

性格的

ひね く

れ

自己溝足

嚢越感 教育 ママ

0落 ちつ きのない生徒

.理 由 もな く出歩 く

。よそ ごとをする

。無駄国が多い

。おち よび

知能下学

習 1/Cつ い

ていけな

しヽ。

家庭環境

が よくな

レヽ。

カギ ツ子

放任

あ竣やか

lン

○内気なlL徒

。発言が少ない

・一見かとなしそ う

。能率が悪い

。学習効果が上が ♭.な 棒

0陰性な生徒

・言動1/C表 裏がある

。性格が合わない

… 5-

・責任 ある仕事につかせるo

・罐めてやる。

.問 題生待のいるグル ープヘ教師ができるだ

け入 ってい く。

ゃ無視 しァない。

.教師の仕事を―~f‐ 伝わせる

・生徒相談

.グル ープ ロ

.家庭訪間

識 作文

発 展的対策

本人の言い分 を

聞いてや る)

各教師の理解 と飾力



っている。

O学織内研究<ク ラス年間露
‐
1面 にょる>

・特定のグループを他のグル ープが参

観 して批評 し合 つ申<週傷に参観さ

れ るグル ープを変えてい く>
,グ ループのメンパーを得週 1人ずつ

入11替えて他グループの共学に参加

させllt評 会を持つ。

i肛章蠍鱒鯉砲寸儀職>
・生徒会学習部による参観研家 学 習

占b年 馨露1山 に よる>
・教師の参観研究<学校研究言1碑i>

勧)学 習ノートの利用

共同学習では生綺織ユで学習の点検を

した り、教師が学習のし方の点検をした

シするために学習ノートを設定している。

ノー トは話 し合しヽながら言麟摯すること

が多いので多少乱,難であるが効果を上げ

で幹る。

その他 グルーフ
ι
日記などに、班内、学

級内の問題、学級担色 教科担任への質

問尋ギ項、共障1学 習に対する質芦iな どが記

・ざホ′てい る場合があり、それに赤インク

で答えている。

共 同 学 菅ずノ ー ト の 様 式

曜 ト 天候   ‐ 共 同 学 習 の 記録    月 日

131 1 : 

「

「レ1_J___  LI
__」 LL_

1司  |_| |・ |

ゴ |:|,

絡

裁|

1_メ ニ/
=肇

習外時1間

1登

1暴 |

二_  三
|        

・

|― ― 一
―

|

l___

1 共 同 学 習 の 反 省

ll
トーー

ー
ーーーーーーーーー

ー12

13
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轄)共同学習と授業との関連

曜秘 42年度に、共同学響実施の反省事

項 として、次の3点が提案輝れた。

ア、共陶学習の時間に、授業の重点 (ポ イ

ン ト)と は全然別の事柄が学習運れてい

ることがある。

イ、共陣1学 習にイ可を、 どのようにやって よ

ねのかわからないグループがある。

ウ、授業の時にや った、具体的な鰺1祭、訃」

議が問題にならず、教科機i1/C書いてある

ことが問題になってt/hる 。すなわち、経

験、観察が、数科書 と結びつかない弱さ

が ある。

以上提案ざれた 3点 が、共同学習の 1旨 導

の面で、学級担任の指導の限界を越えた も

ので あると言 つ性質上、 43年度 におヽいて、

次の2点を強調することにした。

ア、授業の時に、教科拠任が一時1間の授業

のポイン トをは,き りさせ、共学のや り

やすい授業 をすすめる。

イ、授業の中に も、共同学習方式を多 〈取

り入れ～ ダループ討議をさせる。

この 2点の強調された蒲
i目

点は、授業の

質を高めることが共同学習の質を高める糸

口であり、
「

j時に、 42年度の反省事項 と

して提案された共同学習の間聰点を解決す

る焦点 となると毒えたかいである。

そのためlJf_は、教材を教鰤が F自 分の目

で月̀る」「 自分の頭で考えるJこ とを常に

心がけることが花要でぁると湾えた。

ところで、 この教材 は非常に復雑な構造

を もっているので、まず第一段階 として、

それを単純な構造に整理 してみることに し

た。すなわち、一つの教材を、教師が読ん

でみて、大切だと思 つところに練 在ひくo

次 その事実の中から教科の法目IL概念を

洗い出 した ものを科学の指導理論 で統合 し

てみる。 これが中心 目標である。この よう

″C教材を構造イヒヒノてヽ次に授業過程の研究

へ とi鯉 んで松った。盤業は、教材 と教師、

そ して生徒の三要素から成 り立っている。

この二つの緊張関係、集中が大切なことで

あるが、実際中学校の授業と もなると、枚

師の一方的な教えこみ、講艤式の ものが多

い。そ こで、生籍を授業に参加させる白穐

学習を理えてきた。それを共同学習と結び

つける、仮称、‐平和方式の研究を進めて き

た。

椰)課題 と共同学習

主体的に学習に とりく峨せるよう共同学

習を教科指導 と生徒指導の接点としてとら

え、共 1司学習をより充実させるとい つ研究

を進めて今 日に至 っている。

ア、共 1司 学習のグル ープを投業に生かす。

一斉疑業では教師  曇i待 とい う形で進

められ、教轟は ひとりで教材をすすめる

「教える正課方式」で議足していること

が多い。

生イ〔[  〉ゝ徒とぃっ形、
すなわち、学習する五課方式と共同学習

を合fpせ て学習を進めると、一時購1中 一

言 も話さない生締、発言ないやがる生徒、

学習ので きない生籍で も、生徒同志の気

安さから教材について話し合わせること

ができるので授業が生 き生 きとして 〈る。

まちがえることは恥であるとい つ恥か し

さの度 を轟いで、学習に全員が参加す る

ことができる。

イ、言駐霊理袋津習方デt

予習課題丁
一学習識騒

≪

同 予習課題

篠種とい つのは、性徒たちに とっ

,て 受身の学習の よつであるから、 こ

のことばrl使 ゎなぃ ょうにつとめて

い る。

毎時間予習課題 を示す。

どんな生接で もやってこられる よ

うな配慮をすることo

次の時間の中心 目標 )′こせまるよつ

な ものであることむ

家にかえちて机の前に座 らないと

― ア ー



できない もの とは限 らない。

教科 .単元によっては復習的な内容で

もその時間の理解のため必要な もので

あればょい。

自分の講ヽて 選たこと力ヽ 授業に生 かさ

れているとい つ学響の基本的 欲求がみた

された よろこびが、自然と生徒たちを自

発的な学警に向わせられる。

授業の始 めに花ず予響課題を確認 しそ

の時間の課題への導入としている。

(4 学習課鍛

学習課題は授業時間に生徒が疑間の探

究としてとり〈んで学習する問題や、_特

1奪勺容を示す題材 てあることもある。探

究的てあリドリル的てあれ、いずれにし

て も自発白飢 自律的な学習課題であるよ

つ、研究 を進めている。

時間の関係.教材の内容によって学習

課題に更に細かい分節課題を作って あた

える。

更に教科、教村に よって復習・練習の

立妻な ものは復習課題 .練習繰 3・iを あた

える。

授業の中て共同学習グル ープを生かす

とい って も、いつ、 どんな問題をどこ唆

で話 し合わせたいよいかむつか しい問題

で ある。 このため学習の手び き一般編を

矛b用 して、基本的な学習姿勢 .共同学習

の方法・各教科のね らい 。内容・勉強の

仕方を指導 している。基本的 な学習の姿

勢・共 1可学習の方法の指導は一 有iFi二 のみ

て ある。その他各教科の手び さは全校生

徒 が教科馨に貼って汗り用 している。

学習についてのなやみ調査の結果、何

を勉強 したらよいか、わからない と答え

た ものが多 くあったので,各教科でオ燎J

loに学習言
‐
I繭す書を作った。その内容は教

科に より多少曇なるが、その時間の学習

課λ独 予菅F学題等の予定力壌:い てあ考..

それを生徒はノートには りつけて利丼|し

ている。

鱚)接鯰会学習鵜

曜和 42年度に学習部が離生 した。共学

なさらにお しすすめるために生徒会④専Fl

音6に 学習部を設け共学を生徒会で も肇:究 じ

て、先生 と共に進めていく態勢をつ くった。

年度の初めに年 間の共同学習猟Ю 目4n‐ ,年

間計画をたてる。選らに毎月の二回の定タリ

の会 1/Cは言十画実施の織1案をたてる待、学警

部が中心 とな り共同学習の充実をはかった。

ア、組 織

.顧問教師 1名

。生徒会専門部長 l名

.学 級男女各 1名

イ、活動内容

.年間言1画の実施    (別 表参照)

‐  .月 二固定例専門部会運営 (実瞥鋼詔毅討

ウ、活動内容一例     (項 目のみ)

学習書幽耐笥詳十面

-8-

1年班長養成会   4月 学生部行事

1970     4・ 22
1年 組 班

闘次   ・

N01 日定 グル ープ配置

N02 参考資料

N03 参考資料

No4 班長養成会の反雀記録 1年

N05 駆長警威会の反省記録 2年

N06 襲長養威会の反省言ピ縁 3年

|

41 。一年生 が二 .三年の共学見学

.二 .三 年が一年生の共学指導

。班長養成会

・共学参観二 ・三年を公開する

。学習ノートのつけ方の研究と点検

・共学参観二 Bク ラス

共学参鶴― B

クラス学習英語 。

学 習 部



一学期のまとめと反省

・共学参酢 A.三 A

.`共学ノ“卜の点検 と指導

共学参gi_C.二 c

クラス学習社会 ,国語

=一 年生が二・三年の共学見学

・共学参観三 B,二 A

・学 習ノートの点検

二攣麟の壌とめと反警

工学期の崚とめと反省

・ 共学 参観二 C。 一 B

・学 習ノ… 卜の点 検

共学参観二 C

峻とめと反省

統計 .言 1画

ア、共学 アンケ ート  45.10.25

番

　

号

調査項 目
学 年

奪亀
年 年 年

響1.

44.
6.

41亀 4程
.

44.
6.

4,a
ａ

５

１

４

．６

５

１

１

　

緩

共学のや りかたは

よくわか り唆すか

わかっている

わか らないこともある

わからない

54

45

1

59

60

1

43

54

3

48
48

4

45

49

6

54

41

Э

50

44

6

50

54

15

45

44

15

２
　
　
動

どの教科を平均 じ

て多 くゃるか

1.2.5.の 合計

46

50

65
29

61

21

86

117

29

82

28
~/5

114

46

146

4

フア

36
17

2,

17

9ア

lD4

67

85

57
127

57

55
98

0

4

128

55

116

27

75

99

74

85

50
69

101

44

115

６

囲

あなたの班は共学

が つ唆 くい って ぃ

るか。

9唆 〈いっている

ふつ つ

多崚 くいかない

25

64

11

24

61

14

16

72

12

18

68
14

７

　

６

・

．

０

65
55

12

25

66

11 24

5 64

27
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第 2回 バ ズ 学 習 移f究 集 会

自主性を育てるための復習バズ

春 日井市立坂下申学校

1。  と り入 れ た動 機
一日、学校で学習したことが、その日のうちに

理解され自分鋤ものに、されてぃかなけれ′ぱ4fら

ない。しかし現実においてはむつかしぃ輝1題 でぁ
り、理解されないままに毎日が送 られ、ひいては
家庭における復目的な学習も殆んどされないこと
が多かったふ このことは授業におぃて、発言も少
なく、活気もみられず  ヽ白主性 とぃった面の意欲
が乏しかった。 この結果が中間、期末の定期テス
トにもあらわれ、教師の期時 したそれと|よ、ほど
遠い結果であ″った。また生活面をみても、掃除な
ど男女が非lyJ力的でぁり、互いに意志の難i轟 4ξ ど
|ま みられなかったのでぁる。 こうしたときに「 4r

Aノ とかしなければいけないJと ぃぅことで、その
‐

方途をバズ学 爾法に求めたわけでぁ り、数料にと
り入れるようにしたの力ヽ 昭和 40年度 であった。
そして数料においてはパズ学欝方式 を進める一方、
第 6時限終了後に、復 冒パズの時間を 40分間設
けたのである。 自主的な学 爾態度をっ くること、
laAの学力の向上、定着を目指して更に話 し合ぃ
協力しあぅ相互活動により、お互いを理解するこ
とによ り望ましい人間鶉係の育成、 とい う大 きな
ねらいを もって取 り組んだのであ る。

2. 復習バズのめざすもの
復欝パズは 4人～ 6人のグループ (本校ではパ

ズ分団 と呼んでいる )に よって、 その日に学 欝 tノ

た事項についての童安な点の確認ゃ、学 督内容の

幾′像を委約、今日の学 覇内客か らf乍 ったテス ト形
式による課題の学 習をおこなって、その結果の検
討 と反省、 また不明な点 を解決するための話 し合
いを実施させて、生徒相互に援助 しながら学簿を
して、今日、学 溜した内容の理解、定着fヒ をはか
るとともに、生徒全員が学覇への参加態度、即ち
自主的な学 胃態度を養 うことの、いわゆる学ヨ理

解の知的な面と、
一
自主的、意欲的な学 習態度の養

成 という二っの大 きな柱 と、更に生徒が相互活動
することにょり、お互いの理解を深 め、いわゅる
言いたぃことが 自然に言えるパズの中でお互いの
意志の疎通 をはか り、良い意味での人間関係を形
成 させ ることの三つの大 きなね らいを含めている。

さで現実の購i題 としては、 まず第一に学蓄があ

げられると思 う。即 ら学 習の理解ができ、興l来 を
示 さなければ決 して 白主的学習態質は身につかな
いと考へ られへ この二つは常に同時 に考えて実行
に移さなければ期待 した成果は無理でぁろう。中
学校におぃては、毎 日担任が生徒簡人について全
教科にわたって学習内容 を確かめることは、 まず
困難なことでぁり、各パズ分団にょって生徒相互
に確認 させたり、教えあ ぅことにより、「 どんな
ことでも話せ る、間ける」°という生徒飼志の気安
さか ら話 し合いが活発に進み、今日、学 習したこ
との1へ 客の罐蒻ゃ、定着ィとをたやすくすることが
可育構とな り、 このょぅな積み重ねが、 自主的な学
欝態度や学諸:こ 対す る糠欲化 も養 ぇると考 えられ
る。買βら悽籍バズの意畿を生徒相互の自生活歎



の過程 と考え、 これを更に家庭学胃へ と1期 連づ |タ

るようにした。

40分 1闘 の優 弯バズでは今日学習した全露もの教

科をやるわけにはいか 4∫ いoそ こで家庭で学胃す

ることが話し合わオ
ン
l、

バズ分[11ご との約束 とし′て、

その日の家囃でやる学誇内容 をり1確 にさtiる よう

にしている。教師か ら「・・・ をや り4rさ い」 とい

われたことは生イ,ヒ にとつては「押しつけ られたJ

ょぅな感 じを抱 き、常に受身的約束 ことであ つたo

同 じ約束 ことで もパズ分団の中の約束とな ると、

ある意味での運帯責任、能動的な考ス_を 持つよう

にな り、効メたの高い面があつて結兵的には即;待 し

たょぅこr結果を示す と考メ_ら れる。メ1に 本校では

この復胃パズの時間の うち5～ 10分 1=度 ヴ)学 麟

以外の曇i活 血i~1=の 反省の時間 を設けている。 l El

のすヽての行動について反省することも生活i督導

面で、また学者率モ鷲の面で大切であると考えてい

る。 これによつてよい意味での学級のノ、一 ド作 り

との維持を考えている。 このように生徒相 ■に自

主活動をさせ ることにより、生徒簡八が自然に話

し合い活動を通 じてお互いの理解 も進み、 |」i会 性
・
も増 して、クラス全体が、F許 圏に も、又、 1セ の活

動面に も活発さ、学蒲の自IL性 の高 ‐tり もでて く

ると考えられる。

以上復認パズのわ らうもの として、内容につい

て述べ たわけであるが、晏約すれば白主的な学 胃

態度の育成、学 踏の定着fヒ、望ましい人間関係の

育成の三つをね らつているのである。

3. 本校の復習バズの経過

(1)発足時の内容

復冒バスの t/J期 としては、第 6時限終了後、10

分間 4_・ 主として、一。日の学校 生活の1ブ 省を中心に

バズ分団ごとの話し合いによって、A間関係をよ

くすることに力を入れた。パズ11を 中心 としての

パズ分[Jiノうでの鵬々の反イiで あり、 また「1常生活

のlllう題は生徒 自身で、 でねるだけ∫弊決 させるよ う

にした。いわゆる話 し合いを中心 とした生活パズ

でぁった。そんな面から自主性 を作 りたいと顧 つ

ていたのであ る。始めた当時 には、男、女で話 し

合 うこと|こ もつヽな りの抵続抄
'大

き力かつrこ ょぅであ

ったが、 この話し合いを織:鏡指導 してゆくうらに

は、学級に協力のムー ト・も芽生 え、 また生鮮間に

も親しみ もで きて きたのである。 このlll]に は、話

ヒノ合いの1静轟や、司会のやり万、などを指導 した

り、 また学級会の時間などでは、各パズ分団がか

かえている問題などについて話し合つたこともた

びたびであつた志 このような生活バズを中心 とし

た話し合い も、内容がかな り教科学習の範囲まで

及ぶようにな り、復習バズヘの足がか り的な もの

を含んできたのである。

(2)復 調パズヘ踏 切つて

40年度より土曜日を除 く週五 日間、第 7時限

目の 40分間を復習パズにあてた。 (こ れは現在

も1可 じである )初めの頃は、各学級でまた,ま らな

方法4「 とつたが、基本的な考え方は、次のようで、

全職員の意志の統一を、 しっか りはかって進 めて

教幕1学 爾の復調と家鰹学 密への足がか りとす るよ

ぅにf数 り組んできたのであつて、この考え方は現

在1で も同じであり、いわゆる自主的な学 騨態度の

育成
・ni大 きなならいである。即ち教科学 翻か ら復

驚バズヘ、 復胃バズか ら家庭学闘へ、家鰹学 菫か

ら警 日鈴学厨へ と関i理 を持たせようとい う考えヵ

であ る.し かしより向上 させ実のあるものにしよ

うとず
・
れば、いろいろな問題に直面し、その都度

現職教育で討議 し、 また講師の指導 を受けたこと

もたびたびであつたo

鑢摯現在の復RI込
｀
の基本鶴な考え方と実施方法

復密バズで、 その日に学選した授業内容の要約

確認そしノて理解 させることを基盤 として、家魔学

習へ発展するものであ りたいとい う′ほか ら考える

と、復選バズの定落ということが重要であり、 こ

れが自主学驚いわゆる家庭学冒を左右す る重要な

ポイン トになるとい う考えで、 この復爾バズ鋤充

実 と定騰 とい う慮1に 力を入れている。腰F i3生徒個

人に学紹に対する興味をもたせることが最 も大 動

なことであり、 これに1よ 学調内容の理解 と定藩化

させることが、最大の条件である。今日学詈した

教魯1鋤 学圏内容の要′ほをおさえ、それを復認させ

不明確な′ほについては、バズ分甲内で議 し合い確

認させると同時に、時間内にで きなかった毅れilr_

っいては家庭においてどA′な内客について、 どん

な I五 と聡)か たをするのか話し合い、それをお互い



に確認 し合って、俊ぎバズか ら家要:〔 学習へ結びつ

くため∽、橋わたし′的な内容 も加え考 えている。

このことは換議す れば、 ぼ1分達で自分の 宿題 を隣:

るということになる。 とかく形式的に4fり がらな

この復調バズを実員的な ものであるように、常に

担任は生徒の活動状況や家庭学議の内容をノー ト

などにより把握するとともに、常に実質的な もの

であるように配慮し、指導すべ き′こについては、

徹底させるようにしている。 そして学 階の独 自性

も認め合いなが ら実施しているが、やは り基本 と

なる復冒バズの内容や、時間帯は、全戦員で調議

して次のような基本的な取 り組み方をしている。

0今 日の学習のまとめの内容

。今 日、学習ヒノた教科での中心言果程の要約、

再確認等の復習 (な るべ く男女共通の教科

にしばる )

・ 理解不充分な`像
にっいでの話し合い一)理

解・定為 ,

・ 家庭学蜜の計[画。

o生活の反省

・バズメンバーの一 日の行動の反省―)良か

った点、悪かった点の話し合い。

・連絡事項の確議

○実施方法

・パズ分団で同一教科をとりあげる。

・ ドリル的な学 議は主として対A法 働隣接法

で実施するようにする。

・ 内容の要約、格よびまとめの場合は、まず

個八で調べ、まとめて相互に発言し、 自由

会話法でまとめる。      ‐

・間題解決の場合  _―
―
Lと して個人で不明な

ことが出た場合、相互援助で解決をはかる。

・ 家庭学習の計画については、今日、学認し

た教科の中で復爾バズで取 り上げることが

でさなかった教科の内容について、 その学

習内容を自由会話の形で話し合い決 める。

・パズ分圏内での司会はパズ長 tリ ーダー ,

にまか・llる ことなく、誰がして もょぃこと

|こ
~奔

る.

とくに家鐵学蒲釣まとめにど,いて、必ず翌朝の

短学活で、お二いに中し合わせたことがやってあ

るが、パズ分圏 どとで確認させるようにしている

力ヽ 教師がたえず生徒の動向をとらえておること

が最 も必要であ る。復冒バズの時間は、担任はで

きるだけ表 lk~に 出ないようにし、パズ分団にすべ

てをまかせるという態度をとり、バズ活動がしや

すいように百己慮 してぃる。

大体以上り ような基本白つな考え方にたつて実施

しているわけであるが、 しかしその実践にぁたっ

ては、 その学級の独自性を認めて、細かなとり決

め方はしていない。 このことは学年の違いによっ

て もいえることであ る。即 ち復習パズの基本的 4f

考え方の外に、そり学年独自の目標が加わること

は当然であると思わオ
′
tる ので、その実践方法 も異

なるのである。 たびたびの現職教育の場で復習バ

ズの現状 を話し合 うこともあるが、いろいろな方

法が発表 されで、 ょりよき方法を導 きだすために

非常に役立 っている。一つの形に、いつまで も国

執することな く、改善実践してい くことは大 切な

ことであ り、いろいろな方法の長所 を見つけだし、

更に補足しながら復調バスの持つ目的に近づける

ための体形づくりを常に考える必要があると,思 う。

5。 1年金の優習バズ

(1)ね らい

前述のょうな内容を もつた復習バズを如何に生

徒個人に定着 させるかが大 きな目標であ り、基本

的な進 め方をしてい くための指i尊 の方法が問題 と

なって くるのである。ポ:し く入学してきた 1年生

には、系統 だった効果的な指導法は何かというこ

とで絶えず研究をしてぃるゎけであ る。やや もす

れば生徒たちは同じ方法を長 くゃると、「なれあ

い的Jな行動をとり易く、いわゆる Fマ /ネ リイビ

Jの現象がでやす くその実施方法 と、 とりあげる

内容について、いつ も検討す る必要がある。 1年
生の初期の指導が、 これか らの復聾パズの定着に

大きく影響することlFllltら なであ り、α■北め 起 り

易ツヽ弊曹才除 くよつな方法な考えて実践に移 レ藝

し

“

。1年 が持つ復簿バズの轟的 としては、グルー
‐/で の話し合いを中春 として、学野についでの様

互援助、 自主活動により、学習に対 して積極的意

生 活 の 反 省
家塵学隅の連絡等

30～ 35分 (―一-5～ 10分

今日の学習のまとめ



威的 な学府態度の育成を□用してい る。 これがひ

いては生徒 11綸人 の学力の向上 と定薄化に結びつ く

もの と考ぇてぃる。今一つ |よ 学欝に対する学級の

ムー ド作 りである。 これは相互活動す るこにより

お互いの理解ができ、協力整Lも 養われて くると考

えられ望ましい人間形成 も培われ、 その上にたつ

てこ学級の学置に対するムー ドの高まりもでて く

ると考 えられる。

(2)実 践方法

ア ドリル的内容の学 胃

復爾バズの もつ意義を、経験のイrい 1年生 |ご 説

り:し て も、 うまく実践で さるものではない。 :tず

学調に対する安易な考え方を4rく す必要があ り、

「中学においては 2度 と同じ学習内容は くり返 さ

ないことJ「今日学習したことは今 日の うちに理

解すること」を強調して学目に対するノか購えと自

覚 を僕 したoこ うした指導の上にたつて、横磨パ

ズでやる内容や、実践のいろいろな方法を説明し

実際の技術的な面の指i鼻 に入った。他面、教科指

導 においては、それぞれの教科においてパズ学蜜

法がとり入れ られてお り、話し合いの経験 を持つ

ようになって きているが、充分 とはいえない頃で

あ り、まず第一にとりあげた方法は全ξlが もつと

取 り組み易い ドリル的な学認を機械的にや らせ る

ようにした。 2人 1組 でやろ対八、隣接の形式で、

例えば国語、英語な どの読み、書 きや、教学の計

舞:練 驚等lF_つ いて実施していった。学薄1/3容によ

りとりあげにくい内容のileに は直接 lr_「・・・・・・・

についてしなさいJと t・ ったような指示をしノたグ

ループ もあつた。 こうして復冒パズの第一歩をふ

みだしたわけであるが、いろいろな問題`彙
があが

ってきた。 その主声、fつ たのをあげてみると、

0相手がわわ)ら ない場合・・・ もう一人が‐
す
‐
ぐ教え

てや ること。 0事 が大 きすぎる 。・・ 11げ ::こ わか る

響度の大 きさにする。 ()ノ ー トの||11糧 ・・・費 14fバ

ズ用のノー トを作ってどんな事で も讐}く ようにし

た。 o教科のとりあげ方・・・パズ分闇で1司 じ数 f・ I・

をするようにした。 このように問題 に対しての解

決はできるだけ、復調バズ終了後のわずかな時間

を利対1し て、生徒 との話 し合いで解決するように

していつた。

このようにして、 まず初歩的な段階 として自分

たちで間簸を出 し合い、そして解 くという卜・リル

的な面を主体として、今まで経験をしなか つた、

自聾1的 に自分たちだけで学麟するということをさ

せたのである。 またこC桝寺ll観 の終 り5分間をとっ

て、 1目 の生活についての反省をさせることにし

た。話題 lr_出 たことをグループノー トに記録 させ

提出させるようにした。 このノー トを翌朝の篭学

活に各パズ分団に指導―TE項等を記入して返 したわ

けであるが、書かれた内容については、 1闘 人指導

にも役立 ったのであるo

イ 同一教科をとり入れた復冒バズ

ドリル的な学 習内容についての復Fパ ズは、学

簿に対する効果をね らったことゃ、郎時評価によ

り、学置に対する興味 を抱かせ ることも大 きなね

らいであったわけであ るが、今一つは生徒相互 lr_

学欝する方法を身につけさせることも、ね らいの

一つであつた。 しかしこの ドリル的な学簿がすべ

ての復署tr_な らず、 もっと学習内容の範囲を広め

るべ く、いわゅる今日学習した教科の中心課題的

な内容を復蜜してい く方法へすすめた。教科 も5

毅季it回、社、数、理、英 )に しばり、同じ教科

をやるようにした。 そしてこの 5教科に驚名ずつ

の数手1委員を選出し、次のような饗領でおこなっ

た。

<約 15分 糸り10分

最初に教科委員により、薄]題 を提示 させ るように

した。提示す る問題は授業の中心課題か らの要約

的 4ξ 〆J容や、応用的な内容、及び教科によっては、

ドリカ的な内容であり、黒板に板覇 させるように

し、 1鳳 |こ 2教科ず
ノpと りあ|プ るようにした。始

めォI嘘 1式 殺科委員が今回学習した″3容か ら1現題 を

作 っ・で教科担任の掘導をうけ、出轟させるように

ヒノた0具体的な購1題 を最初lr_示 すことによって、

学障す る生徒供1に とって目標がはっきりして、 と

り継1み やすかったと思うo次に出題例をあげてみ

ると、

社会 ξ地理的分野 》単元「中mm5地方の学 習J

のモ
:1島も地方の産業の種類をあげよ

o澄叢仰発達した瑾軸をまとめよ

o「}1轟 b地方の産業の特色は何か

厭喜酎
め
 |

生/舌 パ .ズ

家壺学目の

連絡等
左に同じ



理科 Fロ ーノク的燃焼についてJ

Oロ ーノクの「 ほ釣お」の 3部の名称 と各部の

状態をまとめよ

0「 ロウJか ら「 ほのおJま ‐
t・ の変化 と、「 IL

ウJの成分 |ま fttIか らできているか。 それはど

んなことをするとわか るか。

これをやる生徒償1はく まず個人で考えをまとめさ

せて、パズ分団ごとでllB番に発言させ るようにし

た。 ただ人の発言を聞いただけより、実際に自分

で発言 してみることによって、 より理解を深める

と考 ぇた。最後に出題した教科委 員の司会でまと

められて終るわけである。

初めは、か4rり 無駄な時間 もあった力ヽ  どのパ

.ズ分団 も真剣に取 り組み、 ときには声を高 くして

議論していることも多々見受け られた。殆んどの

生徒が活発に学 置している様子が毎 日の観察で も

はっきりした0ヽ 中には余 り発言を好 まない生徒

や、依頼心の強い生徒 もなかったわけではないが、

しかし大麟5分の生徒は、 よく活動しているのがみ

られた。

ウ バズ分団 Bll、 教鰐選択 による復翼バズ

復闘的な要約、バズ分翻でのまとめ方 も上達 し

てきたところで、
41u人の学爾に 自主性をより高め

るためと、バズ分団単位の独 自性を認めて実行さ

せた方がより効果的ではないかと考えて、 この方

法を用いた。一般的によくとられる方法であるが、

1年生ではある程度の経験がないと、無理であ り、

かな り細かな指導 とあわせて、教科則 IE3が授業中

にある程度の復潜パズでのヒ/卜 を与 えることが

大 切なポイン トであ ると思 う。次のような点に留

意して指導 にあたっている。

O各パズ分翻で、学 冒ヒノた教科の中か ら難しか っ

た り、不明な点があると思われる教科を決める。

○学国のまとめ方は、前の方法と同じ方法 をとる

が、特に不明な点 を出し合い話し合 って解決す

る。

①司会はパズ長とは限 らず誰・tiし て もよいこと。

0パ ズ分国内では必ず同じ教科をす る。

○実施す る教科の時間 は決めない。

○残された教お|は最後の 5～ 10分間の生活バズ

リ時間に、家庭でゃる内容について話し合 う。→

翌 日の機の短学活に確認する。

以上のような主な指導内容を「」nえ て実施させた。

担任は、毎 日どこかのパズ分団に入って一緒に参

/」 llす ることlJ_よ り、ま露動tt況の観察と共に内存の

や り方の指導 もした。

以上復贈バズの内容り

"り

をあげたわ|す であるが、

まだこり他に もテス トを用いた方法等 もとり入れ

てやってい る。特に 1年生については、賊初の使

習バズヘ総導入の指導が大切であることと、 「 4∫

れあいJ的なことにな らないよう、常に注意し縄

かな観察の上にたった指導が、個人的に或いは全

体的に必要である。 またこの他にバズ分団より提

出され るグループノー トか ら学校における生活の

反省 と、生徒個人の持 っていろバズノー トより家

難学轡等の学習記録よりの1言導 も大切であ る。 こ

れを始めた当初においては「話し声が大 きいJ「

むだ話が多いJ「○○君が協力しないで、他事を

してぃた」等の技爾的な面の問題が多かったが、

2学期に入つてからは、 このような幅「1]は 少なく

なり、晦容が充実してきた。現在ではパズ分団の

誰が リーダーか、オっか らないくらい全員がよく活

動するようになり、また家完学厨の記録などから

も、自分たちで決めた範剛は必ず学冒してくるよ

うになった。 このような傾向は自主的な学習態度

が身についてきたとみて もよいと,思 う。

希綬1こ「復贈バズについてどう,思 っているか」

の調I査 をした結「果、多くあげられた項目について

あげてみる。

蟹 業でわからないことが教えてもらえる。

○復習的自客をや辱ことにより、確信ができる。

①家庭学湾の内容鋤打合わせをするのでゃる負tが

でてきた。

Oお互いで話し合えるので、 よく気ノ心がわかつて

よい。

① まだ育ヒ本的にで きるときと、そうでrrrい ときが

ある。

①自分勝手な人 もあり、むだ話をするものがある。

①宿題をやっている人 もいるっ

以上が生徒からでた意見の主だつたものである

が、一年生の場合は殆んど全員が復
「

バズを支持

していること力ゞゎかった。しかし一面全員力【毎日

そろって能率的な復簿バズができているかとは言

えなし稀 も`ろいろな方法モ試みながら、マンネリ

化を防ぎ能率を轟げるような努力が、特に 1年生

の場合は必要であると思う。



6. 2年 生の復習バズ

(1)ね らい

1筆生での役胃バズでの経鴫金を基盤にして、バ

ズ分団中心で問題を決めて解決していく態度を養

ぅとともに、 自主学躍態度の確立 を大 きなねらい

としている。 しかしこれを達成するために復調バ

ズの運営の方法に大 きな形畿があるのは当然で、

次のような方法を考え実識している。

(序夷施内容

ァ パズ分団別、赦摯1選 1「1に よる復習バズ

今 日、学躍したどの教 'Fキ を復調するかは、各パ

ズ分団 ごとで話し合いで決めて、パズメ/バ ーは

1古1じ課題で学議し、 まとめることにして いる。教

材でどんな内容にす るかは、家庭において~人で

やれ る内容は家庭学圏へまわし、「思考を要する

もの (応用的問題 〕要約、確認など人に聞いて も

らつた り、手助けして もらう方が能率的であ ると

,思 われる内容Jを 扱 うように している。話 し合い

ので きる課題 をみつけだすことは、かなり経験で

なれてはい るが、教科担任のヒ/卜 も必要であ り

っ とめて出すようにしている。次にパズ長の活動
Cで

あるが、パズ長はすべての面で万能であるわけ

で 1式 ないので、まとめ的な役 として位置づけ、 そ

ダ,毅オ)の 得意な生徒が、 リー ドをしていくような

指λ尋をしている。復冒パズの時間に、問題をすべ

て解決するのでなく、残った問題については、家

庭学躍へ とつなぎ、 自分で解決することが大切で

あ り、なかで も友達に開いて解決するとい う依頼

心 を越:さ せないようなことも考慮 している。

次に復留バズの最後の 5～ 10分を生活パズを

実施 している。家奥学醐の内容や、その他の連絡

事項や、一 日のパズ分穏i内 の問題 t掃除、パズ種

動の反省 〕などを実施しているカヘ 時に1よ 全体で

共通 な問題に取 り組人ィで話し合 うこともしている。

このような生活バズの記録は、 グループノー トを

通 して担任に提出し、揮導・観察の資料 としてい

る。

ィ 家庭学習

曲分の特性 を生かし、家
家庭学習においては、

庭の警鸞に合い、 自分にあつた独 自性 を菫視した

計画も1必要である。学校でのl~4-的 な持:導 よりも

饉八摺轟脅府心 とした家庭での言
´
}画 を立案 させ実

行 させるようにしたo

家庭学署め内容を次の二つに分けて考 えてい る

O今 日、学選したことのまとめ

oそ の発展的1司 題の学習

①は復調パズとのつながりで、復習バズで、でさ

なわゝつたことやく必要だと,臥つたことを、 もう一

度たしかめる内容、宿題 もこの中に含まれている。

②では直接授業には関係ない力`  1・ 2年で既習し

たことを問題集やテキス ト等を通して学調するも

のであ り、この二つの柱を考えて実践させている。

しかし自主性のみを重ム′して生徒まかせでは計画

が、実行されず、担任の確認もできないので、本

校では「家庭学目の計画 と記録Jと いうものを作

り、生徒各自に持たせて計画、学習の要点、反省

などを記入 させるようにし

た。家庭学目にあたつて

は、次のような約束をは

っきりとさせたo

①自分の実力を伸ばすた

めの記録であるから正

直 |こ 記録す ることo

②無理のない計画をたて

ることo

③言「画したことについて

は、強い意志をもって、

最高の努力をは らうこ

と。

④復習バスで申し合わせ

たことは、必ず計画し

実行することo

等の約束を決め、真貧黎ことり組ませた。朝の短

学1舌 の時に生徒相互の確認をさせ、更に担任に提

出させ、 きびしく記録の検間にあたつたo反省欄

に盛1て く心問題については、 その内容によつて、

llri1/At指 導 と全体的な指導にわけて実施した。 とく

に全燃1的 な問題内容∽場合に|よ 、担任をまじえた

話し僣しヽ鈴場 をもつてその解決にあたつたoし か

しまだ本当に全生徒・bi灘Lに ついた家庭学欝をすす

めているとは、いえない面があるが、 もっと的lit

な方法があると考えられ、今後の大 きな課題 とし

て、 とりあ|ダ ていきたい。

y.慇 年生の復習バズ

(1)オユらい

3年生の復認バズでは、 1,2年の積み重ねとし

て、その方淋 実践につし`てはヽ生徒は熱達して

永妊学督の言r画 と記録

月 L_l曜

緩
鋼
嶺
鋼
ギ
■

計

画

　

　

　

　

　

‐‐
‐
‐
―
―
―

―
―

―

国語

理幕ヰ

姻 数 学

英 語 生 活

その他

反省



きているので、その基盤の上に f垣 磨バズのね らう

家塵学書をも通 しての 自主的学副態度の育成 と、

鰹 ましい人間関係の育成とを目指 して実践してい

る。 また 3年生 においては、 i色路 1橋導 とも関連を

もって くるので、 1・ 2年生 とは形式、内容の変

わった方法を考えて実践してい る。買「ち 3年間の

まとめの意味の学習を主体 と考え、学力の充実 も

大 きな目機の一つと考 えている。中学校において、

ょく問題 とされる「補 麟授業Jこ こついては、本校

では42年度より廃上にふみ きって、復冒バズを

中心 とした実力養成ができる方法を考えて実雄tし

ている。

(2)実 施内容

ア 復置バズの実践方法

3年生の復閣パズにおいては、時 間的には 1・

2年生がやる第 7時限の 40分間 を実施 してい る。

学校での復習バズの時 FIl10に は、 3年 FEDの 学習のま

とめ的な内容であり、全員同 じテキス トを使用し

て実施している。 次のような時間帯 と科日を決め

ている。

終 ると灘般の一鶴の生活 を反償す る生活バズをお

こなって終 るわけであり、決め られたバズ分縄の

一人が、グループノー トに記入して担任に提織1す

ることにしている。鶯に 5毅科についてはテス ト

とテキス トによる方法をとり、いわゆる学弯範囲

も1～ 3年 の学甕「メ毬容について実施してい るわけ

である。家庭学轡においてテキス トにより学冨し

た内容春明 慇の復爾バズのテス トに結びつけたわ

けである。 この露
‐
卜面にあたっては、年度始め学年

会において系統的に学圏で きるよう計 iet‐iし たゎけ

であ り、実際吟実施面については、バズ分団にま

かせてお り、捜任は生徒の学綱状態を観察するこ

とにしてお り、直接には教科内容にまで入ってい

ない。以前はクラス毎に教科の時間をかえ、教 |:

担任が、そのクラスに観察と指導 とい うことで、

おこなったこともあ るが、あ くまで も学級の学綴

に対す るムー ドを高めることが必要であ り、教科

担任で|ま 不老5合な面 もでてきたので、すべて担任

がおこなうことに動りかえたのである。

次に評価については、朝の短学活には家庭学 蜜

で饉人が学習したことについての不明な点の話し

合いと、テキス トにある基礎的な問題の解答 4fど

をさせることおしている。バズ分団ことで、おこ

なうわ l‐lで あ り、毎日どこかのパズ分団に一緒に

入って、その確認にあたって、やることに して、

生徒たらだけで確実 ir_と り組ませるようにしてい

る。今一つは、テキス トを全部提出させて、担任

が全員 |こ ついて家難学胃をどの程度学習して きた

かを検関す ることも実施している。

次に韓合的な評価 として毎月の最後の土曜 日に

は特別に優蒲バズのテス ト日として、 5教 科につ

いて 1か月聞に実施ヒノた範囲内で各教科担任によ

って作 られたテス トを実施して、 より学習効果の

向上 と定着イヒにつ とめている。 このテス トの結昇l

はイ闘人に知 らされ、個A指導の資料 と4〔 るオ)け で

ある。 真た特に燿八的に不振の教科については、

感fi菫量任とも相談 して指:尊 にあたっている。 また

グルーフ'ノ ー トに記入された事項より、生徒の細

かな行動面の指導 もしているわけである。

イ 夏体み中の指導  ふ ,
どの学年で も、 そうであるようlr_夏体みの長期

体鋼螢|・
IIの学 書については、いろいろと問題がある

わけであるが、特に 3年生においては、学障のま

とめをするには人 舅な時間である。前 もって 5赦

・家庭学冒
の確認

・ 話し合い

t翌朝 )

3年生全クラスとも同 じ教科についてテス ト形式

で実施している。 このテス トは、あ らかじめ前日

の家庭学闘でテキス トにより学冒した範騒]の学副

内容か ら作 られたテス トであ り、 これを復菱バズ

の瀬I半 において個八別 に実施するわけであり、20

～ 30分経過 したところで、パズ分団を組んで答

え合わせと同時に、解説的な話し合いをテキス ト

を用いて話し合い、確認す る方法をとってい る。

次にこれがす tj・ と、今 日、学闘した教科 亀授業の

あつた教科 》lr_っ ぃて、家庭学 調でやる要点の話

し合いとあわせて、豊日の復 爾バズの教科の範囲

の確認をす るようlr_し てしヽる。従って家薙学 簿lr_

おぃては、今日の授業 のまとめと、翌 日の復露バ

ズのテス ト範観の学爾となるわけである。 これが

意lιた中 
・
墓l害ぉ轟:盲~~~   O家

庭学 習につ

いて

意圏?まと i量:書言ま]貫
A ＼  轟

の内容の確
|｀  ＼ o生活バズ

frr</(fr#
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暮|に ついて範J劇 を,tめ て了庭において学認させ、

これを大体 1適ル11位 の範闘で[11校 目の 3日 と更に

2日 を加えて、 5日 間のテス ト日を決めて実行さ

せたのである。テス トの1疑 施とパズ分割における

解答 と解説の話し合いをおこない、次の範囲を示

して終 ったわけでぁる。

この他に学爾IIl緩 目を設けて、教科の先生の日

直、宿直で111校 す る日を示した計画表を渡し、全

く自由意志で個人指導の意味で自分のその教科の

学爾方法につぃて、話し合うことをすすめた。 こ

のよ うな計画 IIょ って班体みを過ごしたゎけであ

る0ヽ 特に学 町相談日などには、 こちらの予想を

破 つて、 わヽな りの生11徒 が押 しかけて、 自分の学吉

法について、その致 F[仕!〔 丘と相談 したのである。

この rt■ には 自分の耳イ}手 の数料についての学 F47方

法についてc)相 談ゃ、不 lザ14f簡所の問題をグルー

ダで持 rぅ こメ
l′ て=き て、一緒に解答したりす ること

もあった。 彙夕1に たり率「lス′でいる生徒力{多 くなっ

たことがいたる 1ヒ ,颯 う。

おス上 このように t/て 3111生 については、夏休み

の指導ゃ復胃パ ズを軍1施 してきたゎけで、決 し
‐
【

'毎年同じ方法ではないが、少 しで も効果のあがる

方法を考ぇてゃってしヽ ろ. 1・ 2年生がとってぃ

る方法 とは、かな り異なりがあ り、間i憲′卓、1)あ る

が現状 としてはイ上方がない と思っている。そして

実施において、やゃもすれば形式化に4fがれるこ

とを始めは恐れたわけでぁ るが、復習バズが始ま

ると全員がす ぐ席につき、配布 されたテストタ11紙

にf固人でとり組み、 文たこり時間が終 .)て 1)不 り|

な点につぃて言講し合ってしヽる准た態 4√ どをみると、

自主的な学陶態度が、か 4fり で きてきたことをあ

らわしていると思 う。

8。  まとめ

復源パズはIL税 の授業の発展 として、おこ4fぅ

ものであ り、家庭学躍に発展す るものである。家

庭学爾はあ くまで自主学爾であ り、復溜バズより

の延長であるという考え方にたつとき、.こ の両者

は、 きわめて強い結びつきを持っている。 それだ

けに復訂パズの定着が難要になるわけである。そ

のために発達段階において、いろいろな実践方法

警とり入れて実行 しているわけである。即 ら 1年

では、復調バズの シール、内容について磁底 tノ た

指導 をおこない、一学期中嘘より、それの実践面

を1橋導 し、 自主学瞬の基本的な態度 を養成するこ

とlr_力 をつ くしている。

2年生で1事 、 1年生でつ くられた態度の上に立

って、 自分の立案 した計画の実践 とい うことで、

家庭学目の充実 とい う面の指導に も力を入れてい

る。

3年生では一応進学 という面を考えて、復習バ

ズの時間はテキス トによって、 自主的におこなう
学力の充実 (系統的、総合的な学力 )を ね らって

の学習をさせている。

意欲的に自主的に学晋す るようにとぃ うね らい

で、夜調バズの充実 をさせる努力をしているわけ
である。更に大切なことは、 どんなことで も話し

合ぇ、 また,思 ったことが、何で もいぇる学習の雰

囲気づ くり、学習育欲を越 こすょぅな学級の雰囲

気づくりも忘れることのできない重要な面である。
こうい ,́た 面の指導は、全教師が心 tノ て授業に臨ん

でいるわけであるが、 4fん とぃ っても、学級担任

が最 も心すべ き点であり、向上するようお互いに

研究しあって実践にあたってぃる。

こうして復譜パズの定着によ り、更に家庭学習
がしっか りできるようになれば、り1日 への学 ど意

欲 もでき、授業中の態度、理解度、話し合いの深

まりも、一層の進歩があり、より高率な学習効果

となるもの と信 している。

結局、授業一)復躍パズー→ 家庭学習一ゥ 明日

の授業 と関連 し、意欲的に自主的に学副するよう

にとい うね らいで、その一方法 として復評パズを

充実させるよう努力 したゎけであ る。 白主性のな
かった本校の生徒が、かな り自主的に学習面ばか

りでなく、すべての面に積極的、意欲的にとり組

(J｀ ようになってきた。 しかしまだ多 くのFo5題 点が

あ り、その主な ものをあげてみると、

①授業の内容か ら復習パズヘ とり入れる適格な学

躍内容のとりあげ方、

②マ/ネ リ化を防 ぎ、定着化、能率化をはかる復

調パズの方法

① 能力の劣る生徒の指i尊 の方法

④ 復調バズの評価の方法

等があ り、その一つ一つと真 nllに とり組みなが

ら、向…Lす るように研究 し指導 を続けてぃこぅと

`獣
つている。



第 2回 バ ズ 学 習 研 究 集 会

饉濾鍵統合化場ぬざすバズ学習

春圏井市立藤山台中学校

(松 本 重 雄 )

1。  は しめ I通

本年鵬月開校の藤山台中学校は、春日井市東部

の丘陵地帯に建設中の高蔵寺ニ ュータウンの中の

最初にで きたr静 学校である。全校生徒は 107名、

2年 3年は各 1学級、 1年は 2学級鋤言+4学級、

教師は学校長与ム下 9名 とい う小規模校であ る。

全国各地か らの転播者の集まりfよ 、なま りゃ、

アクセ/卜 なとり 差異 もあ り、団地にみられる各

戸の孤立化 |ま 生徒達の人間関係にも大 きな影響を

及 |ま してしヽる。

1学級 20数 名から30名 とい うめぐまれた環

境では、生徒はやゃ もすれば大切にされ―
す ぎ、雑

草のようなた くましさ|ま 期待されそうに もないΦ

そして奉仕活動を懸い、 自己中ノ心的な考え方は

自己の殻のみをかたく築いて、心か ら仲間の中に

とびこもうとしノない。

永住を意図する家庭は少な く「 しばらくの腰掛

です。Jと はっきりいってのける父兄 もある。過

去数回の転居を経験した生徒が大手で、三1ナ息や学

校に弁1す る愛叢がとばしくなっていくの も必然で

あろう。開校以来生徒数はそれほど変わらないが、

転出入生徒はまことに多い。

本校のこのような特色は、また本校の大 きな問

説仁だといえる。

このような職境にある生徒達 をどのように教育

した摯いいのか、私たち|よ 開絞当初から、大 きな

教育的課題を背負ってぃたのである。 もらろん教

育体制の確立がな くではそれを解決することはで

き4rい のだが、なにしろ私たち教ET自 身力il打
1勺 の

5小 中学:校 か らやってきた新しい集まりなめで歩、
~

う。 加えて新設校としての営みは、学校の年 1明 行

事 と入 りましつて、単なる多忙の域 を越えてぃる。

このこともまた学校の大 きな問題点 といえるだ

ろう。

あれこれと力を注がねばならぬことはぃ くらも

あるが、 さしずめ学校の教育体制を築 くにあたり

互いに確認し合ってきたことがあった。それは教

師 も生徒 も互いに協力 しなが らより学習の効果を

あげるためには どうす るかを前提にして考えるこ

とであった。それが柱で もあった。

パズ学習の経験者が若干 いたとぃぅこともあ る

が、私たちの試みは度々の職員会や現職教育をi饉

める中で、パズ学習の理論や実践 を数々とり入れ

ていたのであ る。

孤立 しがちな生徒i菫 で構成す る学級 とい ぅ学響

集団は、八間関係を基盤にした学厨活動であ 1)た

いし、学級の成長を縄の日のように結びなが ら、

学校生活の中の問題を自分の「1題 としてとらえ、

自ら解決 しようとする姿勢を保 たせ るために、バ

ズ学 習を取 り入れてよかったと,獣 う。

まだ日も浅いうぇに失敗 も多かっ′島 効果云々

はいうべ くもないし、研究体制その もの も充分確

立 されてはいないが、 その間 に感じとったことや、

見たことを、生徒の班 日記を通 してありのままに

述べてみようと思 う。



避.既 日配 に ょ る指 導

バ″ズ学質の実践は、雄にで も、 どんな場合で も

それを活かすことができるはずだし、八 それぞれ

や場面に応 じていくらで もくふうできるものと考

えた。 だから私たらは全校統一 して力)か ったこと

もあるが、多 くは,麒 し`i観いの試みであった。

いろいろな形 でいろいろな結果が |卜1て い るが、

それ らを反省 し、 自ら意識 し、堀 り下げ、 さらに

仲間に も問題や考えを投げかけなが ら、学謝休制

の確立がすこしで も促 されるようにと、私 たちは

「王lllお1記J lr_ょ る指導を続けている。

いまも述べたように、 これは実践の一 g6に すぎ

ないのだ力F、 私たらは班 日こ己力ゞひとりこ卜とうの生L

徒を支え、班 を支え、学級 を支えて くれるなにか

にまで育ってくれないものか と願 うのである。

口(1)班 日記の意裁

生li徒は、毎 日の生活の中か ら、お互いの向上

につ4fが る体験や考えを記録す る。

記曇 す・ることにより客観的に問題 をとらえる

ことができるしJ、 また他人の間騒を自分の問題

として考 えるで√iろ うし、生徒対教師、生徒対

生イ走の心のつなが
'1が

いっそう緊密になり、互

いに八の立場 を理‐遷嘱するための大 きな手がか り

とな る。しか も(1高人、班、学級の成長麗程の

3己録として も意義を持 っている。

(2)班 日記の活用

記録す るにあたって「 まず 1′<― ジは書こうJ

ということで、各班一冊の大学 ノー トを交代に

班員が家に持 ら帰 る。

そして、その日の学校生活の中か ら、 自分自

身のことや、ttlA関 係、班のこと、学級のこと

等、問題 を前向 きでとらえ、事実や考え られる

ことを記録 し、鰹朝提は1を する。

提出された班 目認に対 して通任 |ま 、指導、助

言 を加え、給食時か帰 りの短学溝に返却をする。

返却されたftll日 記は、班で輸読させ、全体の問

題 となるものについては、短学活、等囁 で話し

合わせ る。

どの生徒 も 1週間 lr_1回 は (希 望があれば、

何回で もよい。 〕紀無 し提出をすることになる。

また赦師は 1[16冊 のIl種 日記 lr_麗 を通し、 よ

い実践fllは その度に学級全角に知 らせる。

轟.学 習 慧 欲 の 磁 加 と班 意 識 の 深 化

朝 20分 と帰 り∽ 20分、あわせて 1目 40分
の短学活がある。 ひと口にいうと、朝はその日の

準備ゃ前日の家曜学阿の確認、帰 りは一 日の反省

や復詈バズがヤヤ】心に4ゞ る。 これ らは毎時の授業を

よリスムーズにするための主要な役割を∫事[た し、

生徒達の 自主性や主:体 性 をより好ましく育てるΦ

親の短学活    1帰 いの順学鴻

挨拶 健康観察 | ・家庭学瑠計画

・班目標の決定  | ・本田学置した重要

Q家 薙学習の確認 1 事項の確認 と検討

伝 達     | ・ 班目標反省

テーマを持 って、特別に話 tノ 合 うような日や

何かに集中したいような日は、 このいくらか

の項目が省略 されたり、短学活 t帰 り)が時

間延長 されたりする。あ くまでも可変的であ

る。

(1)家 庭学鋼の計画

毎 日帰 りの短学活には、一 日の学書内容の確

認をし、班 ごとに家庭学胃の言1^画 を立てさせて

いる。

班での最小限の約束として決められ るこの内

容は、生徒個人が自主的に計画し実行されるべ

きものであるカヘ 家鰹で何をやるのかわからな

い生徒にとって有効な ヒ/卜 になる。 だから話

|ノ 合いの内容が家庭学震のすべてでないことは

い うまで も4〔 い。

この約束は難軒1の短学活で班ごとlr_確 認し合

しヽ、疑昌:尋 ′長の検討や吟味へとつながっていく。

5月 23日  t土 〕   M女
00● ●●短学濡が始まると同時 に、なんな

がノー トを出し見せ合いなが ら

S「埋ポ斗の行:寵  見せて下 さい。J

「 Kさ ん |ま 」

K「 5間 嗜■2問 しかやっていないの

M「 じゃ ―k― をつけるからノー ト

くすごさしヽJ

を見せて

K「ゃだ| まろがってヽ るヽもの?J
Υ「いいょ、 まちが ってたつて、ぽくも自信

のないの もあるよ3J



「そう |ま ら  1ま く もこオlメごJ

う1詢 答をした ものの実際には、 K

さんのノー トには何 も書いて4(か ったのです。

虐、にみん4rの 顧が くもり、班がへんなふんい

きにつつまれましだ。みんなが特さんのこと

をどう,歓 ったか知 りませスノ・・・

Kさ ん、 7fD3か 理由があ ったのか もし′れませ

んが、ぁなたのプラスにな らないと思います。

5月 26日  Q火 〕   M_rT
・・ ・・ Kさ ん、ゃってなかったら、 |卜っき

り「 ゃってないJと ぃってほしかった。

Ttll別 ,ほ数表 t後然 〕
‐
てヽ、 この班にマイナス

がついて|ょ ぃけないと思ったのでしょぅか、

そんなことで、ぼ くたちの班がプラスになっ

たとして も、 ちっともうれ しくありませ亀

パズ学鍔をとり入れたはじめの 2ケ 月、プラ
スか、マイナスかだけの単純な班の競争をさせ

たこともあった。これは轟 としてまとまらなけ
れば、積極的4f行動をしなければとぃぅ意識 を

育てたぃがための一手段であった。

ア 班男晩像数雛li度

班活動をもり上げる初期の段階 として、下
gこ のような表を作成 し、班長の責任におぃて

記入をさせデ島

次のときマイナス 1点 とする。

'個人や期が先生方か ら注意を受けたとき。
機宿題を一人でも忘れたとき。

・朝掃除にお くれてきた人がぃたとき。

この表は、次国の班編成の資が|と なる。
編成替えは、原Ellと して全部のItllが プラ_ス が
マイナスを上回った時点 とする。 これは現在
の班で生徒が漏高に努力する気持 ちを持たせ

るためでぁ る。

ところが 5月 の終わ り頃になると、 どの班
か らも、班男り点数表についての批判や意見が

出され、 6月 lJ_廃 止 となった志 もちろえ′唖lL

したことにょって班活動が停蒲 しないことを
約束 した ぅぇでのことであった。

イ 家庭学簿計醒J表

諄日の学校生活の中か ら問題をとらえ_、 そ
れを班 購記 |こ とりあげてぃるうちに、生徒 t宅

は家庭学闘だっぃて意識をするようになった。

5月 27題  c水 ) S 女

今露は家薙学簿にっぃて書ぃてみょぅと思
います。 このごろ先生方か らの宿題が とて も

多くなって きました。 しヽっしょぅけんめぃゃ
つている鈴だ烙ヽ  たくさんあ りすぎて、宿題
をやるだ:す で終ゎってしまいます。みなさん
はどうですか 。・・ .

そうして生徒の多くの声は、私たら教師 を

動かし、宿題命集中をな くするように中し合
せると同時に、各学級の背■l~黒板に家庭学辞
計画表の登場をみたのである。 合ゎせて生徒
個八に も

‐
F記 のょぅな表が配詐 されることと

なつた。

記入仰条 /Fと して、
`

次の ときプラス 1点 とする。

・ 先生方か ら、斑 としてはめ
。家庭学踏を班全員がゃって

・ 朝婦除にIta全 員が参加でき

られたとき。

きたとき。

たとき。

班

別

点

数

表

プ
′
　

一フ

　

ス

○
○
○

○
○

○
○

○
○

マ
イ

ナ

ス

Ｘ

Ｘ

X ×
　
Ｘ

Ｘ

×

班 £ 3 4 5

5月 28日 (木 〕   s 男
・・ 0・ たしかに分量は多 くなった。 なんと
かがんぼろう、家庭学目は宿題ばか りでなく
私たちで考えた学習もゃ らなければ・・・

|二 _

毅 科 学 閣ポイン ト 宿 題 確 認

欺 平面図形の分簸 角辺により

傲,



声

1ガ域問分をわ ら手紙 1枚 にしたメモ用懸:と し、

各機を次のように利用1さ せることにした。

・  J,そ の時個θ)中の大切だと言わ
れたi勺 審や、疑門`彙0

{亜I菫亜亜甍その時出|に 出されたものや、
「やってお くとよい」 とぃうこ

と。

0     1翌 朝の短学活で確認をし、○

X自 ]を 言己́へ。

・
睡壼至亜亜]T薄

臨等がすくなかったときに

11で 話 |ノ 合 った学踏言1画

必ずしも、毎日6時間分全部の教科につい

て家塞学爾の言
″
:画 を立てる必費がないことは

ぃ うまでもない。

この表を利用す るようになってか ら家庭:学

野に対する意識が高 まり、宿題 を忘れて くる

生徒が、いちじるしく減少 したo

5月 3o日 (土 〕    I 女

・・・・ 日によつては、 111時半 iで かか

とい う声 とな リー学 lyl末 までは熱心 に続け

られ fぉ しか し工学期 を迎 えた現在、 ややマ

/ネ リ化 し、 なん とな く低 調になったことは

否定で きない。

(2)遥 と班長

よい個Aは よい集卜」力ゝ ら、 よい集li】 はよい個

人か らといわれるように、 JJl活 動の「11心 をなす

班長 と班員輸協力 も、 1雌 餞記の中で見落とすこ

とのできないことである。

班長 としての要求が出され、それに対 して、

IJI員は個々に目標を記録 し出発をする。

澤
｀
初は班長が、 あまりに も力みすぎて、I厳 員

と離れた感じになったこともしばしばあったが、

編成替えを重ねろうちに

と自分たちの競に文Jす る意識を もりあげよう

と'す る発言 もでで きた。 そして班長がItti員 に問

題 を提供し/、 それについて、各 々の班員が意見

を述 く́るような形に費癖蔓L/た りもした。

4月 15日  t水 )   H男
これから4週間みんなと同 じ班で生活 して

いくのだが、班長 としてつぎの ことを守って

はしいと思 う。

1.授業での話し合いは積極的に、

2.rtt題 を忘れないように、

3.な るべ く、なごやかなふんいきで、

をよろしく・・・

5月 11日 (月 )   T 女

・・・ 私はよい班の条件 として、

1。 みんなが協力 しあ うこと。

2.ひ とりひとりが話 し合いに参り口在ること。

3.班 日記に も意見や希望をどしどし蓄いて

それをみんなで読み合い、悪い点 もえん り

ょな く書けること。

だゴと`思
います。なのや り:方が悪か。ったり、 気

に入 らなかったら種
‐
ってはしい。

|っ て もできず、朝 5時 に起 きてしたりします。

1墨
鯉t[筆T力〔1し IttII]IITIIi

lぜ ったいに責任 をはたしましよう。・・・

5月 21日 (本 》   I 女

・・・班□様が等れ4fい時 もありますが、楽

しい競になったと`臥
います。話し合い も、み

んなが進んで参加し、学冒 も教 え合った り、

確かめ合ったり、これ もみんなのおかげだと

思い丸す。

こ亀寸マイナス壱な くするに 1よ どうした らよ

もヽと思いますか。お互いにきびしくした ら・・



わずか 2ケ 月‖11で あるが、 Jlllと 班員 との1彎 係

は大 きなi鯉歩 をみせた。

6月 か らは、 Iチ[長 は一度 も経験のない人でと

いう条件の下にI戯編成を行なつた。 これまでの

班長 と同様、初経験の班長か らも「 こうい う班

にしたい。Jと ぃ う要望が出されは したが反応

はいろいろであった。

とい うきびしい批判の中に も

と、新 しく自1言 のない班長を育てようとぼ う

態度 もみ分がせない。

今度は、班活動が 自分達のためになるように

す るには、 どんなメンパーで構成 したらよいか

を考えさせ、班長同意の話し合いにより編成 を

試みた。

憂li長 を交イt驚りにし、 rlII長の話し合いで メ1/パ

ーを構成す ることについては、 なノしの抵抗 もな

かったが、班φ活動をみていると、 きびしさに

欠 (す 、 なれあいのムー ト・が頭 を もらあげて きた。

そのな婁あいムー ドを、 どうした らいいのか、

私は抵 轟記に意見 を書 くよう提案 し「こ。

9月 26日  t土 〕   Y男
きょうで、 この班 も終わ りだ。 ぼくは酵1長 ら

しいことはほとんどで き41か った。 もっとき

びしくしなければと思ったがだめだった。

班長 |よ むずかしい力ヽ いい経験になった。

みなさん、この班での、 わろ点は、次の班で

ぜひばんかいしてはこ/い
―|

饉八名をあげて注意することが本当の親切で

あ ること、みんなが班長の経験をす ることはい

いことだ ということ等が班日記の中に書かれた。

(3)班の編成 椿え

前に もふれたが、班の編成替えは4週間に 1

回
'を
原則としてぃる。

班編成をするとき、ひとりひとりはいitで
の11に おいて、 自分が希 もよく努力したことは

何か、そして新 しい班ではどんなことに努力す

るのかを、班 日記に書かせるようにしている。

私 |ま そのひとつひとつについて、激励や1功 議

をしているが、生徒にはなかなか好評のようで

ある。

班 El記 にniLl目 標が記録され ることは、常に仲

間の眼を感 していることに もなり、班の成熟を

促すのに意義のあ ることだと思っている。

9月 5日  t土 》    S 男

班長の意見によれば「班にかんすることだけ

を:書 いて個人のことは C・ ・・ Jと あ るが、

その意見 lF― 、ぼくは反対する。個人がしっか

りしなければ、ょい班にな らない。 だか ら個

人に注意す ることが、本当の親切だと思う。

摯    ll   書轟[懲1 員 F島二
が ぼったた dな ぃ と強 く添 は らど

|

うでしょう。 また、みんなの意見をまとめる |

三_21三二聖士上三土Itt    j

6月 10日  1水 )   T 昇

・・・ ぼく|ま この班は非常に明るく、 よくな
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7月 13日 (月 )

ぼくが班長になっア島 班の メノバーを選ぶ

ときこんなことを考えました。まずぼくの欠

点を助 |す てくれ る人、学耐面でとくに英語で

Mさ ん、横癬 r争 な発言で Tさ ん、ましめに清

掃をやってくれるY君、 この人たちといっヒ/

ょな らしつかりやれそうそす 農・・

男

5月 9日
・

t土 )   K 男

・ 0・ 1∫ くは、そのときは力tの人 といっしょ

にな る興味 と期待でよろこんだ。 しかし今 ま、

での班は、班目標の達成が不充分で、なんと

なく心残 りだ。その分を次のFLEに 向けてがん

ば為・・・



生徒はォ|し かに量の編成替えを藤ぷが、ここ

lr_陥 りやすい点がある。「 4週間だまってがま

んすれば、次は誰か気のあ う友達といっしょに

なれる。Jと ぃう気持 ちのわく可能性がある。

γl除 こういう気持 ちを もつ 生徒がいるかどう

かは、 まだつかんでいない力ヽ  もしいたとする

な ら、充分留意 しなければな らないだろう。

たいせつなことは、 どんな班で も最書を尽す こ

とである。

編成替えのたへ 今の班が解かれることが、

なんとなく惜 しまれるような意見が、 どの競か

らも出された時 こそ、生徒達は充実感を
'|ミ

うこ.

とであろう。

,(4)話 し合 うことの意義

パズ活動の中で最 も大 きな要素である話 し合

い活動をいかに充実するか、私は次の ことに留

意 した。

・ 話しやすい雰囲気をf乍 る。

・問騒の趣旨を明 らかにす る。

・ 駿極的な発言 を述べ る機会 を与える。

・ 共通理解 を深める。

生徒 :こ |よ

。話 し合いは小声で。

0他人の発言はよく聞こう。

・ なぜそうなのか考ぇよ。

等の約束をさせた。そして半年をすごしたゎけ

だが、最初のころは誰 も難露記の中で「話し合

い活動J をとりあげる者がいな力〕った。

しかし 1か月を経 j曇 したころ、次のような意

見が出された。

4月 25日 (土 ) T 女

みんな鑢、始めより話し合ぅ1ょ うになったと

轟 うが、 1人が意見をは1す と、わけも薦
′
わず

1こ:そ れに鉤成してしまう。だから手を上げ

|る
とき、自信がなく、ひっこみじあんになる。

|

わか るな ら、わか ったとい うことを、は っき

りす ることだ。酔まず、露騰し合 ぃヵゞよ くで きてしヽ

ない と,思 う・・・

真貪1~ぐ 深 まりのある話 し合いの必要性を感 じ

た覇初の意見として尊 く思 う。

しか し一ラケで 1ま

という意見が とび出した。 すると同 じ擦llの 中

力)ら

sJ* 2 11 t*] E 女

たしかにさわがしくなったかもしれないが

爾rよ りずっとみんなが明 るくな つたし、それ

にいろいろな話し合いが生されるようたなっ

た。だから、 ここでみんながムダ話しをしな

いよう注意しあ うようにしましょう。

0君 の意見には「無口の時がよかった:Jと
あ りますが みんながプス ッとして何 も

いわない、 そんな班 な ら私は とびだした くな

ると,思います。

とい う意見がはねかえってきた。

またf也 の班で も

5月 14日  t木 〕   S 女

S「 こんど発表するのは i4君だよ。J

M「夕1-4~言 うの?J
私はこノかたなく赦えてやった。

M鵞‡は結果だけをみんなに闘ぃて発表すれ

ばいい、話し合いに参加するのはめんどくさ

い と層、っているのでしょうか。 こんないいか

lfん な気持 ちで授業をや ることは、マイナス

″ごと
`臥 う。

な ど話し合いの意義を認める意見が出される

ようにrFyっ た。話し合いは自己のプラスになる

6農 女
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4月 30日  t木 )   o男
臼もたってきたので、みんなだんだんなれ

て きた。 したがって発言 も多くなったが、話

tノ 合いがゃかましさに変わってきたょうォ∴

むだ話しは遅放だ、 もとのように無口な学級

の {二 うがよいのではないか 。・ 0。



ばかりでな く、みんなのプラスになることがわ

かりかけて きたのである。

しかしなが ら、話し合いをどのようにして深

めてい くかという点については、生徒たちは、

まだまだ考えが及ばなかった。 これは数日面白身

の きめのこまかい指導が不充分であったことに

起因するといえる。

(5' その他釣問題

生徒の相互作lllは 、まだほか lr_ぃ ろいろな面

で行4fわ れ、班 日記の中で解決 されたり、論議

されている。 そね́をここで具体的に とらえてみ

たい。

了 期末テス トについて

学校生活の中で最 も大 きな関心事は、期末

テス トである。 t lJ/Fttiに とっては、はじめ

ての経験だ。 )

このことは短学活の話題とな り、全部の班

が轟題 としてとりあげた。

7月

イ ものを諏
‐
ゎないH子に文1し て

言舌し合いにまったく参加 t/な ぃ II子 に支、jし

て、生徒達 |よ どぅあた り、 どうlyて きたか。

小学校ゆ盛任からも、ぜひ話すように指導 ヒノ

ては しいと要望のあったH子。

4月 22日  t水 〕    Y 女

・・ 'い ちばん気がか りなことと言えば、 II

さんりことだ。 /jヽ学校へはぃって来たときか

ら、 しゃべ らなかった。

先生 もわたしたらも掃力してぃ るのですが、

いつこうにかわりません。 どうしてなのでし

ょう。・・

本Aの H子は、みんなの話題にはまったく

無関′心をょそお っている力ヽ IiE日 記だけは、

1ペ ージにわたり記録してぃる。

以後|の難●1よ、1童 子についての記録はな
しゝ Fこ れなけ1二 もぅすこし気をつけます」
といいながらも話し合いに参カロしてぃる様-7‐

はないし以前とかゎりのない毎日である基
声を出さないので一見伸間 と交ゎらないよ

うだが、班 甲記を書 く番が くれば、仲購 とし

4日 (土 )

私 たらの戦 では、毎 日、

面を話し合 う中で、期末テス

亀進めてぃます。 ・・・

M 女

家庭学冒の計

卜に対する準備

7月 10日 (金 )   S 女

・・ '「期末テス トか。 ああ、ぃゃだなぁ一」

といってぃた 1週 FH3前。だけど、やつてみた

ら考えてしヽたよりも、調-7-よ くいった。

縦 書をめくって、問題集 を考えて、 目をし

よぽつかせなが ら、おそ くまでやった復習。

これ も量のみんなのおかl‐/で・・・ .

テス トが始まるまで、班で経尋題を出 ly合 った

り、解答をしたり、壼活動 !ま すさましぃ もの

であつた。テス トが終 わったときの気持はぃ

いなあ・・・

4月 25日 〔土 〕   Y 男
°°°Hさ /L′ は、まったく話し合いに参加し

ない。だからこの班はお もしろくない。私た

ちも努力 しているのだ。 Hさ
´
ん も自分からと

びこんで くるような人になつてはしい。
7月 2日  t本 〕    I 女

・・・来週 か ら始まる期末テス ト、 み A′ なは

どんな言十画 でゃってい ますか。 どんなことを

やつてい るのかぜ ひ教 えて 1ま しい。“・・

4鵞 27日  t月 )   H 女

・ 會・毎 日の学校生活は楽しぃ。 とくにクラ

プ活動はいい 醸・ 0。

朝そうしは、 もっとみえなで協力してゃれば

いいと思う。 そうしをや らなかった ら叱 られ

るか らやるのでなく、私たちの学校をすこし

でも美 しくしたい という気持 ちでやってぃき

たい。私は自分たちの使った数室を自分たち

で掃除す ることはぃゃではない 。・・

いままではあまり話 し合いに参加をしていな

かつたけれど、これか らは もうすこし気をつ

けます。



て彼女な りの努力をしていることは事実であ

る。

ク 転入生 に対して

生徒全員力ヽ 転入の紆験をしていることが

大 きな要因だろうが、転入生に対 しては非常

に幾 到である。 しかしそれも、話し合わねば

な らぬような状態にiaい こむ毎 日の学圏活動

が、新しぃfrll間 に対する人間関係を作 り出し

ていくのではないかと思いたいのである。

お互いの気持 らが素直に記録されているFll

をあ|デてみる。

9月 1 7 tl        K 女

。 ・ ・ ・ Tさ ん力∫私 ′こちの11へ はい りまし′こ。

わか らない ことばか うだ と思 うので、 みんな

で襲 月に教え、で ,十 )|・デましょう。  Tさ ん もぜ

ひたザね てくすゴさい。 ・・・

9ダi l S il T 女

転校 して今 日1式 二日親、みんなが競舅にし

て くれて、非常にょかったとい う気持です。

そしてよく話 しかけて くださるのは、あ り

がたいと思います。 この学級でおどろいたこ

とは、掃除 をみんながいつしようけんめいや

ることでした。 ………

転出入生徒が多いことか ら、転出入という

事態は、それほど大 きなFr75題 として生徒には

うつっていない。早 く仲間にいれ親舅に して

ゃ るのが当然だとい う構たのあ ること|よ 事実

だろう。が、市1に ものべたように、パズ学圏

の効果はたしかに大 きい。

工 現金紛失生徒に対して

新学期始まって 1ケ 月日lr_、 壁1徒 の現金が

160円紛失 したo どこかlr_落 ちていないか

みんなでさが し′たが、結局でてこなかつた。

このことに対 して

4月 2 3 EI t木 》 属 女

・・ 。今日、 1量 ム′とにいやなことがあ りまし

′島 私はT君 のお金をとったAな んかいない

と,歓 います。そう信 します。 T君 1ま とて も明

るくていい人ですが、 6年螢1の時で もよく、

ものを4fく し、担任の先生や、みス,な を困 ら

せていました。 どこかで落としたのではない

でしょう0、 またお金をバラバラで持 ってい

ることはいけないと思います。

等、同清をしなが らも生徒の久点 を遺求 し、

なんとか解決 しようとしている気持 ちなど、

班 日記だか らこそ表現できるのメ
・
ごと獣うΦ

お金を紛失 した本八 は、

4月 28日 (火 )   「  男

・・・ぼ くもうっか り、学級の中でなくした

といったが、落 としたのか もしれない。みん

なに心配をかけてすみません。 ・・・

これで解決したとは思わないが、 この紛失

事件が生徒 lLi‐l志の心配され るような関係に も

発展せず、 まかったと=象 っている。

4. むずび

以上は私の学級 lJ_籍 ける、パズ学薄の実践をIJl

日記を通 して騨じめた、 ある一部の記録であ る。

こ.の ようにして半年間、″千究れ鮭めて きたが、

学校での生徒達 |ま 、誰 とで も仲良 く話し合えるりl

るい学級になつたように l憩われ る。班別′彙数表や

家藁学習計画表等の試み もさることながら、 う余

曲折 しなが らも意欲を増 し、家庭学 翼内容が 自主

的に言・:画 されるようになった。

こうして生徒相互磯孤立化が陰をひそめ、 しだ

いに学鉱 男女の壁を取 り除いていったo

たとえば全議 _徒 による奉仕作業、球技大会、

フ ォークダンス等 la_、 積極的 に参加す ることがで

きた。

これ らの事実か らも、私たちは、学覇l旨導、生

7占 ltti募 の画面、すなわら学校誉i活 全体の統合化を

めざした指導の必要性 を感ずるとともに、バズ学

題が統合化のための有効な手段であることを、再

確認したゎけである。

まだまだ不充分な点、も多 く、班日配へは もっと

もな意見を善 くが、行動の伴 わない生徒、 きびし

きの不足からくるなれあい、話し合いの深 まりの

なさ等、今後の琴I究の余地が多分にある。ことは申

す まで もない。



第 2回 バ ズ讐 習研 究集会

撥業構造におけるパズの組織化

春 日井市立東部中学校

1。 は じめ に

バズ学習にとりくんですでに 5年。初年度は ,

'則 集ヽ蘭学習の活用Jを ,短学活に焦.ミ を合わせ

ながらすすめてきた。その後, 42年・ 43年に

わたって「 小集団による学習Jと いうテーマで,

パズ学習ご教ぶ1指導にとり入れなから,研究体制

の確立 をはかって きた。この 2か年の研究では,

学級経営,教科指導,短学活等,すべての学 校生

活 の分野に生かすことをねらい,全教師が真貪に

とりくんできた。

それ を,昨年の第 1回西日本パズ学 習研究集会

で「 体制づ くりJと い う問題 を中 f心に現状 を発表

した。

大規模校であるが,全教師が前向きの姿勢でと

りくみ,赴任してきた教師 も一日 も早 く同 じ基盤

にたち,さ らに研究を推進させ るために,「/卜集

団による学習――指導のてびき」とガリ冊「各教科

学習過程指導案 fll集 Jを 作成 した.こ れは,本校

が実践 して きたバズ学習に系統性を もたせるよう

Fc整理 し,ま とめたものである.これを,本年度

当初から,パ ズ学習実験のなかで,つねに手もと

にかいて,そ のつど,加除・ 憾証 をして きた .

■方,研究の焦点 をF授業 その ものに合わせて

本年度のテー■を 饉 [業構造 の確立Jと し その

柱を

・学習集題 として畔 級づ くり

。懸 し合いの組織化

・ バズの位置づ け
゛

として,年間計菫をたて,学年説会・者til繁会・

全体会とい うあり,る 短を とおして研究ヒ′た。と

くに,全体会にか、
^て

は教輛を 6班のパズ奏i畷に

編 成し,い っそうの もりあ力iり を1明 した。

本校の研究が出勢 、から,パ ズ学習の理筑 |て の

っと りながらも,「小集側による学留」 とよんで

きたが,本年度か ら「
バズ学書」と変更 し,統一

することとした。それ協「 パズ学習Jを 懸なる学

習方法や技 :簿 ととらえなくなったからである。
コ学期には,パ ズ学高をすすめる上での「 学級

づ くりJと 「話 し合いの組織 fヒ Jを申心に研究を

すすめて きた。このなかで授業を,教師と生繊の

ものとして,生徒鍮活動を申心貯 針すめる場合
バズを授業鍮流れのなかでしっかりととらえる必

要がある ことなわれわれ:ま 再認識した.そ こで,

われわれは, 暖 業構造にかけるパズの組織化J

ということ匡織鋳的にとりくんできた.パ ズの技

術的歳曲 も重翼しつつ,生徒ひとりひとりをいか

し,授業 などのよ うにしたちよいかを考えて きた。

すなわち,「パ ズの適彎な位置づけJと「
パ議

髪発 してい く過程 での教師の指導性」はいかにあ

るべ きかとぃ うことにとりくんできた。

とはい うものの,ま だ,われゎれは新しい角度

から「授業Jを研究することの第一歩を踏みだし
たばかりであり,ま とまった発表をするにはいた

'

つていない.ただ,いままでの歩みを報告するの

みである.



FI:

2.バ ズ学習と教材研究

全人教育 をめさす学校教 FJに おヽいては ,認知 目

標 と態た 目漂 と油
`ち
―ごD学青r占勤の なかで,1舌1時

に達せられるよう友寺l習 メL夕撃 でなければ.1「)な い。

ひとりの落匠義もな く,7覇及全体が|む式にら』ら

れ,楽 しく,務 1可脅卜 意 歌的ゃ自主的にと りくむ

授業でありたい。このオユ′クiい こそ,仁校が′:.ズ学

溜 てとりくん「、」動機 であ った。

(1)教材研究の必後性

学
・
fFに おいて:1,教輛 r二

′
ィ^す ヵ)ら '≠ ぶもの と,奎二

徒 1司 :志こ)オ昌L〆 lFメ lj:4よ っ・
ご'夕 1こ卜合 う面 と力:あ る 。

生睫の相互の力が動 き合 うことを重況し,そ れ↑

イi効に活用 したがら学習 1・ すすめることは, きわ

めて〃J深的である 1‐ 考え 4)。

生 徒|“]志 , 1・話し合 争」 ことに よって,全員か

積極的だな加でき,理解が促j色 ・拡大され,の ぞ

ましい社会的態度やllllit直 観κ.:身 についてい くので

ある。つまり,こ うした学習活動 をとおして こそ,

はじめて認知と態度の向 目標が達成 できるものと

`思 う。

しかし,こ のような字習形態 をとるには,的確

な学 習言業題 十設定 し,そ れなどこで,ど のように

バズ活動ませ るのがいちばん青L率的 であ り,効果

的 であるか を考えなければならない 。一斉学習 ιD

形態 嘲略始する場合 より,授業の構造は複雑化す

る。 した 力【って,そ れに対「ふで きるだけ
・の綿密な

教期
´
研究が必要 とな ′ちのである。

パズケ不月1101に させると,I「 しろ時 |:尋的 なこ′ザ」
´

が多 く,理解 も不充分なままに終 わり,パ ズ学習

かれ らう鋼的力灌 成されたい場合が 多い。

本校にかいて最近は,「牙ムの授業 は4L徒 を見て

くれ Jと い うことばが聞 かれるよ うになった。指

導力 とか指導技術 とかい うもの|れ 生徒をいかに

積極的かつ主 f夕的 l・こ学習に参加させ ,相互昨用 に

よっていかに勧 理解を繰み 人間性を高 めさせ

るか とい う。ほに t/ほ られてきたよ ぅに思 つ。

パ ズをませることによ って,授業が活発化さオЪ

多様化されて きた。「 これでよ日 と,鳳 って授業

にのぞんで も,`L徒が うまくのって こない場合が

ある。また,あ る■亀 で うまくい ったことが,他

の学織ではどうもうまくいかない場合 もある。

われわれは,よ りよい授業を組織 していくため

に教材警1究 の必要性 を,今日lf■ ど強 く感 じた こと

(慎 な1/ヽ φ

(秒  教材ぼf究 のかまた

教科指j認にバズをとり入れ
.た

当初に :1,1‐バズ学

習をす /Jと 進度がお くれた)」 とぃ つ声がよくlj紀 か

れた。そCl暮と大の原1馬 の 議 ｀
うには,教材の聴む由 に

バズを費 ち出 し過 ぎたために、50分の学習 C7Dこ

とごとくをバ 4■ よって進めるようなことがあっ

たと思 う。

バズit,教 材研究をする前提にけ確かにあるの

だが,そ れはあ くまでも授業をすすめるための方

法 として考え.為 べきで凌ノる

したつ二って,教本l研 究 をするにあたっては, 授

業中の ビこで,ど のようにバ ズ活動 をさせたちよ

いか,そ の適切な位置づけをしっか りと考えなけ

ればならなt′ 。ヽ

しか し,そ の課題 や,パ ズの位置づけが,議 切で

あるか どうかは ,教材 そのものの本質17・Jな f面値 を

還究 ヒ′なければ判断で きないだろう。

棒ままでの教材研究は , 1時限かせいぜい小単

元 ぐらい 行単位にして,そ の目標,展開 の方法 ,

教師 自身の知識 を深めること等についてイ〒なわれ
―てき′こ。

ヒ/か し,わ れわれは,担当する教科をとおして

何 を生徒にのぞむのか ,そ の教科のねらいは何で

あるかをilっ きり認識 しなければな らない。

同 じ教科を指導するのに,と きに より,人によ

って異なることのなヽ/ヽ 一貫したねらいがあるはず

でき′る。この各教科のねらいを,具体的な血のか

よったものにしようと各教奏i部会で,か な りの時

間 をかけて話し合 った。この話 し合いの過程では ,

再ひ指導要領をしらべなおヽ したり,そ れぞれの教

師の教
l議

理念ともい うべ きものをさ らけた「し合 っ

ナこりした。

このことつt契 機 となって,従来は主 として,個

人的 に行 なってい

'Iザ

〔材研究が ,教科 部会 驀学年

部会・全体会 と組織的 に行 なわれるよ うにな って

きた。

(鋤  教驚ォ静1究 の順事 と方法

教材研究の必要性 をな らたに再認識 したわれわ

れは教科部会・学年部会 礫全体会で数回の研究討

鹸 を朗魔 ,教材研究の一般的な順事と方法を次の

ように考えた。



・・'教材 tま たは分野 )の 祝点がは

つきりつ力)ま オしていないと, 1時

間 1時間の授業に一貫性を もたせ

ることはできない。われわれは,

視点を,1旨導要領の目凛と,そ れ

に対する赦師の考え方を もととし

てあきらかにする。

・ee t見 点 をふまえて,大学元こ
・
との

学督目標をあ きらかにす る。

分寓J目 ・ 0・ 1時間ごとの学習目様をあ

きらかにする。

蔵果i理・・・ 学ぎ目標を達成するための課題

を,授業 を成立させる諸要素を考

慮しな力くらとりだす。

・・・ 1時潜]の 授業過程の

なかに課題 を位置づけ,授業 をく

みたてる。

上述の「 目標Jま でのみちす じをふまえて, 1

時間分の教材研究をす る方法の一例を,社会科に

とうてみると,次のようである。

①この1時間で,何 を教えるべきかをはっき

りさせる。 ・・・4購拳の目標

②教科書を通読し,教えねばならない事項に

傍線をひく。

①この学習主題で教えるべき基本原理は,教
科書の記述で充分かどぅか考える。

④関係の図書ゃ資料にあたって内容を深め教

材の見方をより確実にし,豊かにする。

0その教材内容を授業過程としてくみたてる。

その際の留意点lま

ア 1時間の授業のヤマをどこlcお くか考:  
える。

イ それに迫っていくために授業はどんな

はいりかたをするか考える。

ウ 学習目標に近づくためにどんな課題を

設定するか考える。
工 課題は,で きるだけ生徒にそのままも

ちこめるょうな表現を考える。

3.欝饉へのとりくみ

(1)課題に対する認識の発展
課題については,本校のみならず多くの学校で

遍確な論:述がなさ乱てぃる。子の概念規定ゃ条件

に対して暴論をさしはさむ。余地はあるまい。しか
し|こ こにあらためて課題に対する問題 を提起す

るのは,現在,われわれが,そ れをより本質的な

次元でとらえなおそ ぅとしてぃるからである。

不校の研究体tllは ぃうまで もなく。バズ学 習の

実践的研究から出発した。 それ :よ ,学力とAral関

係の統合をめざす集団相互作用に集約 され,そ の

基本的な活動である「話し合いJを よりどころに

している。

話し合 うためには,そ れなりの材料が提供され

ねばな らない。そのためにうみだされたのが試題

であるが,そ れは授業 の準備,中′心,確認の各過

程で位置づけ られ,ょ り精密fヒ されて現在にいた

るのであ る。 しかし,そ の生成の過程か ら,課題
は必然釣に「 話 し合い」へ もっていくための手段 .

あるい:ま 単なる発問 として位置づけられ ることに

なり,われわれの関心事 も発間に対する表現の技

術や話し合いを前提 とした課題の難易などでぁっ

た。

本校の「小集期にょる学 習一一 指導のてびき」

には,課題提示の留意点について,次のように書

かれている。

ア つかみどころのないような大 きな課題 より

も,生徒の力でとりかかれるような具体的な

職 がよい。

イ 課題はあ くまでも,日 標にヨ1達 させ るため

の ものであるか ら,生徒の能力や関心を考え

合わせねばな らないが,あ まリレベルを下げ

て1ま ならない。

ウ 課題を能率的に達成す るために,適勢な時

間を考慮す る。

工 適 切だと,臥 った課題 も,生徒に理解 されて

いない場合には,教師の補足説明や指導,結
論到i菫のための指導が必要である。

オ ちょっとした注意や ヒン トで課題がい きて

くることもある。

われわれは,こ の考えかたがぁゃまりであると

は思 ってぃなし、 事実,こ れは課題 を提示する場
合の きわめて必要な条件である。

しかし,こ れを正 しいと認め,ゎれわれの研究

業のくみたて



の主眼がそれに注がれる/JAぎ りにおいて,

話し合い ‐→ そのための講;JIm―→ lF‐3間 の授業

というみらす じは技

`li的

な伊1面であって,われわ

れの議論 :よ必た、的に堂 々め ぐりに陥った。

課題 は学 i響 目暉に生徒ヤi猛 づ ナるための媒介で

ある。本年度,ゎ れわれ |ま ,課題に対 して,生徒

の個1で な く教樹の優1か ら研究をfま しめた。改材の

研究は,パ ズ学署による生 f走の活動のエネルギー

と多様性によって要講 された ものであるが,われ

われは研究を辞め るに したがって教 1オ その ものの

なかへわけい り,そ のIft造 をみきわめ,そ れをFt

徒に認知 させるための男実な′必要感か ら課題 を生

成 しようと考え /Jよ うになった。課題には,そ れ

ぞれの教科の目標 とそれを指導す るわれわれのね

がぃが強 くこめられてい るのであ る。

このようにして,課題 は話し合 うための材料 と

して位置づけられるの みでな く,授業の流れを強

力におしすすめる原動力 として,ま た目標達成の

ための授業 をくみたて る柱 として位置づけられる

話し合ぃは,生徒の個A思考と同様に目標達成の

ための方法である。

以上 の考え方は,

懺 目操― 素材 t幹 携雪を含む 〕の教材 fヒ

ー 翻 -1時 1鋼 の麒

とい うみ らす じに支え られた内容的 mll面 でぁる。

子れは,前述の技術的叙1面 と援触することによ り

授業 を成立 させ うるのである。 そして,われわれ

の研究は,ま ず指導 目僚 (教科の本質 〕にたらも

どり,そ こか らは1発することによって,堂 ′キめぐ

りの突破口を開 き,教科部会が飛躍的に充実 して

きたのであ る。

(2)課題のとりだしかた

い うまでもないことであるが,われゎれ教師の

基本的な姿勢こそ,第一に′ヒリあげられればな ら

ない。つま り, 1時間の教材内容 を確実にlLn握す

るために,そ れを支 えている学問の科学的内容に

対する教師の不断の研究が問われるのである。

ある婚導 圏機を達成す るために,ま ず教科癬を

含めた薫材を教材にまで高めねばな らない。それ

は, たとえ |ゴ ,

ア まず,教材内容 を黙読し,そ の主要な語

句 と事項に傍繊 をひく。それによって,教

材部分間に比菫 をつけ,脈絡 をあきらかに

する。

イ 次に,傍 1象の童費4f語句と事項 を手がか

りとして,そ の教 |オ (こ きまれ る童捜なこと

を,自 分の考えとことばで項 日白りに整理す

る。

ウ その教材の もつ本質を理論的に把握 し,

必要があれば当初の目擦に修.l~F_を 加える。

のような操作をくりかえすことによって実現で

きるだろう。 しかし.教師 自身が,そ の教材 :こ 対

する科i学的な認識を もち,数材を構造化する視′彙

を確立 していること力ゞなわJ・‐ったな らば, このよう

な操作 |ま 意味がない。われわれが,教科の本質に

たらもどり,そ こか らでなおすの も,こ うした理

由|こ よるのであ る。

そ bて ,つ ねに本質に もどりつつ,基本的事項

ti福導 轟標の具象 ,教 えるべき必要最小限の柱 〕

と基礎的事項 t基本的事項の理解 ,把握へみちび

く資幕:夕 土台 )を みきわめ,そ れ らの脈絡をつけ

てい く過程で。課題がとりだされる。それは,教
師がとりだすというよ りも,教EIIの不断の研究の

なかか 鏃,そ れみずからがあらわれて くるという

べ懸麟》轟かれない。

さ奪lJ_,あ る単元 (ま たI成 臨材 》で,ひ とつの

機造化ゆパターンが発掘 されると,そ れ fま ,そ の

単元 を包抵す曇分野で一酸化 され,活 用 されるこ

とができるようになる。たとえば,社会科の地理

的分野で,北海道の農業 iご ついての教材構造があ

きらかにされた場合,そ のパターンは,九 rJII地 方

の農業についての教材の構造 fヒに役立 って くる。

こうしたなかでとりだされ る轟題 は,農業 に関す

る学粋―‐A毅についての生徒釣聞題意識 をいっそう

観磁を も鍮l「_す るだろう。

このようなパターノがォ各赦凄|や 分野で確立 さ

れるよ争になれば,われ 轟れゅ課題 についての研

究 |よ いっそ う構警ィヒされ,研究時間の不足 も多少

はお ぎなゎれ ると考えられるのである。

ま r薫 褻ぁ轟教科では,こ れはど考えな くて も構

造イこできる場合がある。 しかし,教科審の内容は

導電 くまたは分野,題材 》全体の流れ を主として

熊かれた薫材であるのに対 して,授業は限 られた

時鸞 ζとに区切られ,そ の 1時 Faln l時 間が独 自に

くみ r,1て られなければな らない。 したがって,本
時勢鐵機を達成す るため lr_|ま ,数千1書に書かれた

事項の機に授業 をすすめるのでな く,そ れぞ麟■の

軽〕



事項σ)配列変更や補足,修正 ,あ るいは捨象する

必要がある。

このような操イ乍をとおしてあらゎれた課題はさ

らに精選 されな tす ればならない。た とえば,数学

科の場合,練 習問題がすでに課題であるかの よう

にみえるが,本時の目標 としての要素以外の要素

をできるだけ捨象,あ るいはヒ/卜 ,助言な どで

軽 くし,日 標をできるだけス ッキリと達成 させる

のであ るも 基本的事項が確実 に把握 されれば,そ
の転移,応用がかな らずできるのでなければ意味

がないのである。 (こ こまでくると,子 れはひ と

りの教師の問題 ではな く,教師集団が共通の目標

にむかえる研究体制の問題であろう。 ,

とりだされた課題は,さ らに生徒の意識過程を

考えにいれて吟味されなければな らない。 それは

次のようなものである。

ア 生徒の実態から「 どう生徒のもっている

力をひきだす力理 を考え,課題の表現をく

ふうする。

イ 課題は,生徒の前に問題を設定して,思考

状況をつくりだそうとするところにある。

したがって生徒と課題 とをどうかみ合わせ

るかの配慮,課題前後の迅勢な指義

ウ バズをどこで:ど んな形で利用したらよ

いか,そのJgrも 効果的な場面を検討して,

課鍾を設定する。

工 個人思考や,班でのパズを学級全体の話

し合いにひろば,集団・鳳考へと組織 してい

くのであるが,そ れに耐え得る課題の設定

〔そして教師の指導力 〕

このようにして,課題が完成 されるのであるが,

それ1ま ,さ らに準備,中心,確認の各過程で性格

を異:こ
‐する。 これについては,前年度の発表にも

あるので省略する。

(3)よ ぃ課題の条件

よい課題をうみだすためには赦材研究を深めな

けオしばならないが,そ れは従来なされていたよう

な指導内容を豊富にするだけでなく,目標達成の

ための基本的事項を精選し,く みたて,llA序づけ

ることがいっそう重要である。われわれは,そ れ

を大前提として,次にあげる条件をみたすように

苦心している。

ア 課題の内容が明確でわかりやすく,何 を考

える力)力経拒徒にf〕 みこノ‐
cし る`ことt

イ 課題の内容が生徒にとって考えるに値す る

ものであり,解決す る意欲と興味の もてるも

のであること。

ウ 既欝事項を応用することにより,学級の大

半の生徒が結論に近づけるものであり,学力
の低いものにも考えることができるものであ
ること。

工 生徒の生活経験に密着し,自 分たちの問題

としてとらえられる内容であること。

オ 準備課題から中メ濾 題へ。中心課題から確

認課題への膜次性とせまり方が通男であるこ

と。

教師の側からいくらよい課題が提示されても.

生徒同志の援助,協力・ 学習への意欲的な姿勢が

なかったならば,授業はぃきてこないだろう。そ

うした意味で学級集団の成長にも力を注がなけれ

ばならない。それは,学級担Eo主要な仕事であ

り,そ れなりの研究,実践が必要であるが,課題

の研究とも無縁の ものではない。止述の 5つの条

件がみたされるような課題が,毎日6時間の授業

で提示されるなら,学 冒集団は確実に向上するは

ずである。このような集団の成長,個人の意識の

向上を期待する意味においても1われゎれは課題

を重要視するのである。

4.援難構造ヘ

(1)授業構造 とは

本校のパズ学習実餞の焦点の変遷を整理 してみ

ると,

①バズの形態を「帰りの短学活」の場にとりい
れ,パ ズの訓練 と定着をはかった時凡

0バズを授業にとり入れ,話し合いの方法薇
術そrpl題 にした時為

①パズを効果的にするための土台として。班 (

パズ集団 )の編成方法や学級づくりの指導が

必要であるということを問題にした時凡

0バ ズ学目をすすめるための課題の意味,役 31jD

長当性はどうであるかということを問題にし

た時毬亀

O効果的な課題をとりだすには,教材を構造的
lCみ きわめてかかる必要があることを問

=にした時蝿

①課題のねうらを,教材の構造の面からみるだ

(動



けでは単に静的にとらぇ。「こにすぎない。その
課題 をしヽ きたもの として投業のひとこまに位
置づけ,パズを組織だとしてい くにはどうしザこ
らよもヽのかを「.5題 にしだした肝キ既

といえる。

このよぅに,われわれの研究過程をたと:づて み
ると,「授業構造Jに つぃて意識的に追究Lだ し
たの 1威 ,ま だ新しいことでぁる。
われゎれは,「授業構堆Jと ぃぅ成熟 してtγな

いこと:ゴ を使 ってぃ る力1,こ れ
`、

ま,①の段階に壼il

達 したゎれゎれ′の授業観を意味 するものにすぎず。
「構造Jの中味 をはっきりと理論的1磯定す るこ
と|ま

=ご き
‐
てぃィrtヽ .

しか し,われわオlの 暖 美構造Jの 概念の発想
t7p根 底には,「授業を教 E噸 の ものと考えないで,

教師は演出者であって授業の主役は子どもである。J
いんヽかぇ乱 |ム  曜ぉミは3教材を一方的に郵 1再 が
与え.る ものでな く教材を媒介としなが ら教師 と生
徒の両方か ら創造 してぃ くもの。」 とぃぅこ `と が
あ る。

そのためlc,教師は生徒の学留活動を組織 して
いくのであ る。

その学謝活動を組織する|こ は,

0主体的 ,集団的に生徒が投業 にとりくむょぅ
になるてだて t好 ましぃ人間脚係,話し合い
の方法,「尋題 をみつけることので きる能力な
ど )

の生徒の状況 を通確にみぬく教師の力量 〔発「:・

をみらびきだす力 畿,発 言の発想α}壌 質をと
らえるヵ量,生徒の発言を1咀 識す るソブ量など ,

o構造イじした教な 教科の理論にのつとってく
みたて ら筆 こ教材 〕

が統合 され ることカメ必要である。

すなわら,現段階 では

「 授業構造 とは,生徒の知的発雄の農次性 にか

らみ合 うょぅに,数師 が教樹を整備し,設懸 を
盛介に して生徒のレデ ィネスを高めなが ら1学
府目機に引達 するよう,子どもの学習活動を組
織 したものJ

と,われわれは定義 してぃる。

(2)授業構造の実践的追究の―クリとして

盤業は,諾要素の複雑なか らみ合いが展済1過 程
の各段階で変fじ しながら動いてぃくものでぁり,

バズ活動 も子σ)か とこまであ る。その授業の機維
な中味を構造釣にと

‐
らえるために,伽時 の指導案

づくりをしてみ r〔 。従来の慮導案は授業準備の し
かたや,投業 で教えること鍮漱ねrは でてぃ るが,

長業の諸農素・条件が働ぃてい くものとしてぁ ら
われていなかった。そこで,授業を成立させてぃ
る諸安素・乗絆のからみ合いを授業 i遇程の駿階 ご
とに分解 して表現できる様式の指導案を作成 して
み Fこ。 しか し,そ れはす ぐに、′、きづまり,実践的
でないことがゎかった。 その理由として考えられ
ることは

奪指導薬の様式を変えて も,項 目が細分化 され
たにす ぎず,教師の授業 スタィル 〔たとぇば,

生徒の発言に対する補説やまとめのしかたな
ど )l‐t改善 されていなかったこと。

・分解 した諸 要素に気をとられすぎ,授業過程
の Ftt tフ シ )」 ヵゞぁぃまいにな り,授業の
焦′質 (ヤ マ〕力ゞ ぅかび上がって こないで,授
業釣骨格が くずれ る傾向がでて きたこと。

・ 複雑な授_業 の要素をすべて指導案に もりこむ
ことよよ無理でぁり,かえって授業が硬直化し
て撃授業の躍動が失 われてぃ く結果 となつた
こと

である。

授業構造を追究 しなが ら,構造的でない授業に
なつてしまったのは,授業の「 構創 とぃぅこと
ばにこだゎ りすぎてぃたょぅに,獣ゎれたので, も
つと気楽 (じ考ぇなおそぅとした。

わオ
´
しわれは,ょ ぃ授業 とぃ ぅものが,多 くの場

合に感動 をともなったヤマ ,を もってぃ ることを実
感として知ってぃる。 だか ら,複雑にか らみ合 っ
ている要素や条件の全部をとりだして並べてみる
ことは,さ ほど車要ではない。 むしろ多授業で も
つとも中暮になるヤマ鋤設定,そ こへ晉|1進するた
めの課題 吟餓置づけ,そ こ 、́生徒を追 ぃこみ予思
考を鳥ヽ中させてぃくためのでだでを讐leaに 書ぃて
も`くことが実践的でぁると:強 ったb

このこと!ま 窒授業に とってもっとも大動な教材
の rl・ 味が,生徒の学議条件と掌麟活動にからな舎
つてしヽくすじならを,端的 .感畿 癬籠蝿 :こ 授業 と
して くみたてることのできる毅師の力鵞 をきたぇ
る意味か らしヽっても適 勢でぁると考えた。 それこ
そ授実 |∫犠造が何であ るかを身を もって理解 し,遺
究す る方法 IЪ あると思 った。 だが,意ぁまってヵ



メ亡らず,い まな4J力 嶺となるもの rarっ 。)みイ与てい

ない。 だが.・米熟な
′
メ1嬌・lrが ら,そ のなかか ら次

のことはいいイ事ると,思 う。

パズ学目を問題にするとき,螢1徒 の話 し合し` :‐ )

態度や技術が重視されるのは正 しい。 しかし,教

師が生徒の思考や発議
・
をどうひきだすのか,で て

きた子 どもの発言をどうとり上げ,そ れを学級全

体にどの ように投げかけ,ひろダ)て い くか,そ し

て,そ れ らをすばや く,適 切に判断 しながら集団

思考を方向づけ,深 1ヒ させてい く上での教師のて

きばきが,授業 を決定づける重要な条件であ るこ

とに注目したもヽ そ して,こ うした教師の授業 を

組織する力が,教室のすみずみまで行きゎた り,

学級全体の生徒を授業のなかにまきこんでい くこ

とこそが,構造的な授業の創造だというべ きでは

ないだろうか。

(3)授業の Itl造イヒのために

いままでの研究では,授業全体をとおした構造

を確立す るまでにはいたつていない。 ただ,授業

研究の討議をとお して,それぞれの過程 ことで留

意 したいことが らを,次のように考えている。

①始業の合図

「始業の合図Jと 同時に学 題は始まる。

われわれは,こ の活動によつて学級全体の学習

する雰囲気が高め られ,生徒の主体的な学 留意欲

が換起 され ることをねが っている。

この場合の課題は,前時の学習の終わる前まで

に提示 される。その内容 |ま ,

・ 前時の学 冒の確認 (復 蜜 )

。前時 までの学習を基盤 とした ドリル

・生活経験や既音知識の交換

・家庭学習や予習課題の進行状況の確認

・ 本時の学留内容の見通 し

などであ るc

教師は,こ の課題が個Aの家庭学習とむすびつ

くように,そ して,こ の課題 によるパズがいまま

で教師が行なつてきた導入にかわるものであ り,

生徒が理解の隙間 をうめ合った り,情報を交換し

て,生徒たちが同じ基盤にたって学習にとりくむ

ように,細かい指導のてだてを課題提示 とともに

してお く必要がある。

また,活 動後における補説 。まとめに も,教師

の充分な配慮が不可欠である。

り準機,種おl

準鸞遍程における三1題 は「競業の合遍Jで |ま し

まるI占 彙りの課題 と同 じような表現で提示 され る場

合 もあろうが,その場合でも,数師のね らいには ,

前 とちがったものがある。 ここでは「動 li■ づけJ

とか 陶苺未・ 関′心をも「こせ るJと かいった単なる

導入ではない。準備課題の解決それ自体が疑問解

決 であ 1)》 また問題把握であって,そ の力で もっ

て中心課題 に,自 るものであるように用意され rFJけ

ればな らない。

そして,数昌再の機説 。まとめは,生徒 crp理 解の

しかた 亀問題意識 )を できるだけ全体の場にひき

だし,そ れを整壇ぶ:合 して,本時の学野の見通 し,

が,あ きらかにされるようにしなければ rf」 らない。

③中′心j麗程

不時の自擦を達成するためのヤマが この過程で

あ る。いいかえれば′準備過程の解決 によって得

た力をいかして,生徒の活動が もっとももり上が

り,発言が活発になって学級全体にひろが り,個

人の理解や技能と〔ぐってい く過程でなければな ら

ない。

そ傷ためには,

齢申′心過程における課題は,あ ま り多 くに分

節しないこと。  分
=」

しす ぎると,授業

が・
T― 板になってしまうおそれがある。

・ 本時の学厨tゅ 中ノ心に

'自

つていることに気づ

か誉 るように配薇すること。

停毅師の「問い返しJ ・「 ゆさぷり」などに

よって,生徒に自分の考えや発言のね うら

な評 flSさ せるようにす ること。

・ 数材のお もしろさゃ鐘値を発見 させるよう

にすること。

・子 どもの活動をふまえて,基爵歌ましっ海>り

とした救村観lc支 えられて,その指導性 を

充分に発揮す ること。

など:こ ,と くに留意しなければならなし、

○確認 t整壇り過程で

中心過程で「何を学びとったか。Jを整理・ 感

認する過程であるとともに,中心議題を解決した

力でもって,そ の発展として「何ができるか。J

にとりくむ鋤が,こ の過程である。

このために,毅師は,

癬バズ学置によって,お たがいの理解壼楡た

しかめ合い。それが授業以外の学勘解機《
｀

購



短学轟や放諜時な ど参ゃ家難学ざだつなが

るよう:こ ゛

年本鋳の学 評で得た力で何ができ益かなっは

げ漢移を与えて,曇体的な問鐵に対饉 する

ょ争ξ蓮,

O ml等の学厨の攀饒蒔手がか りとな轟よぅ壼こ

白覺的な家庭学簿ゃ学欝謳鷹 fr_つ もヽての見

轟 しを もたせ るよう:こ 蓼

示鐵す場ような配慮 そしなけ範ぱな らない。

係.黒れ瀑Ъら

われわれが,と りくんで きた 陶受業構群 こおけ

るパズの感鑢類じJの実議 をふ うかえうたとき,寸

だ解決 されていなぃ問題が1通 戦み している。卒 直

:こ い うな らぱ9投薬構造勢中味 をわれわれなりに

やっと把握できか :す たところであ る。毎 日の授業

が樹撃選l感勺:こ 磁島たし,実践 されるよ
=Fに

|ま , まだ(孟

ど速い。

われわれの研究をさら|こ 推進 させ んためlr_1ま i

次のよ うな問轟 lr_対処 していかな l‐Jればな らない

と轍う。

○ 義れまでの研 究自体に来解決の分蟹チがかな りめ

る|こ もか浄着わちず,すで 1こ 事:し もヽil堪 題 =像 炉車売出

しヨFも る`。 とく〔こ争パズF薦 轟議を的確 :こ位置づ tメ

た投典構造 な創造するためlr_は ,ぜ ひとも次の

ような爾題・像を寛鯉ぜ軸 |ボ な らない。

(1)本時赫学圏内容が生後みずか ら解決 したい爾〕

只 としてうけとめ られていくような覆機勢むな

鮮鞣を馨|き おこすょうなすべ りだしかたが ,

毅師によって くふ うされているべきであ る。

(2)「適当な麟轟義難によだうナ雪の様壼黄轟力1、 副撃篭

を提示するまでの進懇でくふ 争され｀
【いるヽ

きである。

(3)盤 徒倦上体的な学溜難難々組織 してもヽく1言導

整 を全藪幅が もつべ きである。

無}授業 なうけるに必機な機置や技体テを身:こ つけ

るよう謝|1織 をセ′てお くべ 懸である。

(5,学 野が学鑽集鶴 としで磁識され,宇 鑽のルー

ルが盤徒みずか らゅ手で確立されているべ き

てある。

(6)爾待 した畑数を盤徒なずから蒔購威 で き発庶

う44酸 けが授業通機にくみたて 参轟で亀ヽ 4べ

きである。

(7》 F学聞勢系統 亀畿科の魏醸 》Jと ∫
や
艤鵞の発

進段階 (思考の論理 機Jと ヵ∫統一 されなが ら

つらぬかれているべ きであ る。

(8)教 窒内における教師 こ生徒 と錮鑢係は,学圏

を進めるうえに好譲しぃ状態 にあるべ きであ

る。

○ これ らのひとつひとつが確実くこ克麒 されるため

には,こ れ1ま も,.Lや ひとうの教 8瀬 の力最吟ll導 量

ではなく,教 8薔集団が共通の目標に {.Pか える研

究体市りの問題であろう。われわれは。いままで

に も教科部会 中学年 鍋会 “全体会をとぉ して多

く(Dこ とを学 A′で きた。 とりわけ教科部会では

敢′魯事の本貫に迫 まることにより,わ れわれの ,

ともすれば陥 りやすいマノネリズムが打破 され

たのであ る。 しか も,授業構造 をかくも多岐 lr_

わた I〕 ,探い ところまで i理 究しだしたわれォPれ

は1ひ とりの力ではの りこえてぃけない時点 に

まできていることを導再感 している。それ lま と 1)

もなおさず,よ い授業 をし,教師 としての力量

を高めていくためIC,共同で授業研究をすすめ

ること輸必・安さがなずか らりねがいとして高ま

つて きたことなのであ る。

O穀緩に。いままでの実践で,われゎれ白努が不

充浄さを自党してい ることは,実践を検証 して

Lく 具体的な方策 を明確に してきていないこと

である。 このことに気づきなが・らも.実 行のむ

ずかしさが予想 され,あ とまわしになってき,こ

感があるが,いまこそ蓼ぜひ とも手が1す なけれ

ばな らなしヽ と考 文̀て いる。

鑢)
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